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阪
大
設
定
巡
動

運
動
の
発
端

条
件
の
整
備

阪
大
の
設
立
と
刑
法
予
知
山

阪
大
の
設
立

別
学
部
の
特
徴

球
学
部
と
研
究
奨
励
機
関

，
従
業
科
学
研
究
所

設
な
運
動
と
背
長

山
川
医
研
協
会
と
し
此
研
の
設
立

研
究
体
制
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わ
り
に

じ

め

昭
和
六
年
五
月
一
日
に
発
足
し
た
大
阪
帝
罰
大
学
ハ
阪
大
〉
は
、
設
立
経
過
が

調官

親

主色
仁ごI

ノλ、

J仁 r

既
存
の
帝
国
大
学
と
災
な
り
、

な
か
で
も
産
業
界
が
恕
学
部
の
設
置
を
強
く
希
望

し
た
こ
と
、
学
界
の
長
老
で
設
立
運
動
に
深
く
関
与
し
た
長
間
半
太
郎
が
初
代
総

長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
科
学
技
術
史
家
は
阪
大
設
立
に
少
な
く
な

い
翻
心
を
も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
の
保
存
状
況
は
良
好
と
い
え
な
い
も

の
の
、
公
聞
の
史
料
さ
え
も
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
鵠
み
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
う
え
、
産
業
界
の
杭
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
、
産
学
協
同
の

典
型
的
皮
物
と
も
い
え
る
剖
置
研
究
機
関
の
産
業
科
学
研
究
所
に
ま
で
言
及
し
た

も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
産
業
科
学
研
究
所
の
設
立
に
よ

っ
て
、
阪
大
設
立
の
さ
い
に
表
明
さ
れ
た
産
業
界
の
志
向
に
即
応
し
た
体
制
が
完

給
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
『
大
阪
大
学
五
十
年
史

通
史
』
の
編
集
の

さ
い
に
管
見
し
た
史
料
を
も
と
に
、
阪
大
設
立
運
動
の
背
景
と
渓
閥
、

理
学
部
お

よ
び
附
位
産
業
科
学
研
究
所
の
設
立
、
つ
い
で
そ
れ
ら
の
研
究
体
制
を
中
心
に
検

討
を
試
み
た
い
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
、

理
科
系
帝
大
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
戦

前
期
を
対
象
に
す
る
も
の
で
、

そ
れ
を
「
大
眼
帝
国
大
学
の
形
成
い
と
よ
ん
で
も

よ
か
ろ
う
。

大波帝国大学の形成25 



阪
大
設
立
運
動
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運
動
の
発
端

大
阪
に
総
合
大
学
を
設
院
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
生
れ
た
時
則
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
阪
大
の
設
立
運
動
に
つ
な
が
る
初
期
の
見
解
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
第

一
次
大
戦
中
に
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
大
正
四
年
十
月
的
立
大
販
医
利
大
学
は

文
部
省
の
認
可
を
う
け
る
が
、
そ
の
年
十
二
月

臼
に
聞
か
れ
た
昇
給
記
念
祝
針

式
の
式
辞
の
な
か
で
、
学
長
佐
多
愛
彦
が
人
午
後
の
発
以
ハ
際
と
し
て
予
利
を
郊
外

に
移
し
て
拡
充
し
、
こ
れ
を
「
文
却
科
大
学
の
程
度
に
発
達
せ
し
め
ん
こ
と
」
と

い
う
考
え
を
披
援
し
て
い
る
。
翌
二
日
の
同
窓
会
大
会
で
前
大
阪
府
立
高
等
医
学

校
・4
長
清
野
勇
が
、

か
つ
て
一
一
一
高
医
学
部
設
問
で
阿
山
と
大
阪
が
競
い
、
設
が
掛
川

二
万
円
安
}
拠
出
し
た
岡
山
に
敗
れ
た
こ
と
、
帝
大
医
利
大
学
設
附
も
同
じ
軌
を
踏

ん
で
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
語
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
大
阪
に
総
合
大

学
を
設
校
す
る
問
題
に
一
行
宏
投
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
大
正
五
年
二
月
、
佐
多
は
か
れ
の
慰
労
会
の
席
で
先
の
構
想
を
さ
ら
に
進
め
、

欧
米
の
大
学
に
倣
っ
て
実
社
会
と
街
接
し
た
活
気
あ
る
大
学
を
創
る
た
め
、
一
子
科

よ
な
分
離
し
て
い
又
怒
利
大
学
建
設
の
基
礎
を
つ
く
り
、
基
金
な
も
つ
研
究
機
関
を
設

け
、
こ
れ
を
大
学
と
連
合
さ
ぜ
、
「
以
て
真
捜
の
開
発
、
学
制
止
の
応
用
に
資
し
、
以

て
大
学
本
米
の
日
的
を
貨
殺
」
さ
せ
た
い
と
、
説
い
た
。
こ
の
大
学
は
大
阪
医
大

で
あ
る
と
同
時
に
、

26 

か
れ
の
構
想
す
る
総
介
大
午
な
も
指
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ルm
多
の
総
合
大
学
櫛
怨
を
具
体
化
さ
せ
た
の
は
、
卒
業
生
風
見
政
次
に
よ
る
恕

化
学
の
研
究
機
関
創
設
に
閉
す
る
基
金
提
供
で
あ
る
。
佐
多
は
こ
の
例
究
所
を

「
医
科
大
学
と
相
貌
ち
て
将
に
起
さ
れ
ん
と
す
る
別
利
大
学
の
某
礎
に
充
て
、
総

介
大
学
の
突
を
挙
」
げ
よ
う
と
し
た
。
塩
見

r
U
身
も
「
工
業
の
都
市
た
る
大
阪
と

し
て
物
践
的
雰
開
気
の
中
に
利
苧
振
興
の
淑
米
た
る
却
化
学
研
究
所
の
生
れ
な
ん

)
 

U
M花
崎
乱
た
る
高
等
川
子
山
川
右
形
成
」
し
て
行
く
こ
と
を
願
っ
た
。
こ
の

し
花
こ
ま
、

n
i
t
 

よ
う
に
し
て
、
大
阪
に
総
合
大
学
を
設
問
す
る
た
め
の

一
歩
と
な
っ
た
財
団
法

人
臨
見
知
化
今
研
究
所
が
大
正
六
年
二
月
、

東
京
の
財
際
法
人
別
化
半
研
究
所
に

先
が
け
て
設
立
認
可
を
う
け
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
総
合
大
学
は
帝
国
大
学
を
意
味
し
、

分
利
大
学
(
学
部
)
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
複
数
の

こ
れ
ら
各
俗
火
も
仔
加
に
み
る
と
、

少
な
く
な
い
絞
糸
が
あ
っ
た
。
分
科
大
学
数
の
多
い
の
は
先
発
の
京
大
と
京
大
で
、

後
発
の
東
北
大
、
九
大
は
二
J

一
一
…
分
科
大
学
で
、
設
立
予
定
の
北
大
も
二
分
科
大

学
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
次
大
・
京
大
と
い
え

ど
も
理
系
分
科
大
学
の
数
が
文
系
分
科
大
学
よ
り
多
い
し
、
後
発
一
一
一
術
大
は
す
べ

て
凱
系
分
科
大
学
の
、

い
わ
ば
理
系
総
合
大
学
で
あ
る
ハ
東
北
大
と
九
大
に
法
文

学
部
が
設
院
さ
れ
る
の
は
大
正
期
の
高
等
教
育
機
関
拡
張
計
闘
に
よ
る
が
、
北
大

で
は
附
和
二
十

の
こ
と
で
あ
る
)
。
し
か
も
、
京
大
を
含
め
て
後
発
帝
大
は

創
設
に
あ
た
っ
て
理
系
分
科
大
学
を
核
に
し
て
い
る
。

術
大
の
設
立
経
過
を
み
る
と
、
国
家
に
よ
る
近
代
教
育
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ

て
規
範
と
し
て
設
立
さ
れ
た
東
京
大
学
は
、

の
こ
と
な
が
ら
西
欧
の
大
学
に

倣
っ
て
法
文
理
医
の
向
学
部
か
ら
成
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
帝
大
に
な
る
と
き
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間
欧
の
大
学
の
類
型
を
逸
脱
し
、

工
科
大
学
を
、
つ
い
で
良
科
大
学
を
く
わ
え
た
。

こ
の
六
分
科
大
学
の
構
成
は
後
発
帝
大
の
規
範
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
当
時

政
府
が
採
用
し
て
い
た
他
産
興
業
政
策
を
反
映
し
た
、
技
術
系
大
学
な
い
し
実
用

主
義
的
な
大
学
と
い
っ
て
よ
い
じ
政
府
の
政
策
と
帝
大
の
設
立
が
強
く
結
び
つ
い

て
い
た
こ
と
は
京
大
設
院
で
も
み
ら
れ
、

そ
れ
は
日
清
戦
争
後
の
「
戦
後
経
好
い

と
し
て
で
あ
っ
た
。

し
か
も
法
科
大
学
・
医
科
大
学
と
と
も
に
、

理
科
と
工
科
を

合
せ
た
理
工
科
大
学
を
、
社
会
的
可
消
火
と
経
済
性
を
考
鼠
し
て
設
け
て
い
る

G

こ
の
よ
う
な
実
用
主
義
は
東
北
大
・
九
大
の
設
訟
に
さ
い
し
て
も
み
ら
れ
た
。

前
者
は
理
・
設
、
後
者
は
医
・
工
と
、

い
ず
れ
も
が
理
系
の
二
分
科
大
学
で
発
足

し
た
ば
か
り
か
、
全
体
を
み
る
と
理
学
応
用
の
分
科
大
学
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
帝
大
の
分
科
大
学
明
設
で
も
東
北
大
に
医
科
大
学
、
九
大
に
農
学
部
と
、

ひ
き
続
い
て
理
学
応
用
の
学
部
が
優
先
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
期
の
帝
大
は

応
用
分
野
重
視
の
総
合
大
学
で
、
近
代
国
家
の
建
設
が
凶
欧
技
術
の
導
入
が
主
題

で
あ
っ
た
こ
と
に
対
也
し
た
政
府
の
施
策
を
反
映
し
て
い
た

ο

帝
大
の
設
院
過
程
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
京
大
を
除
い
て
い
ず
れ
も

が
創
設
の
さ
い
に
悶
防
外
経
費
の
負
約
一
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
京
都
府
民
…
…

高
誘
致
に
さ
い
し
て
新
築
授
を
提
供
し
た
の
に
つ
づ
き
、
京
大
設
位
の
と
き
は
用

地
を
国
に
客
約
し
た
。
後
発
南
大
に
お
い
て
は
政
府
は
設
院
予
定
地
に
寄
聞
を
求

め
、
誘
致
条
件
止
を
競
わ
せ
て
い
る
。
福
間
医
科
大
学
は
九
州
有
力
県
の
競
争
の
の

ち
設
位
場
所
が
福
岡
に
決
ま
っ
た
し
、
九
大
山
円
以
内
子
郎
噌
択
の
と
き
も
誘
致
競
争
が

み
ら
れ
た

一
\】ノ

。

大
き
な
社
会
的
反
響
を
よ
ん
だ
の
は
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
に
よ
っ
て
批
論
の

批
判
安
浴
び
て
い
た
古
河
家
が
東
北
大
法
科
・
医
科
大
学
と
九
大
工
科
大
学
の

分
科
大
学
創
設
的
に
合
計
一
O
五
万
余
円
を
寄
開
閉
し
た
こ
と
で
あ
る
。
古
河
の
位

論
安
や
わ
ら
げ
よ
う
と
す
る
立
図
を
、
当
時
の
文
部
大
臣
牧
野
仲
顕
の
い
う
よ
う

叶
、
。

は
永
遠
に
記
念
す
べ
き
も
の
」
と
賞
賛
す
る
も
の
も
い
た
が
、

A
U
7
 

政
列
に
加
へ
ら
れ
」
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
分

に
「
古
河
家
の

古
河
は
こ
れ
を
契
機
に

科
大
学
は
十
日
河
の
寄
附
と
地
元
の
容
間
で
設
立
さ
れ
、
東
北
大
と
九
大
と
が
創
立

を
み
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
帝
大
・
分
科
大
学
の
設
置
に
あ
た
っ
て
地
元
負
約
一

や

の
寄
附
に
依
存
す
る
先
例
な
つ
く
り
だ
し
た
。

帝
大
の
設
町
場
所
を
み
る
と
、

い
ず
れ
も
が
政
府
主
導
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

首
都
の
京
大
は
当
然
と
し
て
、
京
大
は
日
清
戦
争
後
の
戦
後
経
常
に
か
ら
ん
で
文

部
大
同
副
悶
寺
公
望
、
が
設
け
た
新
大
学
創
立
委
員
の
容
山
中
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。

東
北
大
や
九
大
の
設
院
は
第
二
次
山
県
内
閣
の
文
部
大
臣
棒
山
資
紀
が
高
等
教
脊

機
関
増
設
案
に
お
い
て
提
示
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
お
り
、
前
者
は
仙
台
と
し

て
ん
奇
問
を
求
め
、
後
水
引
は
競
争
の
の
ち
栴
附
に
決
定
さ
れ
た
。
北
大
は
札
幌
農
学

校
に
起
泌
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
後
発
一
一
…
俗
大
で
は
地
肌
的
配
院
が

視
さ
れ
、
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
。
他
方
、
誘
致
し
た
地
方
は
社

会
的
地
位
の
向
上
な
ど
、
多
く
の
効
果
を
期
待
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

明
治
則
ぶ
に
は
産
業
の
近
代
的
情
築
が
一
段
落
し
、

い
っ
そ
う
の
発
展
を
は
か

る
諸
施
策
が
泣
要
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
な
か
で
も
工
業
の
先
日
以
の
た
め
に
法
礎

科
学
の
振
興
を
お
一
悦
す
る
と
い
う
発
訟
は
、
す
で
に
明
治
期
末
に
み
ら
れ
る
。
代

表
的
に
は
高
峰
談
古
学
に
よ
っ
て
国
民
科
学
研
究
所
の
設
院
が
提
唱
さ
れ
て
い
た

し
、
凶
際
的
に
も
イ
ギ
り
ス
の
悶
立
物
児
学
研
究
所
や
ド
イ
ツ
の
カ
イ
ザ
l

・
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
協
会
所
属
研
究
所
の
よ
う
な
悶
家
の
威
信
を
か
け
た
大
脱
税
な
研
究

機
関
、
が
設
ム
比
さ
れ
て
い
た
。
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炎 1 形大・分科大学〈学部) ~l!:}'z:1I寺における若f-lífj

大学名 分科大学・学部名〈設立年月〉

『

r
s

,kri­
-

jJ{ 大 創設 H寺(明治30年 6 月〉

段学部(大正13ij三 4 月〉

Jlî:北大 段科大学(明治40年 6 月〉

JlE:H大学(明治43年 12月〉

医科大学(大IE 4 年7JD
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第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
そ
れ
が
科
学
技
術
戦
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各

簡
で
科
学
技
術
動
員
な
い
し
は
軍
需
工
業
動
員
が
実
施
さ
れ
、日
本
も
ま
た
例
外

で
な
か
っ
た
。
軍
需
工
業
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
国
立
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の

試
験
・
研
究
機
関
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
は
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
が
活
発
に
進

め
ら
れ
た
。
凶

E家
の
研
究
体
制
の
整
備
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
名
な
も
の
は
、
悶

中
欲
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
財
団
法
人
却
化
学
研
究
所
(
即
研
)
の
設
立
で
あ

ろ
う
。
高
等
教
育
機
関
の
創
設
拡
張
政
策
に
お
い
て
は
医
学
専
門
学
校
、
法
・
工

実
業
専
門
学
校
、
そ
れ
に
帝
大
理
系
学
部
の
増
設
が
重
点
施
策
で
あ
っ
た
。

理
研
の
設
院
は
「
独
創
的
工
業
ノ
勃
興
発
達
」
を
求
め
、
そ
の
「
本
源
タ
ル
政

nu 

化
学
ノ
純
学
浬
的
研
究
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
」
る
た
め
の
措
院
で
あ
っ
た
。
当
初
計

腐
に
よ
る
と
、
民
間
の
寄
附
金
を
主
体
に
し
て
政
府
資
金
を
く
わ
え
、
設
立
が
は

か
ら
れ
た
。
寄
附
金
は
予
定
額
に
達
せ
ず
、

イ
ン
フ
レ
の
品
進
も
あ
り
、
当
初
計

騒
の
変
更
や
即
断
が
あ
っ
た
も
の
の
、
研
究
員
と
な
っ
た
大
学
人
に
近
代
的
研
究

施
設
お
よ
び
豊
富
な
研
究
授
の
提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
費
用
は

寄
附
金
を
積
立
て
た
基
本
財
度
で
賄
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、の
ち
に
は

研
究
成
果
と
し
て
の
特
許
料
収
入
や
試
作
品
な
ど
の
販
売
収
入
か
ら
も
供
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
て
類
似
の
財
団
法
人
が
設
立
さ
れ
、
大
学

研
究
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
理
研
は
基
礎
科
学
の
振
興
を
主
唱
す
る
こ
と
で
誕
生
し
た
し
、
こ
の
時
期

に
は
帝
大
理
科
大
学
〈
理
学
部
〉
の
学
科
や
講
座
の
増
設
は
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

帝
大
の
拡
張
に
あ
た
っ
て
は
九
大
に
農
学
部
、
東
北
大
に
工
学
部
、
北
大
は
医
学

部
で
あ
り
、
高
等
教
育
機
関
肱
張
計
画
で
も
京
大
に
山
科
学
部
、
北
大
に
工
学
部
と
、

い
ず
れ
も
理
学
応
用
系
学
部
の
増
設
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
伝
統
的
な
実
学
優
先

の
思
想
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
北
大
工
学
部
を
除
い
て
、
地

一
五
は
応
分
の
負
担
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
か
ら
理
学
部
を
欠
く
後
発
帝
大
で
あ
る
九
大
と
北
大
は
、

そ
の
設
置

を
強
く
要
求
し
は
じ
め
た
。
九
大
で
は
創
立
の
と
き
か
ら
理
科
大
学
の
設
置
を
求

め
、
工
科
大
学
に
は
基
礎
科
学
の
講
践
を
泣
い
て
将
来
に
備
え
た
。
農
学
部
の
設

明
院
が
決
ま
っ
た
大
正
八
年
に
は
京
大
に
倣
っ
て
か
、工
学
部
を
盟
工
学
部
と
改

祢
・
拡
充
し
て
理
学
部
設
置
を
は
か
る
よ
う
評
議
会
で
決
議
し
て
い
る
。
評
議
会

は
法
文
学
部
開
設
に
よ
っ
て
「
総
合
大
学
の
外
形
を
完
ふ
せ
ん
と
す
る
が
如
き
も
、

尚
是
等
諸
科
学
の

の
研
究
機
関
に
欠
け
る
が
故
に
大
学
の
本
旨
と
せ
る
学

術
の
恭
礎
に
於
て
足
ら
ざ
る
所
多
大
に
し
て
、
総
合
大
学
の
突
を
あ
ぐ
る
こ
と
に

於
て
甚
だ
遠
き
も
の
あ
り
」
と
い
う
理
由
の
も
と
、
大
正
十
一
年
に
埋
学
部
の
設

設
を
文
部
省
に
要
請
し
て
い
る
。

北
大
で
は
創
立
二
周
年
の
大
正
九
年
、
総
長
佐
藤

m
m介
は

は
即
ち
基
礎

的
原
理
を
研
躍
す
る
所
の
理
科
と
共
に
、
社
会
的
現
象
を
考
究
し
て
文
物
部
度
に

及
ぼ
す
所
の
法
文
諸
科
を
備
ふ
る
を
要
す
、
大
学
は
山

m
r
r
ろ
是
等
の
諮
科
を
併
設
し

て
、
応
用
の
詩
科
が
益
々
其
の
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
得
へ
き
も
の
な
り
」
と
、

文
系
諸
分
科
大
学
の
設
置
と
既
設
の
応
用
理
学
系
分
科
大
学
の
発
展
の
た
め
に
基

礎
的
原
理
を
孜
究
す
る
理
科
大
学
の
設
肢
を
求
め
て
い
る
。

九
大
と
北
大
は
共
通
し
て
応
用
諸
科
学
の
発
展
策
と
し
て
、
基
礎
科
学
を
攻
究

す
る
理
科
大
学
(
理
学
部
〉
の
設
援
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
後
発
帝
大
と
し
て
は

規
範
の
東
大
、

さ
ら
に
は
西
欧
の
大
学
と
同
様
の
分
科
大
学
の
構
成
を
求
め
る
も

の
で
、
応
用
語
科
学
の
統
一
と
発
展
を
保
証
す
る
基
礎
科
学
の
分
科
大
学
を
欠
い

て
は
総
合
大
学
で
は
な
い
と
い
う
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
理
念
に
よ
る
も
の
で
あ

大阪帝i司大学の形成29 
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っ
た
。
附
以
内
閣
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
の
拡
張
政
策
で
学
部
増
設
が
決
ま
っ
た
後
、

九
大
と
北
大
で
は
理
学
部
の
設
置
を
伝
統
的
理
念
を
ぬ
り
ど
こ
ろ
に
、
毎
年
要
請

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
、
社
会
的
に
は
理
研
で
代
表
的
に

れ
る
よ
う

に
、
産
業
と
結
び
つ
い
た
研
究
機
関
の
整
俄
が
強
く
要
諦
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
応
し
て
い
対
大
に
お
い
て
も
既
存
の
研
究
施
設
の
弘
充
な
ど
に
よ
っ
て
、

々

4
0

開
陸
研
究
所
が
相
つ
い
で
設
立
を
み
た
。
そ
の
さ
い
京
大
の
伝
染
病
研
究
所
、
航

空
研
究
所
、
東
京
天
文
ム
口
な
ど
は
悶
家
的
事
業
の
研
究
担
当
機
関
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
問
，
阿
負
担
で
設
位
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
。
以
降
の
帝
大
附
託
研
究
所
、

く
に
理
系
問
問
研
究
所
の
規
範
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
東
北
大
船
底
金
科
材
料
研

究
所
ハ
金
研
〉
も
、
こ
の
附
期
の
大
正
十
一
年
八
月
に
設
註
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
学
内
に
お
け
る
研
究
を
も
と
に
産
業
界
か
ら
の
寄
附
で
設
備
を
整
え
て
、
発
足

し
て
い
る
。
設
伐
の
契
機
や
経
過
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦

を
境
に
し
て
術
大
は
研
究
に
専
念
す
る
教
授
や
助
教
授
の
研
究
員
、
お
よ
び
独
立

し
た
施
設
と
予
算
を
も
っ
附
医
研
究
所
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
研
究
機
能

を
拡
充
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
動
向
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
佐
多
が
大
阪
に
総
合
大
学
の

を
提
唱
し
た
こ
と
は
、
卒
見
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
阪
阪
大
拡

充
計
阿
の
述
成
と
場
見
加
化
学
研
究
所
の
述
也
、
が
ほ
ぼ
日
処
の
つ
い
た
大
正
十
二

年
七
月
、
佐
多
は
文
部
次
官
松
山
鈴
次
郎
、
つ
い
で
京
大
教
授
長
間
半
太
郎
を
訪

ね
、
大
阪
医
大
お
よ
び
塩
見
却
化
学
研
究
所
を
弘
充
し
た
問
科
大
学
と
で
構
成
し

た
医
・
加
の
総
合
大
学
設
校
案
を
打
診
し
て
い
る
。
こ
れ
が
高
等
教
育
機
関
拡
張

計
耐
(
第
二
期
)
の
終
了
を
見
組
し
て
の
仔
動
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
し
か
し
、
前
後
の
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
混
災
は
こ
れ
ま
で
の

30 

教
育
機
関
拡
駁
計
附
を
大
き
く
延
期
さ
せ
た
。

佐
多
は
こ
の
情
況
を
い
ち
早
く
班
解
し
て
か
、
同
年
十
一
月
二
十
問
自
に
削
属

病
院
務
成
を
ま
っ
て
学
長
辞
託
を
表
明
し
た
。

)) 

1ヨ

そ
し
て

間
属
病
院
協
成
式
に
お
い
て
佐
多
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
総
括
し
、
「
大
阪
医
利

大
学
の
基
礎
を
建
て
輪
廓
を
築
く
と
一
戸
ふ
私
の
所
制
大
阪
民
科
大
学
の
創
業
は
、

に
一
段
務
と
な
り
ま
し
た
。

、
二
例
の
分
科
大
学
を
椴
設
し
、

此
上
吏
に

終
に
一
大
綜
合
大
学
を
建
設
す
る
か
、
又
は
本
大
学
の
刺
織
を
製
本
的
に
立
坑
す

と

日
前
に
無
い
閉
山
り
、
日
以
円
十
私
の
働
く
べ
き
仕
事
は
あ

り
ま
せ
ぬ
よ
と
、
式
昨
出
説
で
述
べ
て
い
る
。

か
と
一
五
ふ
阪
な
大
問
題
が
、

2 

条
件
の
整
備

大
阪
に
総
合
大
学
会
}
設
削
れ
す
る
問
題
は
、
大
正
十
三
年
五
月
に
大
阪
医
大
午
長

が
佐
多
に
か
わ
っ
て
楠
本
長
三
郎
、
が
就
任
し
た
こ
と
で
、
新
し
い
同
出
な
迎
え
た
。

ま
ず
当
時
の
負
債
一
一
一
関O万
余
円
を
償
還
し
、
官
京
大
学
に
倣
っ
て
教
育
問
の
す

ベ
て
と
附
属
病
院
の
費
用
の
一
部
を
大
阪
的
伐
に
よ
っ
て
充
当
す
る
こ
と
、

オす

よ

び
大
学
予
科
を
縮
小
(
つ
い
で
廃
止
)
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
猿
到
し
た
魚
低
は
一
一
一
三
五
万
円
で
、
川
和
問
年
度
に
な
る
と

余
剰
余
地
合
的
の
累
計
が
一
O
O
万
円
、
病
院
収
入
は
年
間
一
間

O
万
円
を
上
倒
る

ま
で
に
な
っ
た
。
波
行
し
て
の
設
備
拡
充
で
は
、
削
印
刷
病
院
の
建
築
に
間
二
一
一
万

F9 

大
邑f

木
古1)

の
一
助
築
に
も
一
一
七
万
円
を
投
下
し
て
い
る
。
数
民
組
織

に
関
し
て
も
充
実
を
は
か
り

市
山
版
制
に
改
め
る
こ
と
も
計
州
し
た
。
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の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

I~ý 

断
し
て
し、

た
i次
米
間
学
も
夜
間
さ
せ
た 1 7)

れ

ら
学
長
楠
本
に
な
っ
て
か
ら
の
諸
的
院
は
、
公
立
医
大
と
し
て
の
立
任
を
明
椛
に

す
る
と
と
も
に
財
政
的
基
慌
の
強
化
を
は
か
り
、

さ
ら
に
は
教
育
・
研
究
而
か
ら

も
い
恰
大
移
行
の
た
め
条
件
を
整
備
し
た
も
の
と
し
て
依
託
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
時
間
加
に
は
、
教
育
機
関
の
整
備
に
は
冷
淡
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
大
波
の

風
土
が
大
き
く
転
換
を
は
じ
め
て
い
た
。
大
正
十
問
年
十
二
月
の
通
常
大
阪
府
会

で
』主

ニ
'
郎
等
が
提
出
し
て
い
た
建
議
案
「
凶
立
綜
合
大
学
設
校
ニ
凶
ス

ノレ

が
得
議
に
付
さ
れ
た
。
建
議
案
は
ま
ず
、
大
阪
に
併
大
設
削
れ
を
求
め

る
県
出
と
し
て
、
国
内
主
要
都
市
ば
か
り
か
悦
民
地
に
ま
で
帝
大
が
設
立
さ
れ
て

い
る
と
き
、
向
工
業
大
都
市
大
阪
に
官
立
単
科
大
学
さ
え
な
い
こ
と
を
泣
憾
と
し

た
。
近
く
設
立
さ
れ
る
官
立
大
阪
工
業
大
学
と
市
京
大
販
指
科
大
学
と
は
独
立
に
、

大
級
に
帝
大
を
設
問
す
る
よ
う
強
く
求
め
、

そ
れ
が
実
現
し
た
と
き
は
府
立
の
大

阪
医
科
大
学
を
闘
に
移
管
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
建
議
案
は
は
ち
に
吟

決
さ
れ
た
。

大
阪
府
会
が
こ
の
俗
大
設
伐
の
建
議
案
を
採
択
し
た
こ
と
は
、
先
例
に
倣
っ
て

の
地
方
向
治
体
の
怠
志
夫
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
建
議
案
の
可
決
と

運
動
の
開
始
で
、
常
大
の
設
内
が
院
ち
に
実
現
す
る
ほ
ど
守
易
な
問
題
で
は
な
く
、

具
体
化
の
た
め
の
課
題
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
大
阪
綜
合
大
学
論
」
を
は
じ
め
、
大
阪
に
設
け
る
べ
き
大
学
に
閲
し
て
均
時

活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
「
大
阪
綜
合
大
学
論
」
で
は
大
阪
に

公
私
立
何
で
も
よ
い
。

一
つ
大
き
な
立
派
な
綜
合
大
学
を
抗
へ
て
文
化
都
市
を
完

成
し
た
い
」
と
い
う
、
経
済
中
心
の
大
阪
が
脱
皮
す
る
に
は
文
化
の
源
'
米
た
る
施

設
を
完
成
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
綜
合
大
学
を
創
設
せ
よ
と
い
う
主
張

ヵ:

!見
l)rJ 
さ
れ
て
し、

た 19)

」
れ
は
、
経
済
一
辺
倒
の
都
市
の
変
谷
を
要
請
す
る
も
の

と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
大
都
市
が
発
生
す
る
諸
問
題
を
対
象
と
す
る
新
し
い
準

nu 

の
大
学
の
設
立
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。

J
i
j
 

w
川
市
引

月
の
大
阪
府
会
に
お
い
て
吋
決
さ
れ
た
建
議
案
は
、

上
の
よ
う

な
論
議
を
踏
ま
え
て
、
大
正
十
四
年
の
建
議
案
の
泣
長
上
に
お
い
て
、
国
立
総A
H

大
学
の
設
肢
を
求
め

そ
れ
は
後
発
併
大
が
閉
山
系
学
部
の
み
で
創
設
さ

だ
カミ

れ
て
い
る
先
例
に
倣
い
、
大
阪
工
大
に
く
わ
え
て
大
阪
医
大
を
官
ヌ
に
移
す
こ
と

で
「
国
政
ヲ
姿
セ
ズ
シ
テ
山
什
易
ニ
工
科
・
氏
科
ノ
二
部
ヲ
有
ス
ル
綜
合
大
学
」
の

設
院
を
求
め
た
案
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
昭
和
四
年
十
二
月
十
八
日
の
前
年
と
同

名
で
あ
る
建
議
案
「
掛
点
綜
合
大
学
設
内
ニ
閃
ス
ル
立
見
書
」
に
も
踏
襲
さ
れ
て

h
-
o
 

、
しV
J
iド火

山
似
山
川
会
に
お
け
る
こ
れ
ら
昭
和
一
一
了
間
年
両
建
議
案
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、

ぃ
悦
火
設
立
で
「
時
速
ノ
趨
勢
ニ
苔
処
シ
、
大
イ
ニ
科
学
ノ
進
歩
発
達
ニ
資
セ
ラ
レ

ン
コ
ト
ヲ

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
科
学
ノ
進
歩
発
達
」
と
い
う

い
い
火
山
仙
の
な
か
に
時
代
の
特
簡
が
ぶ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
用
語
「
利
学
」
は

Pけ
然
科
学
に
J
M一
点
が
あ
り
な
が
ら
も
社
会
外
学
を
も
包
指
し
た
学
問
と
同
立
話
に

な
り
、
し
か
も
こ
れ
の
研
究
が
産
業
、

さ
ら
に
は
岡
家
の
発
肢
の
前
提
と
し
て
埠

解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
く
わ
え
て
、
第
…
次
大
戦
後
に
お
け
る
産
業
振

組
(
と
開
通
し
て
の
科
学
重
視
の
姿
勢
は
、
こ
の
昭
和
初
則
に
な
る
と
岡
山
本
総
動
員

体
制
を
構
築
す
る
政
策
の
一
潔
と
し
て
伎
限
づ
け
ら
れ
、
科
学
技
術
動
員
と
も
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
二
年
五
月
資
源
局
が
国
家
総
動
員
の
準
備
に
関
す
る
専
学
機
関
と
し
て
設

け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
総
動
員
準
備
に
欠
か
せ
な
い
脳
策
の
一
つ
と
し
て
科
学
研
究

大阪常iJil火''f:の J[手)11(31 
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の
振
興
策
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
昭
和
四
年
十
一
月
に
発
し
た
諮
拘
「
我
国
ニ
於

ケ
ル
科
学
的
研
究
ノ
現
状
一
一
鑑
ミ
之
ガ
改
議
ニ
関
ス
ル
一
般
方
針
如
何
」
の
説
明

に
お
い
て
、
「
科
学
的
研
究
ノ
進
歩
発
達
ヲ
計
リ
、
之
ガ
利
用
ノ
場
進
ヲ
期
ス
ル

コ
ト
ハ
産
業
振
興
ノ
基
礎
的
条
件
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
、
総
動
員
準
備

の
見
地
か
ら
も
科
学
振
興
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
事
項
だ
と
し
て
い
る
。

の
発
達
を
背
景
に
し
て
浪
商
務
省
か
ら
分
離
・
独
立
し
た
商
工
告
で
は
、

大
正
十
五
年
六
月
に
最
初
の
訪
問
機
関
と
し
て
国
産
振
興
委
員
会
を
設
け
て
い
る
。

こ
こ
で
も
産
業
振
興
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
、
科
学
研
究
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
金
融
恐
協
の
さ
い
に
設
け
ら
れ
た
商
工
繁
議
会
で
は
、

産
業
が
「
科
学
的
ノ
基
礎
ノ
上
に
立
ッ
テ
行
カ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
」
と
い
う
認
識

が
示
さ
れ
て
、
試
験
研
究
に
関
し
て
は
政
府
が
そ
の
連
絡
統
一
を
図
る
こ
と
に
よ

'
守

っ
て
効
果
的
に
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
股
聞
の
う
え
で
昭
和
恐
慌
に
対
処
し
て
臨
時
産
業
審
議
会
が
設
け

ら
れ
、
ム
口
盟
化
が
促
進
さ
れ
る

方
、
昭
和
六
年
一
一
一
月
第
五
九
帝
国
議
会
に
お
い

て
貴
族
院
と
衆
議
説
で
は
学
術
研
究
の
奨
励
助
成
あ
る
い
は
振
興
に
関
す
る
建
議

案
が
可
決
さ
れ
た
。
長
び
く
不
況
の
も
と
で
研
究
条
件
が
怒
化
し
た
こ
と
に
対
し
、

学
界
長
老
の
呼
び
か
け
で
、
国
家
的
な
研
究
援
助
機
関
の
実
現
を
め
ざ
す
運
動
が

は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
文
部
省
の
脳
級
的

な
介
入
も
あ
っ
て
、
昭
和
七
年
十
二
月
に
日
本
学
術
振
興
会
の
設
立
を
実
現
さ
せ

る
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
則
に
は
い
る
と
、

の
発
展
と
科
学
振
興
の
'
M
M
接
な
関
係
に
つ
い
て
の

認
識
は
静
遍
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
院
ち
に
阪
大
設
立
と
結
び

つ
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
像
と
い
え
よ
う
。
科
学

技
術
を
と
り
ま
く
諸
情
況
が
激
変
し
て
い
る
と
き
、
大
阪
の
事
態
、
と
く
に
産
業

32 

界
も
ま
た
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
。
昭
和
初
期
の
不
況
で
大
阪
の
主
要
産
業
で
あ
る

繊
維
産
業
、
冶
金
・
金
揺
加

造
船
業
な
ど
の
う
け
た
打
殺
は
大
き
い
。
と

く
に
枇
界
市
場
を
制
圧
し
て
貿
易
・
呼
擦
を
ひ
き
起
し
て
い
た
綿
糸
紡
組
業
や
レ
i

ヨ
ン
工
業
で
著
し
か
っ
た
。
他
方
、
際
金
属
工
業
、
合
成
化
学
工
業
な
ど
の
新
興

工
業
は
そ
の
法
燥
を
篠
山
市
〈
な
も
の
と
し
は
じ
め
て
い
た
。
産
業
地
造
と
し
て
は

重
・
化
学
工
業
化
が
進
行
し
て
お
り
、
産
業
界
全
体
は
も
と
よ
り
倒
別
企
業
で
は

い
っ
そ
う
の
合
浬
化
を
課
題
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
国
内
産
業
の
阻
躍
を
み
れ

ば
、
重
化
学
工
業
お
よ
び
新
興
工
業
が
躍
進
す
る
な
か
で
、
大
阪
の
経
済
的
・
工

業
的
地
位
が
後
退
し
、

い
わ
ゆ
る
大
阪
経
済
の
地
縦
沈
下
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
中
央
に
お
け
る
産
業
政
策
と
も
関
連
し
て
、
大
援
に
閉
山
す
る
抜
本
的
な

政
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ
の
情
況
を
的
確
に
と
ら
え
、
帝
大
誘
股
が

具
体
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

潟
大
の
内
容
に
関
し
て
は
、
当
初
は
却
系
学
部
は
も
と
よ
り
文
系
学
部
を
も
包

ι
υ
 

指
し
た
総
合
大
学
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
運
動
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
大
阪
の
実
利
主
義
が
絡
み
、
文
系
学
部
の
設
校
を
消
極

的
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
あ
る
い
は
後
発
一
二
帝
大
の
設
置
に
倣
っ
た
と
も
い
え

る
。
こ
の
考
え
は
大
阪
府
会
の
建
議
や
大
阪
医
大
関
係
者
の
動
き
に
も
反
映
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
さ
い
、
大
阪
医
大
の
悶
立
移
管
で
は
共
通
し
て
い
た
も
の
の
、
構

成
す
る
学
部
で
は
意
見
を
災
に
し
て
い
た
。
大
波
府
会
の
建
議
は
大
阪
工
大
の
移

行
で
工
学
部
の
設
段
を
、
大
阪
医
大
の
首
脳
陣
の
側
で
は
却
学
部
の
新
設
を
求
め

て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
鴎
年
間
月
に
発
足
し
た
大
阪
工
大
は
術
大
工
学
部
と
異
な
り
、
講
座
制
で
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は
な
い
し
、
「
学
ロ
部
門
別
ニ
深
キ
~
栄
養
ヲ
有
ス
ル
専
門
家
」
を
義
成
す
る
こ
と

キ
ヲ

M
Mク
」
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
大

t
川
子
部
と
見
な

を
特
色
に
し
、
「
応
用
エ

る
理
念
の
工
業
大
学
を
大
阪
に
新
設
す
る
'
品
川
大
の
工
学
部
と
す
る
さ
い
、
新
た
な

問
題
宝
生
む
懸
念
さ
え
あ
っ
た
。

し
か
も
大
阪
高
等
工
業
学
校
か
ら
大
阪
工
業
大

学
へ
の
組
織
変
更
に
さ
い
し
、
学
科
・
人
事
に
関
し
て
苦
い
経
験
が
強
い
ら
れ
た

ohu 

こ
と
か
ら
も
、
ぽ
大
設
立
運
動
に
全
学
的
に
参
加
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と

い
え
よ
う
。

ま
た
、
地
元
と
の
結
び
つ
き
も
、
大
阪
医
大
に
比
べ
て
十
分
で
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
府
会
に
お
け
る
建
議
案
、
が
可
決
さ
れ
た

と
し
て
も
、
大
阪
工
大
が
主
体
性
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
た
。

理
学
部
設
立
を
求
め
た
大
阪
医
大
関
係
者
は
、
医
学
の
た
め
の
基
礎
的
学
問
の

振
興
を
、

そ
の
恕
出
と
し
た
。
同
時
に
工
業
都
市
の
た
め
の
科
学
研
究
の
振
興
も

考
慮
し
て
い
た
。
昭
和
別
に
な
る
と
、
大
阪
産
業
界
の
地
蜂
沈
下
や
位
界
市
場
に

お
け
る
競
争
激
化
に
対
処
す
る
た
め
に
、
産
業
界
が
期
待
す
る
技
術
開
発
の
た
め

の
基
礎
的
研
究
に
対
芯
ず
る
迎
学
部
の
設
置
を
主
題
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
が
っ
て
大
級
の
恕
学
部
は
、
九
大
や
北
大
の
理
学
部
設
肢
の
則
一
念
と
は
共
通
し

て
い
た
も
の
の
、
産
業
界
の
要
請
を
う
け
て
産
業
技
術
の
開
発
と
い
う
課
題
に
応

じ
る
べ
く
、
設
立
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
で
兵
な
っ
て
い
た
。

大
阪
府
会
と
大
甑
医
大
関
係
者
と
の
あ
い
だ
に
あ
っ
た
帝
大
設
立
迎
動
に
お
け

る
設
泣
学
部
を
め
ぐ
っ
て
の
喰
違
い
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
の
の
ち
に
統
合
さ

れ
、
そ
の
主
題
が
理
学
部
創
設
で
あ
る
こ
と
を
し
だ
い
に
明
確
に
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

帝
大
設
践
に
あ
た
っ
て
鍵
に
な
る
理
学
部
の
創
設
を
地
元
大
阪
が
財
政
的
に
ど

の
よ
う
に
山
中
附
加
す
る
か
が
、
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
九
大
と
北
大
の
却
学
部

設
肢
の
巾
誌
に
対
し
て
、

文
部
省
は
と
も
に
そ
の
山
中
誌
を
認
め
た
も
の
の
、

大
ji:N, 

省
交
渉
に
お
い
て
創
設
授
の
地
元
負
担
が
明
絡
を
分
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
含
め

て
先
行
し
た
い
愉
大
あ
る
い
は
分
科
大
学
(
学
部
)
創
設
の
経
験
を
も
と
に
大
坂
医

大
学
長
楠
本
を
中
心
に

実
現
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

大
間
以
医
大
の
歳
入
超
過
は
昭
和
二
年
度
末
に
は
累
計
六
八
万
円
を
越
え
、

年
度
に
は

0
0
万
円
近
く
に
も
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
情

況
を
踏
ま
え
て
昭
和
三
年
五
月
、
大
阪
夜
大
主
幹
の
西
山
崎
幾
治
は
理
学
部
創
設
準

備
の
た
め
に
、
文
部
行
の
志
向
を
探
り
、
東
京
の
出
化
学
研
究
所
、
そ
れ
に

設当主
案備
を ιj::J

作の
成二iヒ
しブ三
て型!~
い学
る 2))音!)
0 を

対
象

調
査
し
た

年
間
ぐ
ら
い
か
け
、

理
学
部
創

大
観
に
理
学
部
を
も
っ
帝
大
設
立
に
つ
い
て
、
杭
極
的
に
動
い
た
の
は
地
元
大

駁
の
学
界
・
産
業
界
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
東
京
で
は
大
似
の
帝
大
が
設
立
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
見
越
し
て
の
動
き
さ
え
あ
っ
た
。
長
附
半
太
郎
は
、
東
大
教

し

授
を
大
正
十
五
年
一
一
一
月
一
一一日
付
で
停
年
退
官
し
た
と
き
、
後
任
に
は
甑
見
現

化
学
研
究
所
の
清
水
武
雄
が
同
年
五
月
十
五
日
付
で
就
任
し
て
い
る
。
長
岡
は
清

水
の
後
任
者
に
理
化
学
研
究
所
の
助
手
浅
出
常
…
一
一
郎
を
推
薦
し
、
そ
の
際
「
将
米

大
阪
に
国
立
大
学
理
学
部
が
出
米
る
予

L足
で
あ
り
、
続
見
研
究
所
が
そ
の
按
に
な

る
~
ゃ
に
な
る
。そ
の
研
究
所
の
清
水
武
雄
研
究
員
は
、
塩
見
の
費
用
で
英
障
に
留

し
て
帰
朝
し
て
い
る
が
、
:
:
:
そ
の
後
任
に
な
る
人
を
文
部
省
の
在
外
研
究
員

と
し
て
ニ
年
間
文
部
省
の
費
用
で
宿
学
さ
せ
、
帰
朝
後
は
出
見
研
究
所
の
研
究
員

nu 

に
す
る
」
と
語
っ
た
と
、
浅
間
は
回
想
し
て
い
る
。

つ
ま
り
長
岡
は
大
阪
に
理
学
部
を
も
っ
た
帝
大
の
設
院
を
確
信
を
も
っ
て
予
測

大i波滑E五!大~の形成33 
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し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
塩
見
理
化
学
研
究
所
に
は
長
岡
の
娘
婿
間
谷
茂
治
が
い

た
し
、
さ
ら
に
愛
弟
子
浅
間
を
推
薦
し
、
当
時
の
大
学
教
授
の
必
須
条
件
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
た
海
外
関
学
の
経
験
を
得
る
機
会
さ
え
あ
た
え
た
。
日
民
間
の
私
的
事

項
を
除
い
て
も
、
そ
こ
に
は
長
期
に
わ
た
り
迎
学
部
が
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
学
界
と
し
て
は
浬
学
部
創
設
に
よ
る
既
存
の
人
材
の
就
職
、
将
米
の
研
究

や
人
材
養
成
の
拡
充
と
い
っ
た
、
強
い
希
望
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
柴
田
総
次

も
ま
た
大
甑
に
形
大
が
で
き
る
こ
と
を
予
想
し
、
門
下
生
に
学
伎
の
取
得
を
求
め

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
東
京
在
住
の
学
界
長
老
は
大
阪
に
お
け
る
帝
大
設

立
に
期
待
な
込
め
て
、
い
ち
早
く
具
体
的
な
動
き
を
み
せ
は
じ
め
て
い
た
。

阪
大
の
設
立
と
理
学
部

1 

阪
大
の
設
立

昭
和
田
年
十
二
月
十
八
日
に
大
阪
府
会
は
術
大
設
院
の
建
議
案
を
可
決
す
る
が
、

こ
れ
の
前
後
に
大
阪
医
大
の
捕
木
等
の
構
想
と
府
理
事
者
等
を

A
含
め
て
関
係
者
の

考
え
の
調
整
・
統
合
が
は
か
ら
れ
、
運
動
は
実
現
に
向
け
て
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

そ
の
さ
い
の
関
係
有
力
者
は
、
同
四
年
七
月
二
日
に
成
立
し
た
浜
口
内
閣
の
文
部

大
置
で
大
阪
府
選
出
衆
議
院
議
員
の
問
中
隆
三
で
あ
り
、
間
七
月
五
日
に
大
阪
府

知
事
に
就
任
し
た
柴
問
答
一
一
一
郊
で
あ
る
。
柴
田
は
大
阪
府
内
務
部
長
と
し
て
の
経

燈
を
も
ち
、
府
立
施
設
の
国
立
移
管
の
先
例
と
し
て
府
立
大
阪
工
業
試
験
場
を
官

立
大
販
工
業
試
験
所
と
す
る
作
業
を
手
が
け
た
経
験
者
で
も
あ
っ
た
。

34 

柴
田
が
新
任
挨
拶
に
大
甑
医
大
を
訪
ね
た
と
き
、
楠
本
は
懸
案
で
あ
っ
た
よ
帝
大

設
政
計
阪
を
打
明
け
て
協
力
を
求
め
、
柴
聞
は
こ
れ
に
関
心
を
示
し
た
。
周
年
十

二
月
七
日
に
問
中
は
大
阪
医
大
を
説
察
す
る
が
、
こ
の
と
き
も
楠
本
は
大
阪
に
市

大
を
設
ほ
す
る
よ
う
説
い
た
。

こ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
感
触
を
も
と
に
、
樹
木
は
そ
の
前
後
の
同
年
十
二
月
十

四
日
、
地
元
財
界
の
有
力
者
以
山
幹
太
(
元
愛
知
県
知

、

:
:
7
1
j
f
;
L

-
八
一

ψし
〆

A
U
1コ
1
1
4
1
3
3
1
1

」
/
川
担
メ

I
K

ド

J
W
W
H
A
V有ノ

1
1

員
)
と
水
間
瀬
策
一
一
一
(
元
山
口
川
山
県
知
事
・
大
阪
府
内
務
部
長
、
安
治
川
土
地
役

員
〉
と
会
談
し
、
大
阪
に
帝
大
を
設
置
す
る
計
画
を
告
げ
、
賛
成
を
得
る
と
と
も

に
山
中
〈
現
に
向
け
て
の
協
力
を
と
り
つ
け
た
。
翌
十
五
日
に
坂
団
幹
大
は
柴
m

と
会

談
し
、
そ
の
決
断
を
促
が
し
て
い
る
。
十
六
日
に
は
楠
本
・
以

m
-

木
間
瀬
の
一
一
一

者
会
談
で
、
柴
閃
と
坂
閃
の
会
談
を
中
心
に
検
討
し
、
知
事
が
術
大
設
立
運
動
に

く
わ
わ
る
怠
向
の
あ
る
こ
と
を
縦
認
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
協
議
に
よ
っ
て
、
大

阪
府
知
事
と
大
阪
財
界
と
が
帝
大
設
立
述
動
に
お
い
て
楠
本
案
、

つ
ま
り
大
阪
民

大
一
の
官
立
移
官
と
制
収
学
部
創
設
に
よ
る
阪
・
出
の
学
部
か
ら
な
る
帝
大
を
大
阪
に

設
院
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
楠
木
等
の
慌
た
だ
し
い
動
き
は

大
阪
府
会
に
お
け
る
e
M
W
大
設
置
の

の
し
し
…
果
、
を
知
つ
て
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
建
議
案
に
一
刑
さ
れ
た
府
会
の
志
向
も
十
分
に
参
酌
し
な
が
ら
、
楠
木
等

の

の
も
と
に
述
動
の
脱
出
を
開
り
う
る
体
制
が
こ
こ
に
築
か
れ
た
と
み
て
よ

し、

樹
木
等
は
絞
い
て
、
大
阪
の
政
・
矧
界
か
ら
こ
の
運
動
に
対
し
て
統
一
し
た
援

山
ア
ゼ
得
る
た
め
、

月
十
一
日
に
大
阪
市
長
尚
一
を
は
じ
め
財
界
有
力
者

の
一
千
生
鋲
一
一
一
郎
、
小
倉
正
佼
、
片
制
安
、
訪
問
柳
松
一
郎
、
江
崎
政
誌
と
会
合
を
も
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っ
た
。
そ
こ
で
帝
大
設
立
の
急
務
を
説
い
て
援
助
を
求
め
、
賛
同
を
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
元
大
阪
に
お
け
る
準
備
工
作
に
一
段
務
を
附
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
直
後
の
同
年
…
月
十
八
日
に
楠
本
・
坂
田
・
水
間
瀬
が
西
培
を
同
伴
し
て

上
京
し
、
中
央
政
界
・
官
界
の
志
向
打
診
に
向
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
米
か

ら
こ
の
一
月
は
じ
め
に
か
け
て
大
阪
に
帝
大
を
誘
致
す
る
基
本
的
な
案
が
作
成
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

」
の
案
止
を
も
と
に
上
京
し
て
各
方
面
の
同
意
が

得
ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
。
楠
本
の
昭
和
五
年
四
月
よ
り
の
欧
米
出
援
は
、
こ
の
合

意
成
立
を
災
づ
け
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

大
阪
に
帝
大
を
設
院
す
る
中
心
課
題
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
理
学
部
の
創

設
に
占
の
っ
て
、そ
の
創
設
要
綱
は
関
係
当
局
の
内
意
を
う
け
、
大
阪
側
の
要
請
と

を
調
整
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
必
要
な
予
算
案

が
第
五
九
談
会
で
協
授
を
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
理
学
部
の
閥
抗
時
を
昭
和

八
年
度
、
開
設
学
科
を
数
学
・
物
理
・
化
学
の
一
一
一
学
科
と
し
、
講
座
数
を
一
回
と

し
た
。
必
要
な
建
物
・
設
備
な
ど
の
建
設
に
二
年
間
、
つ
ま
り
昭
和
六
・
七
年
度

を
あ
て
、
そ
の
用
地
と
し
て
大
阪
府
所
有
地
一
っ
こ
八
二
坪
お
よ
び
建
築
資
な
ど

創
設
に
か
か
る
技
用
二
一
一
六
万
円
、
完
成
後
三
カ
年
聞
の
経
常
費
ハ
年
額
一
一
一

O
万

円
〉
の
二
分
の
一
で
あ
る
四
五
万
円
を
国
賄
に
寄
附
す
る
こ
と
と
し
わ
。

こ
の
理
学
部
の
内
容
は
先
発
帝
大
の
理
学
部
と
比
較
し
た
と
き
、
学
科
講
成
に

お
い
て
字
街
科
学
、
地
球
科
学
、
地
質
学
、
生
物
学
な
ど
を
欠
い
た
、か
つ
て
ム
ぷ

大
理
工
科
大
学
の
創
設
に
さ
い
し
て
工
科
に
必
要
な
学
科
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の

と
同
じ
数
学
・
物
理
学
・
化
学
の

で
あ
っ
た
。
京
大
型
学
部
が
独
立
し
た

と
タ
マ
も
こ
の

で
あ
っ
た
が
、
大
正
九
J

十
一
年
に
宇
宙
物
理
学
科
、
地
球

物
理
学
科
、
動
物
学
科
、
線
物
学
科
、
地
質
学
鉱
物
学
科
を
増
註
し
て
八
学
科
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
数
学
・
物
別
収
学
・
化
学
の
三
学
科
は
涼
学
部
と
し
て
は

一
時
的
措
訟
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
閉
じ
こ
と
は
東
北
大
理
学
部
に
つ
い
て
も
い
え

る
こ
と
で
、
発
足
時
は
数
学
・
物
理
学
・
化
学
の
一
一
一
教
主
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な

く
生
物
学
・
地
質
学
十
日
生
物
学
・
岩
石
鉱
物
鉱
床
学
の
各
教
室
が
抑
役
さ
れ
、
大

正
十
一
年
に
は
六
教
室
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
東
北
大
胆
学
部
に
倣
っ
て
発
足
し

植
物
学
、
動
物
学
の
六
学
科
で
あ
っ
た
。

た
北
大
理
学
部
は
発
足
の
と
き
か
ら
数
学
、
物
川
崎
学
、
化
学
、
地
質
学
鉱
物
学
、

と
こ
ろ
が
、
阪
大
の
迎
学
部
で
は
産
業

技
術
の
研
究
・
開
発
の
た
め
の
基
礎
的
迎
学
の
研
究
と
い
う
、
大
阪
の
要
請
が
反

映
さ
れ
、
数
学
・
物
即
学
・
化
学
の
一
一
一
学
科
構
成
と
し
て
い
る
。
学
科
構
成
が
舘

か
に
一
ニ
学
科
で
あ
る
う
え
に
、
講
度
数
も
一
開
講
殴
(
完
成
時
〉
で
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
当
時
の
帝
大
限
学
部
の
な
か
で
は
最
小
の
規
肢
で
あ
る
。

設
段
さ
れ
る
恕
学
部
が
き
わ
め
て
小
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
創
設
費
や

大
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経
常
費
な
ど
諸
費
用
も
大
幅
に
削
減
で
き
た
。
先
例
と
し
て
参
考
に
し
た
北
大
政

学
部
と
比
べ
る
と
、
こ
の
点
は
き
わ
め
て
明
瞭
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ム
ハ

学
科
・
二
一
講
座
(
昭
和
七
年
度
完
成
時
)
の
北
大
理
学
部
は
、
そ
の
創
設
費
約

五
六
八
坪
、
建
物
は
鉄
筋

三
階
建
延
一
一
一
、
二
九
三
坪
、
そ
の
建
設
費
一
一
一
一
八
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

九
七
万
円
(
内
国
庫
支
出
九
七
万
円
)
、
敷
地
六
、

大
阪
の
理
学
部
は
講
座
数
・
創
設
費
で
お
よ
そ
七

O
M
mの
規
模
で
あ
る

つ
ぎ
に
、
帝
大
な
い
し
分
科
大
学
(
学
部
〉
の
創
設
に
さ
い
し
て
誘
致
し
た
地

一
万
負
担
の
状
況
を
先
発
の
帝
大
と
比
べ
て
み
よ
う
。
当
初
予
算
が
明
確
で
な
い
う

ぇ
、
建
設
途
上
で
の
変
吏
も
あ
っ
て
、
厳
密
な
比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
分
科

大
学
す
べ
て
の
創
設
授
が
ほ
ぼ
全
額
地
元
負
担
で
あ
っ
た
の
は
大
正
八
年
に
開
設

さ
れ
た
九
大
農
学
部
と
北
大
医
宇
部
で
、
前
者
は
一
一
二
五
万
円
、
後
者
は
一
七
九

万
丹
で
あ
っ
た
。
と
も
に
地
元
が
創
設
費
の
全
額
負
担
を
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

事
舗
の
詳
し
い
後
者
の
北
大
の
場
合
は
、
そ
の
後
の
計
附
変
四
人
で
結
果
的
に
は
創

設
貨
の
悶
O
M
mを
負
担
し
て
い
る
。

大
阪
の
帝
大
創
立
で
は
、
医
学
部
に
つ
い
て
は
大
抵
医
大
の
樹
立
移
管
で
あ
る

か
ら
、
創
設
授
は
全
額
地
元
負
犯
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
盟
学
部
も
創
設
貨
を
全

額
負
担
し
て
お
り
、

の
創
設
費
を
地
元
が
全
額
負
扱
し
た
こ
と
で

一
度
に

前
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
大
阪
医
大
の
土
地
・
建
物
が
約
九
六
六
万

、

0
0
0

万
円
を
越
え
る
地
元
負
担
は
従
米
の
例
に
比
べ
て
桁
違
い
に
巨
額
で
あ
る
。
ま
た
、

円
、
理
学
部
の
創
設
費
・
経
常
的
以
と
し
て
一
八
五
万
円
、
あ
わ
せ
て

医
学
部
は
病
院
収
入
で
経
常
で
き
る
の
で
国
防
支
出
が
必
要
で
な
い
し
、
新
設
の

理
学
部
に
つ
い
て
は
経
常
費
ま
で

部
負
担
す
る
と
い
う
条
件
を
提
供
し
た
こ
と

で
も
災
例
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
術
大
創
立
に
あ
た
っ
て
は
先
例
を
勘
案
し
な
が
ら
、

地
元
の
負
担
額
を
大
一
怖
に
向
上
げ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
例
を
み
な
い
多

36 

額
の
地
元
負
担
を
前
提
に
し
て
、
大
阪
は
帝
大
の
誘
致
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
一
月
十
八
日
か
ら
の
楠
本
等
に
よ
る
関
係
当
局
と
の
折
衝
の
あ
と
、

円
以
大
の
懸
案
事
項
は
惚
見
川
崎
化
学
研
究
所
か
ら
そ
の
設
立
基
金
提
供
者
扱
見
の
な

山
内
に
沿
っ
て
谷
川
附
金
を
仰
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
七
月
、
柴
聞
知
事
は
甑

'J  
O 

見
盟
化
学
研
究
所
盟
事
長
佐
多
愛
彦
に
協
力
を
求
め
た
。
開
催
さ
れ
た
同
研
究
所

協
議
員
会
は
こ
の
申
し
出
を
審
議
し
、
情
大
創
設
資
金
の
寄
聞
を
決
議
し
、
向
年

九
月
八
日
に
そ
の
旨
を
柴
間
知
事
に
伝
え
た
。

政
府
の
予
算
案
編
成
加
を
迎
え
、
帝
大
設
京
述
動
は
一
挙
に
活
発
化
さ
れ
た
。

担
当
の
文
部
符
と
の
折
衝
で
帝
大
誘
致
の
条
件
を
さ
ら
に
煮
詰
め
て
い
く
一
方
、

大
阪
の
府
・
市
の
関
係
者
と
財
界
を
統
合
し
、
述
動
の
推
進
を
は
か
る
た
め
に

「
綜
合
大
学
期
成
同
盟
会
」
を
組
織
し
た
。
こ
れ
に
政
行
し
、
関
係
諮
問
体
に
よ

る
常
大
設
院
を
求
め
る
決
議
や
陳
情
、
大
阪
選
出
小
川
・
衆
両
院
議
員
へ
の
働
き
か

け
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
述
動
は
効
を
炎
し
、
同
五
年
九
月

に
文
部
行

は
阪
大
設
主
計
耐
に
賀
成
し
た
。
そ
の
後
大
蔵
大
国
井
上
山
中
之
肪
に
対
す
る
観
情
、

そ
れ
に
同
大
間
の
米
阪
が
あ
っ
た
。
十
二
月
九
日
に
は
文
部
大
田
問
中
降
一
一
一
と
大

政
大
間
井
上
準
之
助
の
協
議
で
阪
大
創
設
を
内
定
し
、
こ
れ
を
う
け
て
十
二
月
十

九
日
の
定
例
閣
議
は
阪
大
設
院
の
件
を
決
定
し
た
。
以
降
、

一
定
の
手
順
を
経
て
、

3担

一
一
月
二
日
に
昭
和
六
年
度
追
加
予
算
案
に
阪
大
設
立
予
算
を
含
め
る
こ
と

か
-
決
め
た
。
一

五
日
、
こ
の
政
府
案
は
に
洲
会
中
の
第
五
九
帝
隠
議
会
衆
議
説

に
上
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
お
け
る
審
議
に
あ
っ
て
は
、
衆
議
院
は
終
日
勿
に
通
過
し
た
も
の
の
、

族
院
で
は
野
党
の
強
硬
な
反
対
で

時
は
符
決
さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、

政
月、l
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の
必
死
の
切
り
崩
し
で
、
会
期
延
長
の
末
に
よ
う
や
く
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
と
き

に
阪
大
部
虫
予
算
は
ポ
認
す
る
も
の
の
、

に
あ
た
っ
て
は
い
メ
政
謀
議
会
の

に
付
す
る
こ
と
と
い
う
付
市
決
議
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
丈
政
容
議
会
の
米
議
を

切
り
抜
け
て
答
山
中
を
得
た
の
が
四
月
十
四
日
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
阪
大
総
長
の
人

引
を
め
ぐ
っ
て
も
う
一
波
崎
が
あ
っ
て
、

1m 
J1 

一
一
日
に
長
間
半
太
郎
が

に
総
長
就
刊
を
承
認
し
た
。

そ
の
五
日
後
に
官
制
が
公
布
さ
れ
、

五
月
一
日
に
間

学
式
止
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
議
会
や
文
政
審
議
会
の
審
議
な
ど
の
検
討
は
省
く
が
、
佐
多
が
大
阪
に
総

合
大
学
設
問
れ
を
提
唱
し
て
か
ら
十
五
年
後
に
、
具
体
化
に
向
け
て
大
阪
医
大
の
経

九
日
を
改
め
、
負
担
金
の
北
品
川
柏
を
は
じ
め
て
か
ら
五
年
、
そ
し
て
大
級
に
お
け
る
灯

脳
者
の
合
意
を
絞
て
運
動
を
開
始
し
て
一
年
に
し
て
山
一
六
瓜
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

設
立
巡
動
は
周
到
な
準
備
に
よ
っ
て
、

し
か
も
大
奴
府
の
も
つ
山
は
か
な
財
源
に
助

け
ら
れ
て
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
さ
い
大
阪
に
併
大
、
そ
の
鍵
と
な
る

児
学
部
の
設
位
に
関
し
て
は
、
こ
の
運
動
の
過
程
で
柴
田
知
事
が
昭
和
五
年
九
月

ro 

十
五
日
に
文
部
大
限
等
に
提
出
し
た
上
市
議
が
当
時
の
見
解
を
集
約
し
、
簡
明
に

そ
の
な
味
を
説
明
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
工
業
都
市
大
阪
の
今
後
の
発
肢
の
た
め
に

レ
カ
似
抵
ヲ
府
ヒ
、

基
礎
ヲ
時
制
定
ス
ル
ハ
、
実
ニ
我
国
工
業
ノ
、
氷
遠
ノ
進
歩
ヲ

ス
ル
所
以
ナ
リ
ノ
。
間

シ
テ
工
業
進
歩
ノ
恨
抵
ハ
是
レ
ヲ
基
礎
的
純
正
出
化
学
ノ
カ
ニ
倹
タ
ザ
ル
ベ
カ
ラ

ザ
ル
ニ
米
ダ
其
ノ
機
関
ヲ
有
セ
ザ
ル
ハ
、
我
大
板
ノ
文
教
上
、

ノ
二
人
欠

陥
ナ
リ
」
と
、
大
阪
の
工
業
振
興
の
た
め
に
基
礎
的
科
学
の
研
究
・
教
育
施
設
を

不
可
欠
の
要
悶
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
念
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う

に
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
具
体
化
し
、
定
若
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
い
愉
大
の
創

設
と
結
び
つ
け
た
こ
と
に
尻
要
な
な
味
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
綜
合
大
学
と
し
て
応
用
科
学
の
段
や
と
ぷ
一
機
科
学
の
型
学
と
を
も
っ

こ
と
で
「
教
育
研
究
上
科
学
ノ
聯
絡
協
調
ヲ
期
セ
パ
、
互
ニ
ロ
股
歯
輪
車
ノ
関
係
ヲ

チ
、
愈
々
縫
々
各
其
ノ
機
能
ヲ
発
部
ス
ル
」
と
、
伝
統
的
な
主
援
に
沿
っ
て

民

-
m
二
学
部
の
俗
大
の
も
つ
妥
当
性
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
不
況
の
も
と

で
産
業
合
川
町
化
が
凶
山
本
の
技
大
の
施
策
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
舵
慰
し
た
う
え
で

「
挙
国
公
私
純
一
昨
ノ
緊
縦
士
山
附
調
ス
ル
秋
ナ
リ
ト
雌
モ
、
学
術
ノ
向
上
、
産
業
合

加
山
化
等
闘
力
ノ
充
実
ヲ
波
ス
ル
上
ニ
於
テ
、
ハ
必
レ
ガ
実
現
ノ
一
白
モ
速
カ
ナ
ラ
ン

コ
ト
ヲ

む
の
で
あ
っ
た
。
政
府
の
財
政
難
を
皿
山
に
し
た
国
家
施
設
の
緊
縮

と
は
逆
の
方
向
で
、
む
し
ろ
こ
の
合
加
化
の
た
め
に
法
施
科
学
を
軸
に
し
た
施
設

で
あ
る
帝
大
の
創
立
を
迫
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
教
政
策
の
転
換
を
要
請

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
要
求
を
民
く
た
め
の
運
動
の
結
果
と
し
て
の
阪
大

創
立
は
、
政
府
の
伝
統
的
な
文
教
政
策
の
舷
換
を
意
味
す
る
も
の
で
、
と
く
に
迎

学
部
の
設
問
は
そ
れ
を
示
す
典
型
例
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
こ
の
川
化
学
部
は
純

粋
に
理
学
を
孜
究
す
る
と
い
う
伝
統
的
枠
制
肌
み
か
ら
逸
脱
し
て
い
て
、
応
用
型
学

を
重
視
し
た
学
部
に
変
存
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
阪
大
も
ま
た
先
発
aザ
大
と
同

じ
総
時
に
属
す
る
実
用
主
義
の
常
大
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
阪
大
は
産
業
界
の
要
請
に
応
じ
て
、
そ
の
振
興
の
た
め
の
常
大
の

創
立
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
関
係
悶
体
も
決
議
や
棟
情
な
ど
で
、
こ
の
設
立
運
動
を

認
定
七
M
lレ
こ
0

4
7
1
1

ト

T

し
か
し
、
常
大
設
立
に
必
要
な
資
金
は
大
阪
医
大
と
大
阪
府
の
樹
立

金
、
そ
れ
に
邸
内
ん
限
化
学
研
究
所
か
ら
の
寄
聞
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
調
達
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、

企
業
や
産
業
間
体
か
ら
の
資
金
の
寄
附
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
付
一
一
泣
け
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

大阪帝国大学の形成37 
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2 

理
学
部
の
特
徴

阪
大
創
設
は
大
正
期
の
高
等
教
育
機
関
拡
充
政
策
の
実
施
に
お
い
て
放
医
さ
れ

て
い
た
理
学
部
の
設
立
が

で
あ
っ
た
。
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
一
つ
の
転

機
を
迎
え
た
産
業
界
が
そ
の
振
興
の
た
め
に
基
礎
的
科
学
の
研
究
を
重
視
し
、
要

請
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
産
業
振
興
の
根
抵
が
基
礎
的
純
正
科
学
に
あ
る
と
し
て

設
立
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

既
存
の
帝
大
理
学
部
は
応
用
諸
科
学
の
基
礎
と
し
て
諸
科
学
の
統
一
性
を
具
現

す
る
恭
礎
学
部
で
、
総
合
大
学
と
し
て
の
形
式
・
内
容
を
整
え
、
そ
の
突
を
挙
げ

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
構
成
学
科
も
数

学
、
物
理
学
、
宇
宙
物
恕
学
、
地
球
物
理
学
、
化
学
、
地
質
学
、
動
物
学
、
綴
物

学
な
ど
多
様
で
、
当
時
京
大
は
一
O
学
科
、
京
大
は
八
学
科
、
東
北
大
は
六
教
室
、

発
足
し
た
ば
か
り
の
北
大
も
六
学
科
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
伝
統
的
現
念
に
し
た
が

っ
て
創
立
さ
れ
、
自
然
の
全
領
域
を
対
象
に
し
て
数
多
く
の
学
科
を
揃
え
て
い
た

帝
大
理
学
部
に
対
し
、
阪
大
理
学
部
は
産
業
界
と
の
関
連
で
、
問
時
に
設
立
経
費

の
軽
減
の
た
め
も
あ
っ
て
数
学
・
物
理
学
・
化
学
の
三
学
科
し
か
設
置
し
な
か
っ

た
の
は
、
設
立
理
念
か
ら
当
然
の
措
践
と
い
え
た
。

庶
民
間
は
阪
大
設
立
に
円
十
く
か
ら
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
設
立
主
体
の
側
の

立
向
も
十
分
に
参
酌
し
て
大
学
の
骨
格
と
と
も
に
内
務
宏
院
内
体
化
さ
せ
て
い
く
が
、

そ
れ
は
新
設
の
理
学
部
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
前
設
過
程
を
間
組
し

て
、
大
学
の
特
色
は
「
教
授
研
究
の
特
色
で
あ
る
。
特
色
な
き
平
凡
の
教
授
は
歓

迎
さ
れ
な
い
。
大
学
も
ま
た
平
凡
化
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
長
問
自
身
の
恕

念
の
う
え
に
「
理
学
部
に
特
色
あ
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
:
:
:
理
工
の
陀
に
位
す

38 

る
敗
色
の
学
科
に
重
き
を
措
く
い
こ
と
が
創
立
当
時
の
精
神
に
迎
合
す
る
と
理
解

し
て
い
た
。
そ
し
て
「
理
工
共
通
の
研
究
に
従
事
す
る
学
選
を
担
勝
す
る
に
尽
力

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
考
」
し
て
い
た
。

ま
た
長
闘
は
教
授
選
考
に
あ
た
っ
て
研
究
重
視
の
姿
勢
を
示
し
た

ο

構
想
を
実

施
し
て
い
く
過
程
で
「
私
の
理
想
と
し
て
は
教
え
る
よ
り
も
研
究
す
る
と
い
っ
た

心
が
け
の
援
秀
な
人
達
」
を
教
授
陣
に
迎
え
、

迎
学
部
の
特
色
会
つ
く
り
た
い
と
、

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究

E
-視
の
姿
勢
は
理
研
の
活
動
や
学
振
の
設
立

で
、
さ
ら
に
産
業
界
が
独
創
的
研
究
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
学
問
介

で
支
配
的
な
風
潮
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
研
究
を
震
視
す
る
理
学
部
に

は
「
同
じ
こ
と
な
ら
若
い
候
補
者
の
方
を
鋭
先
的
に
選
べ
」
と
、
法
く
清
新
な
学

者
止
な
集
め
る
と
い
う
、
も
う
つ
の
選
考
基
準
を
も
設
け
て
い
た
。

最
初
に
手
が
け
た
人
事
は
、
物
理
学
科
と
化
学
科
の

の
選
任
で
あ
っ
た
。

ま
ず
内
諾
を
得
た
の
が
物
狸
学
科
主
任
の
八
木
秀
次
で
あ
る
。
当
時
東
北
大
工
学

部
教
授
の
八
木
は
、

工
学
者
と
し
て
「
模
倣
を
排
し
て
独
創
的
研
究
」
に
努

め
て
超
短
波
・
綴
超
短
波
の
研
究
で
顕
著
な
業
献
を
あ
げ
、
問
時
に
研
究
を
組
織

化
し
、
昭
和
十
年
に
東
北
大
付
属
電
気
通
信
研
究
所
が
設
註
さ
れ
る
説
礎
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
た
。
化
学
科
主
任
に
招
刑
判
さ
れ
た
の
は
東
北
大
理
学
部
の
真
島
利
行

で
あ
る
。
真
'
品
は
純
正
化
学
の
分
野
に
お
け
る
漆
の
研
究
に
く
わ
え
染
料
な
ど
の

応
用
分
野
で
も
数
多
く
の
業
績
を
あ
げ
、
東
北
大
理
学
部
長
の
ほ
か
北
大
理
学
部

創
設
に
あ
た
り
関
学
部
長
を
兼
務
し
、
東
京
工
大
の
化
学
科
の
整
備
に
あ
た
る
な

nu 

ど
、
日
本
を
代
表
す
る
化
学
者
で
あ
り
、
組
織
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人

事
は
、
治
時
の
東
北
大
に
お
け
る
泣
感
な
研
究
活
動
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
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ぅ
。
そ
し
て
産
業
と
抜
点
を
も
っ
最
先
端
科
学
の
研
究
で
実
績
を
も
ち
、
組
織
者

と
し
て
も
手
腕
の
あ
る
真
島
・
八
木
を
理
学
部
の
潟
主
任
に
据
え
る
こ
と
で
、

聞
は
当
初
の
構
想
を
ま
ず
具
体
化
さ
せ
て
い
る
。

理
学
部
の
主
要
教
授
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
談
礎
的
学
問
の
追
求
と
い
う
伝
統

的
な
理
念
に
基
づ
い
て
、

い
研
究
実
績
を
も
っ
人
た
ち
を
選
ん
で
い
る
。
一
長
岡

は
創
立
に
さ
い
し
て
の
婆
請
を
考
指
し
て
物
理
・
化
学
同
学
科
主
任
は
選
ん
だ
が
、

物
理
学
科
で
は
こ
の
よ
う
な
応
用
附
の
研
究
は
八
木
研
究
室
が
引
き
受
け
る
か
ら
、

菊
池
研
究
室
な
ど
に
は
純
粋
に
基
礎
研
究
に
打
ち
込
め
と
い
う
指
示
が
あ
っ

そ
し
て
菊
池
は
最
先
端
の
原
子
核
物

m
m学
の
分
野
に
つ
い
て
実
験
で
き
る
よ
う
な

基
礎
設
備
を
要
求
し
、

理
学
部
建
物
中
央
奨
の
地
階
と
一
階
を
ぶ
ち
抜
い

コ
ッ
グ
ク
ロ
フ
ト
型
高
電
圧
発
生
装
股
が
据
え
付
け
ら

庄
実
験
室
が
設
け
ら
れ
、

れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
教
授
候
補
者
は
八
木
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も

東
大
理
学
部
出
身
で
あ
り
、
長
岡
の
強
い
影
響
力
を
感
じ
さ
せ
る
人
選
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

化
学
科
に
関
し
て
は
真
'
M州
を
中
心
に
構
慰
さ
れ
た
が
、
東
大
教
授
柴
間
雄
次
も

創
設
準
備
委
員
と
し
て
参
加
し
、
人
選
を
進
め
て
い
っ
た
。
無
機
・
物
理
化
学
系

は
京
大
出
身
者
、
有
機
化
学
系
は
東
北
大
(
と
い
っ
て
も
真
島
研
究
室
)
出
身
者

と
い
っ
た
色
別
け
の
人
事
で
あ
る
。
数
学
科
で
は
京
大
の
潟
水
貞
治
が
創
設
準
備

委
員
と
な
り
、
東
大
出
身
者
を
も
っ
て
教
授
附
仰
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
以
上
の
よ
う

な
人
事
を
み
る
限
り
、
八
木
秀
次
、
が
工
学
部
出
身
で
あ
る
こ
と
な
除
い
て
は
、
他

は
す
べ
て
政
学
部
の
出
身
者
で
、
し
か
も
基
礎
的
理
論
の
研
究
者
で
あ
る
こ
と
で
、

理
学
部
の
も
つ
通
念
か
ら
は
み
だ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
理
学
部
出
身
者
が
阪
大
就
任
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
大
正
則
の
高
等
教
育
機
関
拡
張
政
策
で
理
学
部
の
拡
張
は
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
は
絞
ら
れ
て
い
た
し
、
学
部
と
し
て
の
新
設
は
な
く
、
ょ
う
や

く
昭
和
則
は
じ
め
に
北
大
理
学
部
が
設
院
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
少
な

く
な
い
教
長
候
補
者
が
研
究
機
関
か
ら
の
移
籍
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
理
研
か

ら
菊
池
正
士
、
小
竹
無
二
雄
、
仁
出
身
の
一
…
一
名
が
、
塩
見
理
化
学
研
究
所
か
ら
悶

谷
氏
治
、
浅
出
常
三
郎
、
千
谷
利
一
一
一
の
…
一
一
名
が
教
技
候
補
と
し
て
就
任
し
て
い
る

よ
う
に
、
帝
大
理
学
部
の
人
事
で
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
研
究
所
出
身
者
を
充
て
た
こ

と
は
な
か
っ
た
し
、
以
降
も
ま
た
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
く
に
理
研
は
、
所
長
大

河
内
正
敏
が
恕
学
部
創
設
準
備
委
員
で
あ
り
、
主
任
研
究
員
の
長
関
・
箕
島
が
人

の
頂
点
に
位
ほ
し
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
浅
間
・
千
谷
も
か
つ
て
理
研
に
在
籍

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
事

ιげ
弘
通
し
て
の

大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
も
あ
っ
て
、

理
研
は
大
学
教
授
の
養
成
な
い
し
ブ
!
ル
機
関
と
い
わ
れ
た

が
、
帝
大
理
学
部
の
弘
光
が
人
事
と
設
備
の
閣
で
低
迷
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し

て
の
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
阪
大
創
設
に
み
ら
れ
た
理
念
と
理

研
運
営
の
ぷ
本
方
針
の
類
似
性
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
帝
大
理
学
部
の
設
立
理
念

の
変
容
が
こ
の
よ
う
な
人
事
を
生
ん
だ
と
も
い
え
よ
う
。

理
学
部
と
し
て
数
学
・
物
現
学
・
化
学
の
一
一
一
学
科
を
設
段
し
た
こ
と
は
、
産
業

界
の
根
抵
を
設
一
う
た
め
の
「
基
礎
的
純
正
理
化
学
」
と
し
て
必
嬰
最
低
限
の
も
の

と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
な
い
し
不
満
は
早
く
か
ら
み
ら
れ
た
。

初
代
浬
学
部
長
の
真
島
利
行
は
昭
和
九
年
六
月

一
学
部
成
立
祝
賀

日
の
阪

式
並
理
学
部
落
成
式
に
お
い
て
、
そ
の
式
辞
の
最
後
で
今
後
の
拡
充
方
針
な
述
べ
、

理
学
部
と
し
て
学
科
の
増
設
を
ま
ず
強
調
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
本
学
部
ハ

米
ダ
数
学
科
、
物
理
学
科
及
ピ
化
学
科
ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
近
キ
将
来
少
グ

大阪市i過大学の形成39 
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一一一昭和20年現在一一一

学科(教室〉名 設低年

ノ|会物学1
ト大正11全!二

岩石鉱物鉱床学 j

地球物理学1
}昭和20年

地理学 J

数学

物買I! 学

化学

j也質学鉱物

純物

動物

数学1

物館学}昭和17 年

化学j

物J1!l学1

化 学}昭和14年

地学j

数 学昭和17年

数字1

物J1!l学 1
f n白羽 117年

化学|

生物ザ:)

昭和 5{ド

術大耳n学部の学科と設[長年

11 東北大

火

表 3

大sn 

大

大

戸
「
ロ
「

，
F白t
L

，

r
t

O

&

4

 '
 

λ
峰
守
白

A
仙
匂
τ
 

治
治
附
明
閃

m切切

、
1
l
l
!
i
、
〉r
4
1
1
』l
1
1
l
2ノ

学
学
学
学
品
川
々

バ
公1

2

一

n
u
e

寸
1学資

数
物
化
地

要
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
。

モ
地
質
学
、
動
物
学
、
鉱
物
学
及
ビ
秘
物
学
等
ノ
博
物
的
ノ
諸
学
科
ヲ
設
ク
ル
必

数学1

物 J!I! 学ト u月治30年

化学j

"Î~ 'rJヲ物迎学1
}大IE9 年

地球物理学J

動物学1
ト大正10年

純物学j

地質学鉱物学

火".1 ノJ 、

ル
コ
ト
ヲ
考
フ
ル
時
、

ノ
語
学
科
が
工
業
並
ニ
基
礎
低
学
ト
筏
接
ナ
ル
関
係
ア

一
一
進
ン
デ
此
ノ
欠
陥
ヲ
補
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
卜
自

)
 

明
ナ
ル
ベ
シ
い
と
、
述
べ
て
い
た
。

態
学
部
と
し
て
の
学
科
構
成
を
い
か
に
編
成
す
る
か
は
古
く
て
新
し
い
問
題
で

あ
る
。
京
大
創
設
に
さ
い
し
て
は
理
工
科
大
学
に
設
け
る
学
科
に
関
し
て
、
少
数

立
見
を
切
拾
て
「
博
物
一
一
属
ス
ル
諸
科
」
は
設
け
ず
、
こ
の
方
式
は
東
北
大
理
科 大

東北大

11: 1.米大天文学科はlJ1_学科として設位され，大ïE7均三改功、。

2. 米大物.1m主主H1:1: IJJJ 'Ih 34f!õに翌日論物Jm学と実験物J11l学の 2'学Fいこ分れるが，大阪

7 1['.統合。

3. );( j(の絞初の 3 0f:fH立.l'J!工科大学I時代の設的:で， .f!!l朴大。学JGh!.1立 JcIE3 王lóo
4. 米北;ミは救援11却で，切j治441ド地質学教窓が設ift され，大TEll年に地質学合当二
物やま文京とおお鉱物鉱床学教訟に分隊，改称。

出I~í.夫 I にj{，\げた千十大学:~による。

の
発
足
に
さ
い
し
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

40 

が
、
大
正
期
を
通
じ
て
の
大
学
拡
張
期
に
は
理
学
部

の
学
科
は
増
大
し
、
新
設
の
北
大
理
学
部
で
は
六
学

科
で
発
足
し
て
い
た

一
一
)
。
こ
の
北
大
迎
溜l

創
設
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
真
島
が
、

学
科
体

制
を
い
ち
早
く
批
判
し
た
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

同
時
に
、
創
立
運
動
に
さ
い
し
て
み
ら
れ
た
狭
い
視

野
に
立
つ
て
の
実
用
主
義
的
な
迎
学
部
に
対
す
る
理

念
の
修
正
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

長
岡
は
こ
の
一
…
一
学
部
成
立
祝
賀
式
並
理
学
部
活
成

式
に
先
だ
っ
て
病
気
を
理
由
に
阪
大
総
長
辞
住
を
中

し
で
て
お
り
、
六
月
七
日
の
一
一
一
学
部
の
臨
時
教
授
会

は
こ
れ
を
承
認
し
、
後
任
に
檎
本
長
一
一
一
郎
を
推
薦
し

た
。
正
式
の
辞
任
は
祝
賀
会
直
後
の
六
月
二
十
二
日

で
あ
る
。
一
一
共
同
の
辞
授
は
産
業
界
の
立
向
に
過
大
な

配
慮
を
払
っ
て
い
た
理
学
部
の
あ
り
方
に

つ
の
転

機
が
米
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
。

い
わ
ば
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の

回
帰
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
新
設
の
術
大
理
学
部
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
四
年
間

月
に
開
設
さ
れ
た
九
大
盟
学
部
は
、
阪
大
理
学
部
に
追
随
す
る
か
の
よ
う
に
、
応

用
爾
た
重
視
し
、
し
か
も
時
代
の
要
請
に
応
じ
る
た
め
に
そ
の
設
置
な
求
め
た
。

す
な
わ
ち
「
理
学
ハ
国
力
発
展
上
院
接
受
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
工
・
農
・
医
学
等

ノ
基
礎
学
科
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
、
す
べ
て
の
諸
学
科
が
軍
要
だ
が
、
「
長
期
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建
設
下
時
局
ノ
緊
迫
性
」
や
西
日
本
産
業
の
中
心
地
と
い
っ
た
大
学
の
位
授
か
ら

「
物
理
・
化
学
・
地
質
学
方
市
ノ
研
究
及
之
ガ
指
導
者
ノ
養
成
ハ
緊
要中
ノ
緊

ナ
ヲ
」
と
し
て
、
理
学
部
設
誌
の
な
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
設

股
が
許
可
さ
れ
た
の
は
物
理
学
・
化
学
・
地
学
の
一
一
一
学
科
で
、
講
座
数
も
一
一
と
、

き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
初
川
市
中
詰
は
生
物
・
数

学
・
物
理
学
・
化
学
・
地
学
の
五
学
科
二
五
講
座
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

科
・
講
肢
の
増
置
を
強
く
要
訪
し
、
そ
の
結
栄
昭
和
十
七
年
に
は
数
学
科
が
増
設

さ
れ
、
議
経
数
も
毎
年
増
加
し
て
昭
和
十
九
年
十
二
月
に
は
物
理
学
・
化
学
が
各

-11fJ，;fn201 r三現:(f-阪大 f'H 学部の議再ì'ま1< 4 
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学科名

数

六
議
陵
、
数
学
五
講
座
、
地
質
学
四
講
座
、

二
講
座
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
名
大
で
は
、
そ
の
設
立
段
階
か
ら
理
学
部
の

設
援
を
計
画
し
て
い
た
が
、
大
蔵
省
、
が
認
め
な
い
た
め
に
理
工
学
部
と
し
て
出
発

し
た
。
こ
の
理
学
部
の
独
立
は
昭
和
十
五
年
八
月
に
科
学
振
興
前
査
会
の
答
申
で

も
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

地
元
愛
知
県
は
数
学
・
物
理
学
・
化
学
の
学
科
か
ら

な
る
案
を
提
出
し
て
い
た
。
こ
の
産
業
界
を
志
向
し
て
基
礎
科
学
の
孜
究
を
掲
げ

る
姿
勢
は
、
名
大
総
長
渋
沢
元
治
が
医
・
農
両
学
部
の
基
礎
学
と
し
て
の
生
物
学

利
を
追
加
し
た
恕
学
部
案
を
提
出
し
、
修
正
し
た
。
斑
接
戦
力
に
資
す
る
こ
と
を

第
一
義
と
し
て
予
算
縮
小
を
主
張
す
る
大
蔵
省
と
の
交
渉
で
、
動
・
縞
物
各
ニ
講

名
と
い
う
最
少
強
度
の
も
の
で
あ
れ
、
間
学
科
を
も
っ
理
学
部

と
し
て
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
発
足
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
十
八
年
十
一
月

に
は
数
学
・
物
理
学
・
化
学
各
五
議
陵
、
純
物
学
、
動
物
学
各
二
講
座
、
合
計
一

九
講
践
に
ま
で
肱
大
し
て
い
る

G

阪
大
で
も
附
和
十
七
J

十
八
年
に
生
物
学
科
、
応
用
物
県
学
科
(
の
ち
に
改
称

し
て
物
性
学
科
)
地
質
鉱
物
学
科
の
増
設
を
山
中
諒
し
て
い
るQ

当
初
の
設
立
斑
念

を
軌
道
修
正
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
は
厳
し
く
、

そ
の
後

の
講
座
数
の
治
加
は
三
学
科
の
枠
の
な
か
で
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
(
表
四
)
。

応
用
理
学
的
色
彩
の
講
肢
と
し
て
、
物
班
学
科
に
は
八
木
秀
次
、
阿
部
金
治
郎
の

第
一
講
座
、
浅
間
常
三
郎
の

講
座
が

か
ら
あ
っ
た
が
、
化
学
で
は
こ
の

議
康
増
設
に
よ
っ
て
第
八
講
座
(
金
印
刷
化
学
)
と
第
九
講
座
(
震
合
化
学
〉
の
応

用
而
の
強
い

一
講
座
を
新
設
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
戦
後
に
工
学
部
に
移
さ
れ
て

い
る
。
恕
学
部
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
、
時
代
の
裂
誌
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
あ
い
だ

の
動
拐
を
M
m附
み
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
先
発
情
大
と
の
学
科

:klQえ市1í4ゴ、d手のÆ長))立41 
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や
品
販
の
主
防
法
が
間
わ
れ
る
後
発
の
悩
み
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。

3 

理
学
部
と
研
究
奨
励
機
関

大
阪
の
産
業
界
は
創
玄
が
予
定
さ
れ
て
い
る
阪
大
に
地
元
の
安
誌
に
応
じ
た
研

究
活
動
を
郎
待
し
、
そ
の
た
め
の
研
究
助
成
を
考
慮
し
て
い
た
。
こ
の
施
設
は
の

ち
に
設
立
さ
れ
る
産
業
科
学
研
究
協
会
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
円
十
く
各
級
の
研
究

奨
励
機
関
が
大
阪
に
は
存
在
し
て
い
た
。

当
時
も
っ
と
も
代
表
的
な
研
究
奨
励
機
関
は
日
本
学
術
振
興
協
会
ハ
学
振
)
で

あ
る
。
文
部
省
や
商
工
省
が
交
付
し
て
い
た
奨
励
金
に
比
べ
て
桁
違
い
に

研
究
費
な
支
給
し
た
ほ
か
、
若
い
研
究
者
の
育
成
や
共
問
研
究
の
捉
進
な
ど
で
、

学
問
介
の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
文
郎
省
は
昭
和
十
四
年
度
か
ら
は

科
学
研
究
政
交
付
金
を
創
設
し
、
い
ち
だ
ん
と
議
寓
な
研
究
践
を
提
供
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
(
表
五
)
。

国
家
に
よ
る
研
究
費
の
支
給
が
制
度
的
に
整
え
ら
れ
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、

民
間
に
お
け
る
研
究
奨
励
機
関
の
設
陵
も
み
ら
れ
た
。
な
か
で
も
東
北
大
に
多
く

の
援
助
を
あ
た
え
、
成
果
を
収
め
て
い
た
斎
藤
報
恩
会
(
大
正
十
二
年
設
立
)
は

著
名
で
あ
る
。
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
阪
大
理
・
工
何
学
部
に
多
く
の
援
助
を
あ

た
え
る
よ
う
に
な
る
谷
口
工
業
奨
励
会
も
こ
の
昭
和
四
年
に
発
足
し
て
い
る
。

ま
た
大
阪
医
科
大
学
時
代
に
も
岡
大
学
管
理
の
も
と
に
研
究
奨
励
機
関
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
寄
付
さ
れ
た
基
金
を
も
と
に
、
そ
の
う
ち
の
創
業
資
金

で
研
究
施
設
を
建
設
し
、
残
り
の
維
持
資
金
の
利
息
で
も
っ
て
研
究
肪
成
を
行
う

も
の
で
、
大
学
教
授
に
研
究
施
設
と
そ
の
研
究
政
を
提
供
し
た
り
、
専
任
の
研
究

者
を
段
い
て
研
究
を
行
う
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
臨
見
恕
化

42 

学
研
究
所
は
、
阪
大
設
立
前
の
一
時
期
は
研
究
所
を
建
設
し
、
大
阪
法
大
教
授
の

兼
務
者
や
専
任
の
研
究
員
を
絞
い
て
研
究
し
て
い
た
こ
と
で
、

d
o
 

類
似
し
た
機
関
で
あ
っ
た
。

理
研
に
き
わ
め
て

当
時
に
お
け
る
研
究
奨
励
機
関
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
防
火
附
は
昭
和
九
年

六
月
の
阪
大
三
学
部
成
立
逆
理
学
部
務
成
祝
賀
式
に
お
い
て
、
大
阪
の
政
財
界
有

の力
で者
あを
る 19)T�J 

の

の
研
究
を
開
力
伎
を
も
っ
て
助
成
す
る
機
関
の
設
殺
を
求
め
た

を
充
足
す
る
も
の
は
大
阪
産
業
界
が
昭
和
十

ら
川
間

始
す
る
大
阪
産
業
科
学
研
究
所
設
置
運
動
の
な
か
か
ら
生
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
だ

っ
て
誕
生
し
た
ば
か
り
の
谷
口
工
業
奨
励
会
が
阪
大
理

こ
多

E

コ
汗

t
F
3
J
4
f
6
7
f
v
 

究
掛
か
}
捷
供
す
る
の
で
あ
っ
た
。

谷
口
工
業
奨
励
会
は
昭
和
問
年
十
月
、
大
阪
合
同
紡
結
社
長
谷
旦
閉
山
政
の
逃
志

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
研
究
奨
励
機
関
で
、

そ
の
事
業
目
的
は
「
工
業
一
一
関
ス
ル
研

究
ヲ
奨
メ
、
其
ノ
発
達
一
一
資
ス
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
基
金
は
一O
O
万
円
で

あ
っ
た
。
そ
の
事
業
目
的
は

に
関
す
る
研
究
の
奨
励
助
成
に
限
ら
れ
て
い
た

が
、
広
く
基
礎
科
学
に
ま
で
助
成
対
象
を
弘
大
し
、
そ
の
所
在
が
大
阪
で
あ
っ
た

た
め
か
、
西
日
本
所
従
の
大
学
を
中
心
に
研
究
助
成
を
行
っ
た
。

谷
口
工
業
奨
励
会
は
発
足
の
強
昭
和
五
年
、

理
研
に
対
し
て
基
金
の
寄
附
お
よ

び
問
所
で
お
っ
て
い
た
原
油
の
製
油
・
分
解
に
対
し
て
研
究
助
成
の
た
め
に
奨
励

金
を
交
付
し
た
。
昭
和
六
、
七
年
に
は
奨
励
金
交
付
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
八

年
か
ら
活
発
に
事
業
を
ね
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
度
に
は
八
木
秀
次
(
阪
大
〉

に
対
す
る
都
市
騒
音
の
研
究
防
成
や
何
本
組
合
問
州
大
〉
に
対
す
る
電
気
熔
接
の
研

究
委
託
な
ど
八
件
に
奨
励
金
二
八
、

五
O
O
門
を
交
付
し
て
い
る
。
翌
九
年
度
に
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炎 5 研究 fíli 助金の挽移 単位 1 ， 000円

年!交
やゴコ!史 文 部 省 学録商工 *ì 谷議奨/..;;;.口工業金会山

研(究交付補額助〉金 費利切(予削b7鮫励〉 交科学研付究費金 究科学技試術i験幼研金 附し!N 捌(予奨算額励2〉5 協
i切手n 5 年度 43 97 62 9 

6 41 73 53 

43 73 73 

8 56 73 513 93 29 

9 51 73 676 103 38 

10 45 73 679 113 34 

11 44 73 727 123 92 

12 43 73 891 138 78 

13 44 73 1, 325 125 47 

14 46 73 3, 000 1, 580 149 51 

15 46 73 3, 000 1, 993 143 40 

16 49 150 5, 000 2, 537 119 61 

17 56 200 5, 000 2, 656 71 

18 62 200 5, 700 2, 483 68 

19 40 200 18, 700 3, 001 56 

20 45 200 18, 700 2, 700 2, 583 344 24 

H,- "j':JJ1<研究伎は， 1I{{:f1118年!足以降は支出研究代。
11¥I'I�--rFI 本合主ーと院80{"F-:と資料~， 283~285災。

nl学技術;j;U !ít Ý~ ， f'I'Jさ幻f'jG~'i資料お ，n ， 8 f(。
ni)f究 1~ r. I U. 180叉折込むííl3 J<。
n!~HWミ人谷!二IT5fÆi足励会変位ふ 17~30f(。

表 6 IÞJ'Iヨi法人谷 1=1 [業奨励会による主要研究奨励 'J千項(l1i'3:f11 8 ~20年度〉

氏名 (所属〉 砂F 究 E震 奨励金支出年度一 奨励金(総計〉

八木秀次〈阪大〉者I~ fIî騒音のliJl究幼成 IIi'3和 8 ~10年度 35 ， 000円

!判ヌド 赴 (J;T大) Ht気際援の研究委託 8~9， 11 26, 400 

15多 i涼逸 (J;L二三〉 繊維素工業原料に関する基本IY~研究委託 11~13， 15~19 20, 000 

沢~Hî日太郎 (京大) !!lf<アルカリイil\!j 子に1M]する研究委託 11~13 22 , 000 

菊池 iJうこと (阪大〉 以来の人工転換にi対する研究幼iJX; 11~12 80, 000 

八木秀次j
|判部金治郎 (阪火〉 屯淡の応用に!刻する共同研!究 12~14 15, 000 

J本日IT!t:H

タj抗)l íl二二iコ (阪大〉 サイクロトロン iこよる j以来の人工転換の実験研

究助成 12~13 10, 000 

仁111 ヲi} (阪大〉 結品化学の掠磁波にその比，;Jcllに関するIl)J成 13~15 10, 500 

|潟水 �]; (京大〉 ジュラノレミンその他特殊会金1授の熔接にW，Jする

研究委託 14~15 20, 600 

子i;j;[l] 栄治 (1波大) ~忍電子顕微鋭の製作とその応用に対する研究 16 13, 490 

林植月 ìlll !t:1陥i.1j ト〈阪大〕 特殊電子管の製作とその新応用に|潟する研究 16~18 17, 000 

ぬlffi :[と娩 OKk) 繊維研究j刊の泡二子顕微鋭の製作 17~18 23, 500 

荒!協文策 (京大〉 サイクロトロンの研究 16~18 60, 000 

Ji~託12 正τl二 (1波大〉 人工放射性原子〈人工ラジウム〉の製造並性能

に関する研究 17~18 20, 000 

総久保英一 〈奴大) lixJ:?l問燃料の製造研究 19 10, 000 

出所- Wl1t1'llj公人谷口工業焚励会J};Ii'f，U， 17~30Y~。

43 大日!と{(，'\íi]大学の形成
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員ナトJj法人従 11 工業奨励会による機関ごとの助

成委託{LI:数および支給綴

JU 

389, 3831'1 (55.7%) 

209 , 500 (30.0) 

41 , 771 (6 , 0) 

26, 300 (3, 8) 

31 , 520 (4.5) 

(100%) 6, 127 

n 1. WJ成2Z'， H:;!'i'数および支給彼!のなかに l立法金や総 j.~"I'(の;支給も合

む。

2. その fむにはJHUjJf，大!知 líit: 仁川， �l)'F ・浜{公・余沢の?十Ifil 仁な

どをで:む。

1I¥19�. }ミ 6 Iこ 1，司じ。

平均 1 iti:当
り支給額

6, 084ICJ 

17 , 458 

1, 989 

4, 383 

2, 865 

698, 474 (100.0%) よ為,-, 

は
前
年
皮
か
ら
の
継
続
の
も
の
四
件
に
く
わ
え
、
小
竹
無
二
雌
(
阪
大
〉
に
対
す

〈織rN:比〉支給額件数 C('\I'INJD

64件 (56. 1%) 

12 (10.5) 

(18.4 ) 

( 5.3 ) 

( 9.6 ) 

機l)iiJ名

奴大

;j( ブミ

ゴL 大

名大

その他 11 

~I" 114 

る
コ
ー
ル
タ
ー
ル
の
高
沸
点
成
分
の
工
業
的
分
離
法
並
に
分
離
成
分
の
利
用
法
の

21 

6 

研
究
な
ど
七
件
の
新
規
の
テ
!
?
に
対
し
て
、
合
計
三
七
、

を
交
付
し
て
い
る
。

七
三
O
円
の
奨
励
金

昭
和
十
年
度
に
な
る
と
、
仰
腕
統
と
新
規
を
あ
わ
せ
、
赤
期
間
部
(
阪
大
)
の
鶴

の
製
粉
糖
化
酵
素
タ
カ
ア
ミ
ラ
i

ゼ
の
分
離
精
製
に
闘
す
る
研
究
や
小
間
一

男

(
九
大
)
の
電
磁
誘
導
犬
探
鉱
法
に
関
す
る
研
究
な
ど
一
五
件
に
奨
励
金
を
交

付
し
た
。
以
降
、
昭
和
十
九
年
度
ま
で
毎
年
度
十
数
件
の
研
究
項
目
に
対
し
て
奨

励
金
を
交
付
し
つ
づ
け
て
い
る
。
交
付
額
は
イ
ン
フ
レ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
遂
次

地
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
研
究
事
項
の
一
項
目
に
対
し
て

44 

一
万
円
以
上
の
奨
励
金
を
交
付
し
た
も
の
は
、
表
六
の
よ
う
に
一
五
項
目
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

一
研
究
項
目
に
対
し
て
多
額
の
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
は
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
関
係
で
、
菊
池
正
土
に
八
万
円
、
荒
勝
文
策
に
六
万
円
が
そ
れ
ぞ

れ
交
付
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
菊
池
は
そ
の
後
も
二
回
に
わ
た
り
、
合
せ
て
一
一

万
円
の
交
付
を
受
け
て
い
る
。
研
究
事
項
が
兵
な
っ
て
い
た
が
、
二
回
以
上
に
わ

た
り
多
額
の
奨
励
金
を
う
け
た
の
は
、
先
の
菊
池
正
士
の
一
一
万
円
に
つ
づ
い
て
、

阿
木
札
口
の
四
七
、0
0
0
円
で
あ
る
。
表
に
は
で
て
こ
な
い
が
、
小
竹
無
ニ
雄

(
阪
大
)
は
二
聞
に
わ
た
り
合
計
二
一
一
、五
O
O
円
を
交
付
さ
れ
て
い
る
し
、
坂

u
m
m
 

(
名
大
)
も
共
伺
研
究
を
含
め
て
二
問
、
合
計
一
O

、

八
O
O
門
の
交
付

を
受
け
て
い
る
。

谷
口
工
業
奨
励
会
の
奨
励
金
交
付
は
附
代
の
安
訟
を
背
景
に
し
た
工
業
化
試
験

な
い
し
開
発
研
究
が
主
な
対
象
で
あ
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
純
粋
に
学
問
的

な
研
究
に
も
多
額
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
非
実
験
分
野
に
も
多
く

の
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
て
、
湯
川
秀
樹
(
京
大
)
に
七
、

五
O
O
門
の
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
ろ
う
。

多
方
而
に
わ
た
っ
て
事
業
を
展
開
し
た
谷
口
工
業
奨
励
会
が
支
出
し
た
研
究
項

日
と
奨
励
金
に
つ
い
て
、

そ
の
交
付
し
た
大
学
や
高
等
工
業
学
校
な
ど
、
機
関
別

に
み
た
と
き
、
問
日
本
地
区
の
大
学
が
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
阪
大
に
閲
し
て
は
、
昭
和
五

J

二
十
年
間
の
奨
励
金
交
付
件
数
一
一
四

件
(
同
じ
題
れ
の
も
の
は
継
続
を

λ含
め
て
一
一
件
と
し
て
〉
の
う
ち
で
六
四
件
ハ
五

六
M
m
)、
奨
励
金
支
出
総
額
約
七

O
万
円
の
う
ち
約
三
九
万
円
(
五
六
労
〉
と
、

と
も
に
半
ば
以
上
で
あ
一
っ
た
。つ
づ
い
て
、
件
数
で
は
九
大
、
京
大
、
名
大
で
、

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



金
額
で
は
京
大
、
九
大
、
名
大
の
暇
で
あ
っ
て
、

が
大
き
か
っ
た
(
表
七
〉
。

と
く
に
京
大
は
一
件
当
り
金
額

阪
大
理
学
部
に
つ
い
て
み
る
と
、
物
理
学
科
で
は
八
木
秀
次
、
菊
池
正
士
お
よ

堀
四
郎
、

び
八
木
・
岡
部
金
治
郎
・
林
龍
雄
、
化
学
科
で
は
真
島
内
下
の
小
竹
無
二
雄
と
赤

品
川
谷
静
夫
と
、

そ
れ
に
仁
明
男
と
渡
辺
得
之
助
、
数
学
科
の

と
、
そ
の

谷
口
工
業
奨
励
会
か
ら
奨
励
金
を
得
た
教
官
は
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
比
べ
る

-

]

L

 

利
引
M
m仏4
μ

に
闘
す
る
研
究
の
奨
励
を
主
体
と
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
工
学
部
の
教
官
の
数
は
多
く
、
そ
の
人
数
は

四
O
名
を
越
え
、
件
数
は
四
六
件
に
及
ん
で
い
た
。

財団法人繊維科学研究所得約者・治'附念…覧

-lli3'HJ1 6年 2 月:gUE-

ま'< 8 

金額

30, 000[IJ 

74, 502 

17, 298 

200 

50, 000 

50, 000 

15, 000 

10, 000 

100, 000 

30, 000 

10, 000 

44, 500 

431 , 500 

|プi

;!jç 本財産

'J;: 業資会

i京i iD購入汀j途指定

、JP良資金

建物新常~~

東洋j功績奨学資金

事業資金

事業資金

主主主資金

事業資金

事業資金

研究tllì助~

J゚i 

桑凶十tri 王子
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A一
一
円

ノ、
n 

阪
大
理
学
部
に
於
け
る
研
究
活
動
を
援
助
し
た
も
う
一
つ
の
機
関
と
し
て
、
取

見
理
化
学
研
究
所
も
無
視
で
き
な
い
。
阪
大
設
立
に
あ
た
っ
て
取
見
理
化
学
研
究

所
は
基
金
か
ら
四
O
万
円
を
割
い
て
寄
付
し
、

そ
の
実
現
に
重
要
な
武
献
を
行
つ

た
も
の
の
、
設
立
さ
れ
る
理
学
部
と
梅
見
迎
化
学
研
究
所
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

は
総
長
長
間
半
太
郎
と
理
事
長
佐
多
愛
彦
と
の
見
解
は
喰
速
い
、
理
学
部
長
真
'
品

利
行
と
研
究
所
長
小
倉
金
之
助
と
の
交
渉
で
、
授
業
開
始
前
の
昭
和
八
年
に
ょ
う

ゃ
く
結
涯
が
つ
い
て
い
る

Q

そ
の
結
果
、
塩
見
理
化
学
研
究
所
は
阪
大
に
移
っ
て

い
っ
た
小
倉
金
之
助
、
同
谷
民
治
、
浅
出
常
三
郎
、
千
谷
利
…
こ
を
研
究
員
に
し
、

残
っ
た
五
O
万
円
を
維
持
資
金
と
し
て
、
研
究
所
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

研
究
員
と
し
て
は
昭
和
九
年
に
附
谷
氏
治
が
静
保
し
、

八
木
秀
次
が
就
任
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
し
て
阪
大
教
授
で
塩
見
理
化
学
研
究
所
々
負
の
籍
を
も
つ
も
の
は
、

研
究
所
の
施
設
を
利
用
す
る
と
と
も
に
維
持
資
金
か
ら
の
科
息
に
よ
っ
て
研
究
技

が
支
給
さ
れ
、
研
究
活
動
が
援
曲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
状
況
の
変
化
の

な
か
で
、
維
持
資
金
の
利
子
の
み
で
は
事
業
活
動
止
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
。
昭
和
十

一
一
月
、
小
倉
は
研
究
所
の
縮
小
を
提
案
し
、
同
月
末
に

降
職
し
た
。
風
見
理
化
学
研
究
所
は
、

ま
ず
数
学
部
会
}
廃
止
し
、
つ
い
で
物
理
部

を
縮
小
し
、
化
学
部
の
み
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
昭
和
十
七
年
四
月

八
木
が
東
京
工
大
学
長
に
就
任
し
、
研
究
員
な
辞
職
し
た
が
、
こ
れ
を
補
充
せ
ず
、

こ
の
年
化
学
部
研
究
員
に
叛
大
助
教
授
小
泉
正
夫
を
附
加
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
二

月
佐
多
直
康
は
阪
大
教
授
と
な
り
、
同
時
に
研
究
所
長
に
就
任
し
て
い
る
。

同
様
な
役
割
を
恕
学
部
に
対
し
て
出
じ
た
の
は
財
閥
法
人
繊
維
科
学
研
究
所
で

ぅ
“

あ
る
。
こ
の
研
究
所
の
発
端
は
昭
和
十
年
、
日
本
ス
ピ
ン
ド
ル
製
作
所
の
創
立
者

大|以子D' ll、i大学の形成45 
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桑
田
権
一
千
が
問
所
の
創
立
十
五
周
年
を
記
念
し
、
坂
大
に
繊
維
科
学
の
基
礎
的
研

究
施
設
を
提
供
す
る
た
め
に
基
金
の
寄
附
を
申
し
で
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
う

け
て
、
理
学
部
長
八
木
秀
次
は
呉
佑
台
を
主
任
に
し
た
具
体
案
を
作
成
し
、
間
十

年
十
月
一
日
に
識
経
研
究
所
は
桑
同
の
提
供
し
た
寄
附
を
も
と
に
発
足
し
た
。

資
金
に
は
桑
田
の
寄
附
の
一
部
ほ
か
、
寺
出
合
名
、
伊
藤
万
、
王
子
製
紙
な
ど

か
ら
得
た
寄
附
金
を
充
て
た
(
表
八
)
。
東
洋
紡
績
は
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
研
究
所
の
建
物
新
営
抜
去
万
円
と
奨
学
金
五
万
円
を
指
定
寄
鮒
し
、
前

者
に
よ
っ
て
理
学
部
建
物
中
央
翼
を
怒
長
し
、
研
究
室
・

-
会
議
室
な
ど

延
一
一
五
七
坪
が
増
築
さ
れ
、
翌
十
一
年
十
二
月
に
竣
工
を
み
た
。

繊
維
科
学
研
究
所
は
、
発
足
の
年
に
旧
民
祐
吉
の
ほ
か
久
保
輝
一
郎
、

男

二
、
翌
年
に
は
谷
久
也
、
柏
木
二
郎
、
小
寺
明
等
が
研
究
員
に
就
任
し
て
い
る
。

一
部
は
阪
大
教
官
で
あ
っ
た
が
、
一
部
は
無
給
の
講
師
、
副
手
、
研
究
補
助
者
と

い
う
不
安
定
な
身
分
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
寄
附
金
を
も
と
に
し
た

法
人
経
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
他
方
、
理
学
部
に
高
分
子
化
学
の
講
肢
(
化
学

第
六
講
座
〉
が
発
足
す
る
の
は
昭
和
十
五
年
十

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

大
学
に
お
け
る
高
分
子
化
学
の
研
究
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
る
と
、
繊
維
科
学

研
究
所
は
こ
の
講
座
を
中
心
に
し
た
研
究
を
助
成
す
る
機
関
へ
と
、

研
究
所
は
こ
の
化
学
第
六
議
践
を
生
む
母
体
で
あ
り
、

つ
ま
り
繊
維

そ
の
発
足
後
は
そ
れ
の
助

成
機
関
へ
と
転
化
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
繊
維
科
学
研
究
所
は
研
究
助
成
に
発
足
当
初
は
約
年
間
一
一
万
円
、
昭
和
十

一
一
一
年
か
ら
は
一
二
万
円
、
昭
和
十
五
年
か
ら
は
四
万
円
と
、

そ
の
支
出
額
を
増
額
し

て
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
繊
維
研
究
所
の
研
究
員
を
僅
か
一
講
座
で
も
っ
て
吸

収
で
き
る
わ
け
で
な
く
、
多
く
の
研
究
員
は
不
安
定
の
身
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
呉
が
昭
和
十
六
年
七
月
か
ら
十
八
年
末
に
か
け
て
陸
銀
航
空
隊
に
召
集
さ

46 

れ
た
こ
と
、
研
究
員
の
召
集
が
続
い
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
に
戦
争
の
進
展
に
と
も

な
う
研
究
対
象
の
激
し
い
変
遷
も
あ
っ
て
、
第
六
前
肢
と
繊
維
科
学
研
究
所
の
研

守
党
活
動
を
山
間
折
あ
る
も
の
と
し
た
。

先
の
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
卒
業
と
い
い
、
こ
の
繊
維
科
学
研
究
所
の
活
動
と

い
い
、
こ
の
よ
う
な
財
団
法
人
の
研
究
奨
励
機
関
は
激
動
期
に
お
い
て
は
、
そ
の

経
済
的
基
盤
が
お
び
や
か
さ
れ
、
人
間
関
係
を
含
め
て
運
営
が
き
わ
め
て
悶
難
に

な
る
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
十

一
月
に
阪
大
内
に
事
務
所
を
置
い
て
発
足
し
た

日
本
学
術
振
興
会
附
属
災
害
科
学
研
究
所
の
活
動
の
民
間
に
つ
い
て
も
、
同
様
の

現
象
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
期
に
な
る
と
研
究
奨
励
機
関
は
そ
の

機
能
を
著
し
く
削
減
さ
れ
る
も
の
の
、
設
立
の
と
き
か
ら
産
業
界
と
の
研
究
協
力

を
掲
げ
て
い
た
阪
大
政
学
部
は
、
産
業
界
や
関
連
す
る
財
団
か
ら
多
額
の
研
究
目

の
助
成
を
う
け
、
き
わ
め
て
盟
店
な
資
金
で
研
究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
的

ψ

代
の
趨
勢
を
先
取
り
し
て
い
た
と
い
え
る
。

産
業
科
学
研
究
所

l 

設
立
運
動
と
背
景

産
業
界
が
設
立
を
み
た
阪
大
に
求
め
た
の
は
創
造
的
な
研
究
で
も
っ
て
業
界
に

寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
大
学
が
求
め
た
の
は
産
業
か
ら
の
研
究
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助
成
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
阪
大
理
・
工
学
部
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
な
か

で
、
両
者
は
設
立
時
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
具
体
化
に
の
り
だ
す
の
で
あ
っ

た

当
時
の
産
業
界
に
と
っ
て
は
、
織
維
産
業
の
い
っ
そ
う
の
近
代
化
や
震
化
学
工

業
と
精
密
機
誠

の
振
興
が
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
昭
和
十

の
二
・
ニ
六

事
件
を
契
機
に
し
て
「
棋
戦
時
体
制
い
の
構
築
が
叫
ば
れ
、
い
っ
そ
う
街
駆
的
な

産
業
政
策
が
採
用
さ
れ
、
そ
こ
で
は
重
化
学
工
業
の
建
設
が
最
新
技
術
の
採
用
を

含
め
て
山
中
〈
絡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
問
時
に
間
際
情
勢
の
い
っ
そ

う
の
緊
迫
を
背
景
に
し
て
の
措
註
で
も
あ
る
。

111':{ 

来日

一
月
、
大
阪
工
業
会
で
は
こ
の
よ
う
な
措
況
を
勘
案
し
て
、
有
志

の
提
唱
に
よ
っ
て
外
郭
団
体
と
し
て
政
治
経
済
研
究
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
設

立
趣
旨
は
「
我
国
内
外
ノ
情
勢
一
一
照
シ
、
政
治
ト
経
済
ノ
緊
密
化
ヲ
鴎
ル
コ
ト
ハ

刻
一F

ノ
最
大
急
務
ナ
リ
。
:
:
:
宜
シ
ク
旧
表
ヲ
脱
シ
、
非
常
時
日
本
ノ
政
治
ト
経

一
昨
ノ
相
聯
関
セ
ル
諸
問
題
ニ
対
シ
真
教
ナ
ル
調
査
研
究
ヲ
ナ
シ
、
以
テ
各
般
ノ
綜

合
国
策
決
定
ノ
上
ユ
万
遺
漏
ナ
カ
ラ
シ
ム
ベ
キ
ナ
リ
」
と
、
自
ら
を
非
常
時
の
政

策
立
案
団
体
だ
と
規
定
し
た
。
そ
し
て

ノ
進
日
間
ニ
ス
ル
為
メ
、
政
治
ト

経
済
ノ
緊
街
化
ヲ
欝
リ
、
産
業
経
済
一
一
関
係
ア
ル
政
治
上
ノ
諮
問
題
ヲ
調
査
研
究

ス
ル
い
こ
と
を
事
業
目
的
と
し
た
。
そ
の
二
県
内
と
し
て
科
学
技
術
研
究
機
関
の

問
題
が
指
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

発
足
直
後
の
伺
十
一

月
、
政
治
経
済
研
究
会
は
日
本
工
業
の
中
枢
大
絞
の

要
望
を
充
た
す
理
工
学
の
研
究
機
関
を
設
置
す
る
必
要
を
提
唱
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
時
代
が

つ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
理
解
し
、
阪
大
設
立
運
動
の
さ
い

に
産
業
界
が
提
示
し
て
い
た
要
望
、
つ
ま
り
産
業
振
興
の
根
抵
と
し
て
科
学
研
究

を
促
進
す
る
体
制
を
具
体
的
に
つ
く
り
あ
げ
る
好
機
だ
と
、
考
え
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
こ
の
頃
阪
大
の
総
長
楠
本
長
三
郎
や
理
学
部
長
十
回
円
高
利
行
等
許
脳
は
住

友
総
本
社
盟
事
小
倉
正
佼
、
伊
藤
忠
商
事
社
長
伊
藤
忠
兵
衛
等
と
接
触
し
、
産
業

界
の
要
請
に
応
じ
た
研
究
機
関
の
設
授
が
話
し
あ
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
よ
り
前
、
阪
大
首
脳
陣
の
あ
い
だ
で
は
大
学
創
立
に
さ
い
し
て
研
究
機
関
設

試
の
件
は
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
七
年
早
々
、
東
北
大
総
長
本
多
光
太
郎
は
、

金
研
が
住
友
か
ら
多
額
の
援
助
を
得
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
打
診
に
終
っ
た

が
、
官
民
間
や
真
島
に
金
研
の
支
所
を
桜
大
に
と
山
中
入
れ
て
い
る
。
間
年
四
月
に
は

長
Wd 

八
木
を
中
心
に
、
理
学
部
に
講
座
に
属
さ
な
い
教
授
を
泣
く
索
、

風
見
浬
化
学
研
究
所
の
管
理
と
か
ら
ん
で
阪
大
に
研
究
機
関
を
設
け
て
定
員
外
教

授
を
ほ
く
案
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
。
長
関
が
昭
和
九
年
の
阪
大
一
一
一
学
部
成
立
式

典
に
お
い
て
、
産
業
か
ら
の
研
究
助
成
を
求
め
た
の
も
、
阪
大
の
新
し
い
研
究
体

制
の
問
題
と
は
無
関
係
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

政
治
経
済
研
究
会
と
総
長
楠
本
長
三
郎
等
と
が
協
議
し
た
結
果
、
研
究
会
の
な

4
4マ

か
に
研
究
機
関
設
置
促
進
有
志
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
以
降
こ
の

協
議
会
は
し
ば
し
ば
会
合
を
開
き
、
研
究
機
関
の
あ
り
方
、
渓
業
と
研
究
機
関
の

関
係
、
大
阪
の
産
業
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
つ
づ
け
、
計
画
の
兵
体
化
に
取
組
ん

だ
の
で
あ
る
。

術
大
が
教
育
機
能
に
く
わ
加
え
て
研
究
機
能
な
拡
充
整
備
し
は
じ
め
た
の
は
、
第

一
次
大
戦
を
契
機
に
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
記
用
理
学
系
学
部
の
増
設
、

そ
れ
に
理
学
部
の
学
科
・
議
肢
の
増
加
と
と
も
に
、は
じ
め
て
帝
大
に
附
註
研
究

一
助
を
泣
い
て
い
る
。
最
初
に
設
け
ら
れ
た
的
医
研
究
所
は
京
大
の
伝
染
病
研
究
所

で
、
内
務
省
か
ら
文
部
省
を
経
て
の
掛
川
院
で
、
行
政
的
措
置
も
あ
っ
た
た
め
に
特 大阪帝悶大半の形成47 
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間
内
な
存
在
と
は
い
え
、
研
究
を
重
視
し
た
措
置
で
あ
っ
た
。

つ
づ
く
京
大
間
陸
の

航
空
研
究
所
と
東
京
天
文
台
は
と
も
に
既
存
の
組
織
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
官

制
を
定
め
、
研
究
体
制
の
拡
充
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
設
ほ
さ
れ
た

地
震
研
究
所
在
含
め
、
こ
れ
ら
の
東
大
附
陸
研
究
所
は
い
ず
れ
も
設
位
目
的
に
沿

っ
て
国
家
的
卒
業
と
し
て
の
研
究
を
担
当
す
る
機
関
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

東
北
大
附
股
金
属
材
料
研
究
所
(
金
研
)
は
、
本
多
光
太
郎
を
中
心
に
し
た
鉄

鋼
研
究
を
も
と
に
大
正
五
年
四
月
に
理
科
大
学
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
恕
化
学
研
究

所
第
二
部
、

つ
い
で
そ
れ
を
母
体
に
し
た
附
属
鉄
鋼
研
究
所
を
発
展
さ
せ
、
大
正

十
一
年
八
月
に
設
置
さ
れ
た

G

以
降
の
帝
大
間
在
研
究
所
は
こ
の
金
研
と
類
似
の

設
立
経
過
を
も
と
に
官
舗
を
も
つ
こ
と
で
、
い
わ
ば
金
研
は
一
つ
の
典
型
を
つ
く

っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
多
を
中
心
に
し
た
研
究
を
基
艇
に
、
住
友
か
ら

の
等
間
金
で
研
究
施
設
を
整
え
、
官
制
公
布
と
漕
ぎ
つ
け
て
い
る
。
住
友
の
ほ
か
、

一
一
一
菱
造
船
や
一
一
一
菱
鉱
業
、
神
戸
製
鋼
、
斉
藤
報
恩
会
か
ら
も
研
究
費
や
施
設
の
た

め
の
寄
附
を
得
た
。
本
多
在
職
一

五
年
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
記
念
会
は
多

数
企
業
か
ら
寄
附
金
を
募
り
、
こ
れ
で
研
究
室
を
含
む
本
多
記
念
館
や
強
磁
場
実

験
室
を
建
設
し
、
寄
附
し
て
い
る
。
こ
の
民
間
の
寄
附
に
よ
る
設
備
拡
充
や
研
究

費
助
成
、
そ
れ
に
研
究
成
果
を
企
業
に
譲
渡
し
て
工
業
化
す
る
と
い
う
産
学
協
同

一
つ
の
先
例
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

に
関
す
る
体
制
に
つ
い
て
も
、

京
大
間
置
化
学
研
究
所
(
化
研
〉
は
大
正
十
五
年
十
月
に
官
制
公
布
を
み
て
い

る
。
そ
れ
は
、
久
原
弼
弦
・
松
宮
轄
の
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
研
究
と
製
造
を
も
と
に

し
て
大
正
四
年
八
月
に
設
け
ら
れ
た
理
科
大
学
問
属
化
学
特
別
研
究
所
を
母
体
に

拡
充
し
た
も
の
で
、
金
研
と
は
そ
の
財
源
が
収
入
金
支
弁
と
い
う
点
で
奥
な
る
が
、

官
制
公
布
に
至
る
過
程
は
‘
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
財
源
は
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の

売
上
げ
、
各
研
究
室
の
研
究
を
も
と
に
し
た
試
製
品
や
製
品
の
売
上
げ
、
特
許
権

48 

譲
渡
に
よ
る
収
入
、

そ
れ
に
数
多
く
の
企
業
か
ら
の
研
究
費
や
施
設
問
な
ど
の

限
で
あ
っ
た
。
代
表
的
に
は
最
大
規
模
の
喜
多
源
逸
研
究
室
で
は
、
伊
藤
万
の
寄

隙
に
よ
る
問
問
法
人
化
学
繊
維
研
究
所
や
東
洋
紡
献
の
寄
附
に
よ
る
財
団
法
人
有

機
合
成
化
学
研
究
所
か
ら
の
研
究
助
成
、
住
友
本
社
お
よ
び
関
係
会
社
か
ら
葉
大

な
研
究
資
金
の
寄
附
を
得
て
い
た

υ

い
わ
ば
化
研
は
自
己
の
研
究
成
果
に
よ
る
収

入
と
企
業
か
ら
の
研
究
助
成
と
い
う

の
財
源
の
う
え
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る

o
A
Y
A
研
よ
り
も
い
っ
そ
う
徹
底
し
た
産
学
協
同
体
舗
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
化
研
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
研
究
員
の
所
印
刷
が
恕
・
工
・
医
・
践
の
各
学

部
で
、
研
究
対
象
は
化
学
を
中
心
と
す
る
も
の
の
、
原
子
物
理
学
か
ら
部
太
ツ
ン

ド
ラ
ま
で
を
含
む
こ
と
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
広
範
明
な
飢
域
を
対
象
に
し
た
総

n
b
 

合
研
究
所
で
あ
る
。

九
大
潟
泉
治
療
学
研
究
所
は
、
大
学
収
入
金
一
五
万
円
と
地
元
大
分
県
の
寄
附

冗
万
円
で
も
っ
て
施
設
を
整
え
、
昭
和
六
年
十
月
に
発
足
し
て
い
る
。

阪
大
に
最
初
に
設
置
さ
れ
た
附
託
研
究
所
の
微
生
物
病
研
究
所
(
徽
研
)
は
、

既
設
の
開
院
研
究
所
に
倣
っ
て
準
備
さ
れ
、
発
足
を
み
て
い
る
。
縮
・
結
核
・
寄

ー
、
，

J
3

4
J
H戸J
t
w

に
開
削
す
る
研
究
実
績
な
い
し
研
究
施
設
(
基
金
を
含
む
)
を
も
と
に
、

寄
間
金
で
建
設
し
た
研
究
所
の
竣
工
を
ま
っ
て
、
昭
和
九
年
九
月
に
発
足
し
た
。

研
究
機
関
設
置
促
進
有
志
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
帝
大
阿
佐
研
究
所
は
も
と
よ
り

の
こ
と
各
省
設
置
の
試
験
研
究
機
関
を
対
象
に
調
賓
・
な
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
案
を
検
討
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
発
足
直
後
の
間
十
二
年
四
月
二
日
の
会

議
で
は
、
当
時
の
商
工
省
大
阪
工
業
試
験
所
を
文
部
省
に
移
管
し
、
そ
の
外
部
援

助
機
関
と
し
て
民
間
に
財
団
法
人
を
設
け
る
案
も
舵
出
さ
れ

し
か
し
、
当
時
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。
。

の
商
工
大
臣
伍
堂
卒
般
の
反
対
で
、
こ
の
案
は
霧
散
し
て
し
ま
っ
た
。

同
年
五
月
三
日
に
開
催
の
研
究
機
関
設
置
促
進
有
志
協
議
会
は
阪
大
に
産
業
科

学
研
究
所
を
附
註
し
、
そ
の
援
助
機
関
と
し
て
財
団
法
人
産
業
科
学
研
究
協
会
を

設
け
る
案
を
決
め
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
大
阪
の
工
業
は
全
間
的
に
重
要
な
地

位
を
占
め
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
量
的
発
展
か
ら
脱
し
て
、
質
的
改
善
と
向

上
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
京
が
東
大
や
東
工
大
、
各
官
庁

試
験
研
究
機
関
を
背
景
に
量
化
学
工
業
を
発
燥
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
・

研
究
機
関
の
整
倣
を
緊
急
課
題
と
し
て
、
刊
以
初
に
阪
大
理
学
部
の
設
泣
を
運
動
し
、

実
現
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
に
も
研
究
機
関
の
設
置
が

に
な
っ
て
は
い
た
が
、

順
序
と
し
て
大
学
の
設
立
を
ま
ず
実
現
さ
せ
、
設
置
を
希
望
し
て
い
た
産
業
科
学

の
た
め
の
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
研
究
機
関
の
状
況
を
調
査
・
勘
案
し
、

研
究
範
囲
が
広
い
こ
と
お
よ
び
綜
合
的
研
究
を
実
施
す
る
た
め
に
は
帝
大
所
管
が

も
っ
と
も
適
切
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
緊

迫
す
る
内
外
情
勢
を
踏
え
、
こ
の
「
研
究
所
は
一
一
間
研
究
の
自
由
を
保
持
し
、
他

前
大
阪
産
業
界
と
街
援
な
る
連
絡
を
保
ち
、
大
販
産
業
の
改
諮
問
発
達
の
為
め
、
技

術
本
部
と
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
位
詑
づ
け
幻
。
以
上

の
よ
う
に
し
て
大
阪
産
業
界
の
新
し
い
発
展
に
不
可
欠
な
施
設
が
産
業
科
学
の
研

究
所
で
、
阪
大
設
立
に
つ
づ
く
第
二
の
措
院
と
し
て
、
こ
の
阪
大
附
院
産
業
科
学

研
究
所
設
践
の
運
動
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

こ
の
阪
大
紺
置
産
業
科
学
研
究
所
の
設
置
構
想
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
徴

研
は
も
と
よ
り
金
研
や
化
研
を
参
考
に
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
と
く
に
金
研
は

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
阪
大
創
立
と
そ
の
後
の
人
的
関
係
を
含
め
て
強
い
影
響
を

あ
た
え
た
し
、
化
研
は
地
理
的
に
近
接
し
て
お
り
、
大
阪
所
在
企
業
も
関
与
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
知
見
を
得
た
と
挽
挺
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
先
例
に
徴
し

た
と
き
、
こ
の
産
業
科
学
研
究
所
の
特
徴
は
金
研
や
化
研

そ
れ
に
微
研
の
よ
う

に
学
内
に
お
け
る
現
存
の
研
究
を
核
に
し
て
設
践
す
る
の
で
は
な
く
、

要
請
に
応
じ
た
研
究
機
関
を
新
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
組
織
と
し

て
は
広
範
聞
な
領
域
右
対
象
に
し
た
総
合
研
究
所
で
、
研
究
員
に
は
多
数
の
専
任

の
教
授
・
助
教
援
と
兼
任
者
を
充
て
る
こ
と
と
し
た
。
部
立
に
あ
た
っ
て
は
、
先

例
に
倣
っ
て
施
設
の
地
元
負
担
ば
か
り
か
、
そ
の
後
の
研
究
助
成
お
よ
び
成
果
の

工
業
化
の
促
進
に
も
十
分
配
崩
し
、

B涯
学
協
伺
体
制
を
い
っ
そ
う
制
度
的
に
推
進

す
る
た
め
に
、
産
業
界
は
の
ち
の
財
団
法
人
産
業
科
学
研
究
協
会
を
組
織
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

同
十
二
年
十
月
、
大
阪
工
業
会
迎
事
長
片
岡
安
、
架
本
鉄
工
所
社
長
栗
本
男
之

助
等
を
中
心
に
し
て
大
阪
に
研
究
機
関
を
設
註
す
る
運
動
を
院
内
体
化
す
る
た
め
に

大
阪
産
業
科
学
研
究
所
創
設
期
成
同
盟
会
を
設
け
た
。
代
表
に
は
小
倉
正
阪
、
伊

藤
志
兵
衛
等
一
一
一
十
六
名
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
翌
十
一
月
九
日
に
「
大
阪
産
業
科
学

研
究
所
創
設
ニ
関
ス
ル
建
議
書
」
を
大
蔵
大
臣
、
文
部
大
阪
等
の
関
係
者
に
提
出

し
、
陳
情
し
、
こ
こ
に
産
業
科
学
研
究
所
の
設
置
運
動
は
本
格
的
な
も
の
と
な
っ

た

は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
え

つ
ぎ
の
よ
う
に
当
時
の
内
外
政
治
情

勢
を
勘
案
し
な
、
が
ら
、
大
阪
に
研
究
機
関
の
設
置
を
求
め
て
い
る
。

大
阪
産
業
科
学
研
究
所
創
設
ニ
関
ス
ル

百
般
産
業
ノ
根
本
ヲ
啓
沃
シ
以
テ
国
力
ノ
充
実
ヲ
州
知
セ
ン
ニ
ハ
産
業
科
学
一
一
関

ス
ル
独
創
的
研
究
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
殊
ニ
現
下
ノ
時
局
並
ニ
今

後
ノ
悶
際
情
勢
一
一
処
ス
ル
ニ
当
リ
我
盟
国
防
経
済
ノ
強
化
ヲ
全
ウ
セ
ン
カ
為
ニ
ハ

須
ク
各
般
産
業
ノ
改
善
振
興
ヲ
計
り
新
興
産
業
ノ
発
達
ヲ
促
ス
コ
ト
最
モ
緊
急
要 の

大阪常1m大学の形1)比49 
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務
ニ
シ
テ
之
カ
恨
本
的
対
策
ハ
一
ツ
ニ
産
業
科
学
研
究
ノ
振
興
一
一
侠
ツ
外
無
シ
、

過
ク
ル
欧
洲
大
戦
中
欧
米
各
国
カ
国
費
多
端
ノ
折
柄
ニ
モ
拘
一
ブ
ス
進
ン
テ
此
種
研

究
機
関
ノ
鉱
充
整
備
ニ
努
メ
タ
ル

ハ
以
テ
現
下
時
局
ノ
範
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

一
五
フ
ヘ
シ
、
然
ル
ニ
我
国
ニ
於
ケ
ル
此
種
研
究
機
関
ノ
現
状
ヲ

ル
ニ
欧
米
諸
国

ニ
比
シ
テ

シ
キ
遜
色
プ
ル
ハ
泣
憾
ニ
犠
ヘ
サ
ル
一
昨
ナ
ヮ
。

以
上
内
外
ノ
情
勢
ニ
鑑
ミ
一
日
モ
速
カ
ニ
迎
想
的
ナ
ル
産
業
科
学
研
究
機
関
ヲ

我
出
ノ
産
業
百
都
大
阪
一
一
設
立
ス
ル
ハ
現
下
ノ
一
大
急
務
ナ
ワ
ト
ス
。

ニ
政
府
ニ
ヨ
ツ
テ
本
機
関
ノ
設
立
ヲ
見
ル
ニ
歪
一
ブ
ハ
大
阪
民
間
有
志
ハ
之
レ

カ
運
営
ニ
協
力
ス
ル

ヲ
ナ
ス
ノ
用
怠
ア
リ
、
希
ク
ハ
政
府
ニ
於
カ
レ

テ
ハ
現
下
ノ
防
局
ト
本
問
題
ノ

一
一
鑑
ミ
之
レ
カ
突
現
一
一
対
シ
速
カ
ニ
適
当

ノ
措
置
ヲ
採
一
フ
レ
ン
コ
ト
ヲ
ム
。

政
府
は
こ
の
大
阪
産
業
界
の
一
安
訪
を
い
れ
、
第
七
一
一

|収
不!
十

十

月

iヨ
|淵
よ」
ココミ

一
一
月
二
十
六
日
閉
会
〉
に
大
級
帝
際
大
学
附
置

産
業
科
学
研
究
所
設
置
の
経
引
を
昭
和
十
三
年
度
追
加
予
算
案
に
組
み
、

果
し

た
。
昭
和
十
…
一

一
一
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
こ
の
案
の
説
明
に
あ

た
っ
た
文
部
大
限
木
戸
幸
一
は
「
現
下
内
外
ノ
情
勢
一
一
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
国
内
資
源

ノ
開
発
利
用
ヲ
図
リ
マ
ス
ル
ハ
級
メ
テ
緊
要
ノ
コ
ト
ト
存
ジ
マ
ス
ル
ノ
デ
、
大
阪

帝
国
大
学
ニ
産
業
科
学
研
究
所
ヲ
設
置
シ
、

ル
為
メ
」
と
、

ガ
綜
合
的
研
究
ヲ
ナ
サ
シ
メ
マ
ス

そ
の
経
控
計
上
の
理
由
を
説
明
し
た
。
提
出
さ
れ
た
予
算
案
で
は
、

当
初
計
画
に
お
い
て
創
設
費
が
六
、

七
十
余
万
円
と
い
わ
れ
て
い
た
の
が
、

く
削
減
さ
れ
て
僅
か
五
一
一
・
三
万
円
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
国
路
負
担
は
二
五

万
円
、
残
り
一
七
・
一
一
一
万
円
は
地
元
負
約
一
と
な
っ
て
い
た
。
大
阪
府
選
出
諮
問
奥
に

よ
る
賛
成
演
説
も
あ
っ
て
、
阪
大
制
限
産
業
科
学
研
究
所
餅
設
予
算
は
議
会
の
協

貨
を
え
た
。
こ
こ
に
産
業
科
学
研
究
所
(
産
研
)
の
設
m胞
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

50 
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産
研
協
会
と
産
研
の
設
立

先
の

に
お
い
て
産
研
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
大
阪
の
財
界
有
志
は

そ
の
運
営
に
協
力
す
る
た
め
に
資
金
の
提
供
を
約
束
し
て
い
た
。
こ
の
具
体
化
に

つ
い
て
、
予
算
案
の
議
会
通
過
が
有
望
と
な
っ
た
昭
和
十
三
年
二
月
米
か
ら
産
業

科
学
研
究
所
の
支
援
財
顕
で
あ
る
財
団
法
人
大
阪
産
業
科
学
研
究
協
会
の
設
立
市

F

川
こ

V
A
卦
ミ
つ
こ

o

h
H
3
t
n
u
「
j
j

、
刀
・

7

月
五
日
、
東
洋
製
跳
が
寄
附
附
し
た
五
万
円
を
基
本
財
政

に
し
て
財
団
法
人
の
設
立
申
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
と
き
名
称
か
ら
大
販
を
削

除
し
、
産
業
科
学
研
究
協
会
〈
産
研
協
会
〉
と
し
て
い
る
。
認
可
は
悶
年
五
月
十

九
日
で
、
そ
れ
に
と
も
な
い
期
成
同
盟
は
解
散
し
た
。
五
月
二
十
四
日
に
産
研
協

会
は
財
団
法
人
登
記
を
行
い
、

五
日
に
第
一
間
理
事
会
を
開
催
し

日
い
い

寝
台

45 

事
長
は
小
倉
正
悦
で
、
理
事
は
大
阪
財
界
を
代
表
す
る
安
右
側
古
、
伊
藤
忠
兵
衛
、

片
岡
安
、
架
本
一
卯
之
助
、
小
寺
源
吾
、
庄
司
乙
古
、
坂
町
幹
太
と
い
っ
た
人
述
、

そ
れ
に
阪
大
総
長
楠
本
長
三
郎
で
あ
る
。

こ
の
第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
予
て
か
ら
の
協
議
を
も
と
に
、
定
款
(
公
開
間
行

為
)
、
役
員
な
ど
の
事
項
と
と
も
に
寄
附
金
募
集
方
針
を
審
議
し
た
。
資
金
募
集

額
は
当
初
の
六
O
O
万
円
余
}
五O
O
万
円
に
削
減
し
、

そ
の
資
金
募
集
要
項
を
決

定
し
た
。
こ
の
審
議
を
も
と
に
、
間
年
七
バ
三
十
日
に
第
一
回
寄
付
募
集
を
開
始

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
産
研
協
会
は
、

ま
ず
設
立
の
予
統
を
終
え
た
の
ち
、
枝
問

者
を
募
り
、
寄
削
仰
を
求
め
、
当
初
の
意
図
を
実
体
と
し
て
備
え
た
剖
休
に
な
っ
て
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い
く
の
で
あ
っ
た
。

産
研
協
会
は
定
款
(
寄
附
行
為
〉
に
よ
る
と
「
産
業
ノ
発
展
二
段
ス
ル
タ
メ
産

業
科
学
ニ
関
ス
ル
研
究
ノ
助
成
及
奨
励
ヲ
為
シ
其
ノ
成
絞
ノ
応
用
ヲ
図
ル
ヲ
以
テ

目
的
」
(
第
一
一
条
)
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
事
業
と
し
て
つ
、
ぎ
の
五
項
目
を

掲
げ
て
い
る
。

、
産
業
科
学
研
究
所
ノ
研
究
発
明
及
発
見
ニ
対
シ
ソ
ノ
資
金
ノ
交
付

、
産
業
科
学
に
関
ス
ル
研
究
及
調
査

、
産
業
科
学
ニ
関
ス
ル
知
識
ノ
普
及

四
、
研
究
発
明
発
見
事
項
ノ
産
業
化
ニ
対
ス
ル
助
成
及
斡
旋

五
、
其
ノ
他
第
二
条
ノ
目
的
ヲ

ス
ル
ニ
必
婆
ナ
ル
事
項

定
款
は
協
会
の
設
立
趣
旨
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で

で
は
協
会
を
阪
大
m
m脱
皮
研
の
「
協
力
機
関
」
で
あ
る
と
位
段
さ
つ
け
て
い
る
。
そ

し
て
「
同
研
究
所
ノ
事
業
一
一
対
シ
テ
必
要
ナ
ル
資
金
ノ
提
供
ヲ
ナ
シ
、
研
究
ノ
達

成
ヲ
助
成
ス
ル
ト
共
ニ
、
進
ン
デ
之
ガ
企
業
化
ノ
劫
成
及
斡
旋
ヲ
ナ
シ
、

一
方
産

業
科
学
一
一
関
ス
ル
調
査
及
智
識
ノ
禁
及
ヲ
計
リ
、
官
民
協
力
以
テ
我
悶
産
業
ノ
興

陵
ニ
寄
与
武
献
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
い
と
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
述
べ
て
い

た
。
つ
ま
り
産
研
協
会
は
産
研
の
「
協
力
機
関
」
と
し
て
研
究
助
成
と
成
果
の
企

業
化
を
問
問
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
産
学
協
向
の
推
進
機
関
で
あ
っ
た

ο

き
わ
め
て

組
織
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
先
例
を
み
な
い
試
み
と
し
て
、
産
研
協
会
の
設
置
と
そ

の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

産
研
協
会
が
実
施
し
た
最
初
の
事
業
は
、
産
研
の
創
設
の
た
め
に
用
地
の
購
入

や
建
物
の
建
設
に
必
要
な
費
用
の
支
出
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
産
研
創
設
の
た
め
の

実
質
的
な
資
金
提
供
者
と
し
て
役
割
合
}
演
じ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
産
研
で
実
施

す
る
研
究
項
目
や
そ
の
た
め
の
組
織
に
関
す
る
立
案
作
業
に
参
加
し
た
。

産
研
の
用
地
に
関
し
て
は
円
十
く
か
ら
伊
藤
忠
兵
衛
の
山
中
し
出
も
あ
っ
て
堺
市
に

内
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
土
地
を
中
心
に
波
研
協
会
が
買
収
し
て
い
っ
た
。
こ
の

産
研
協
会
の
用
地
で
間
十
三
年
八
月
二
十
九
日
に
産
研
の
一
号
館
、工
場
な
ど
の

第
一
期

地
鎮
祭
が
執
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
九
月

日
に
産
研
協
会

は
敷
地
お
よ
び
建
設
担
の
出
席
に
対
す
る
寄
附
仰
を
決
め
、
同
年
十

iヨ

附
の
手
続
を
と
っ
た
。

用
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
学
が
買
収
し
た
土
地
二
六
、八
O
九
坪
に
対
し
、

法
研
協
会
が
提
供
し
た
土
地
は
一
一
一
陣
、
四
一
→
一
四
坪
(
う
ち
山
九
九
羽
紡
松
山
山
吋
開
地
一

二
、
0
0
0
坪
を
含
み
、
こ
れ
は
当
該
代
金
を
協
会
が
同
社
に
支
払
っ
た
の
ち
、

同
社
か
ら
用
途
指
定
で
寄
附
さ
れ
る
)
と
、
約
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
部
省
へ

の
移
管
は

一
月
三
十
日
で
あ
る
。

建
築
に
関
し
て
は
日
中
戦
争
の
進
行
に
と
も
な
い
資
材
統
制
が
強
化
さ
れ
、
鉄

材
の
使
用
が
制
限
さ
れ
、
木
造
建
築
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
第
一
期

て
は
木
造
二
階
建
の
一
号
館
〈
工
場
付
属
事
務
案
と
し
て
建
坪

坪
、
思
坪

六
四
七
・
五
坪
)
、
木
造
平
家
建
の
工
場
(
一
一
一
一
一
一
・
五
坪
〉
、
蓄
電
池
室
(
四

O

坪
)
な
ど
、
合
計
延
坪
一
、
0
0
0
坪
の
建
物
が
清
工
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
翌
十

時
年
二
月
に
落
成
し
た

ο

こ
れ
ら
の
建
物
の
建
設
資
二
四
万
円
、
設
備
費
一
一
了
…
一

万
円
、
合
計
二
七
・
一
一
一
万
円
を
、
そ
の
月
末
に
仮
大
に
交
付
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
説
行
し
て
、
問
年
五
月
頃
か
ら
坂
大
と
産
研
協
会
は
政
研
で
実
施
す

る
研
究
事
項
や
組
織
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
っ
た
。
と
く
に
産
研
が
産
業
界

の
要
望
に
応
じ
て
研
究
を
行
う
こ
と
は
設
立
の
趣
旨
で
あ
っ
た
し
、
基
金
募
集
で

は
、
そ
の
要
項
(
案
〉
に
「
寄
問
者
ハ
研
究
項
、
口
付
ニ
ツ
キ
希
望
ヲ
中
出
ル
コ
ト
ヲ

し

大i双子任問大学の形成51 
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昭和13年度中込額小計

内東洋製縦

伊íM~!tl}， f偽 .'J1:

Já1野義尚}I11

大 11 本紡総

大阪鋼材

里子村合名
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II{{和14年度中込綴小(>1

内住友本社並述系各社

ICJ ;本生命

止に EEI士三兵衛肉!lf:
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校l辺五兵衛尚一五日

大 11 木製薬
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電鈴鋼業

得
ル
コ
ト
」
や
「
希
望
ヲ
附
シ
タ
ル
研
究
項
目
ノ
研
究
完
成
シ
タ
ル
腕
、
之
ガ
実

施
ヲ
罰
ル
場
合
ハ
当
該
得
附
者
ト
優
先
的
ニ
協
議
ス
ル
コ
ト
」
と
明
記
し
て
い
た
。

産
研
の
第
一
部
(
物
理
学
及
そ
の
応
用
関
係
)
に
は
航
空
機
・
光
学
探
機

響
・
無
線
通
信
・
機
総
・
金
属
材
料
・
災
害
科
学
の
各
関
係
の
七
項
目
、
第
二
部

(
化
学
及
そ
の
応
用
関
係
)
に
は
触
媒
・
燃
料
・
工
業
原
料
・
高
分
子
省
機
化
合

物
・
金
属
材
料
・
耐
熱
絶
緑
材
料
・
澗
潟
油
・
特
殊
硝
子
・
電
気
化
学
の
各
関
係

お
よ
び
無
機
化
学
・
有
機
化
学
・
物
理
化
学
関
係
の
特
殊
問
題
を
あ
わ
せ
て
二
一

項
目
、
合
計
十
九
の
研
究
項
目
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ら
の
各
項
目
は
さ
ら
に
い
く
つ

か
の
題
目
を
含
ん
で
い
た
。

間
年
九
月
一
日
に
は
文
部
省
に
申
請
し
た
研
究
項
目
が
総
計
十
九
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
応
し
て
一
一
一
六
部
門
の
設
設
お
よ
び
専
任
の
教
授
と
助
教
授
と
あ
わ
せ
て
問

四
名
な
ど
か
ら
な
る
組
織
案
の
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
産
研
協
会
の
会
合
に
報
告

昭和13~lMf皮Ej3込額総百|

�J 1. J~ 出土義尚Jl!iは1I{J，;f1114"IÒにも迫力11[1'込みをして

おり， その{ì;H 官民で， 1勾 E沢 l立|昭和13年度 1771"J ，

1'，J14年度9万円である。

2. ~t羽紡絞の u也を含めた社1;1;千j 約 19)71リはここ

にれ l二されてし、なし、。

出所 WI)rr研に I IlJする資料J。

346万円

さ
れ
て
い
る
。
大
学
と
産
研
協
会
と
の
街
接
な
協
同
作

52 

業
を
窺
わ
せ
る
。
初
年
度
に
は
八
部
門
の
設
践
を
要
求

し
た
と
い
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
は
金
研
や
化

研
の
よ
う
な
類
似
の
帝
大
関
置
研
究
所
が
長
期
間
に
わ

た
る
研
究
を
も
と
に
組
織
さ
れ
、
設
誼
を
み
た
の
に
対

し
、
産
業
界
と
大
学
の
協
議
で
ま
ず
研
究
所
の
設
位
打

的
を
明
ら
か
に
し
て
組
織
案
を
作
成
し
て
い
っ
た
こ
と

が
産
研
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

昭
和
十
四
年
十
月
七
日
に
文
部
大
臣
が
閣
議
詰
議
し

た
波
研
の
組
織
表
(
後
山
山
の
表
一O
参
照
)
と
比
べ
る

と
き
、
昭
和
十
三
年
九
月
段
階
の
案
に
あ
っ
た
災
害
利

学
関
係
が
採
鉱
採
鉱
学
関
係
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
初
年
度
設
際
部
門
は

八
部
門
か
ら
無
線
通
信
・
金
胤
材
料
(
物
理
的
〉
・
燃
料
の
一
一
一
部
門
に
縮
さ
れ

て
い
る
。
実
際
に
発
足
し
た
と
き
に
設
置
さ
れ
る
の
は
無
線
通
信
・
高
分
子
有
機

化
合
物
、
金
属
材
料
(
化
学
的
)
の
コ
一
部
門
で
、
こ
れ
ら
に
は
阪
大
が
す
で
に
擁

し
て
い
た
人
材
を
充
当
し
て
い
る
。

K
M什
つ

1
f
i、
、
ノ
、
♂

μ
、

n
uハ
斗
?
X

寸
し
〈
丈

こ
れ
ら
産
研
の
設
立
問
と
そ
の
研
究
の
た
め
の
山
双
山
川
は
、
産
研
協
会
の
募
金
で

そ
の
寄
間
金
応
募
申
込
額
は
昭
和
十
一
一
一
年
度
末
に
一
一
一
万

丹
、
現
十
四
年
度
末
に
は
一
一
…
一
二
三
万
円
に
速
し
た
(
炎
九
〉
。
そ
の
後
も
追
加
山
中

込
み
が
あ
っ
た
も
の
の
、

日
標
額
五
O
O
万
円
の
達
成
は
終
日
却
で
は
な
か
っ
た
。

中
め
た
〉
げ
ん
、

し
か
し
、
得
ら
れ
た
資
金
は
豊
富
で
あ
り
、
政
府
支
出
を
上
回
る
援
助
を
態
研
に

そ
の
研
究
活
動
を
促
し
て
い
る
。

産
研
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
所
長
候
補
者
真
島
利
れ
を
中
心
に
恕
学
部
長
八

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



木
秀
次
、
所
員
候
補
者
高
僑
清
、
阿
部
金
治
郎
、
林
詑
雄
、
村
橋
俊
介
等
に
よ
っ

て
建
築
計
闘
が
立
案
さ
れ
、
兵
体
化
が
は
か
ら
れ
た
。
物
資
統
制
の
強
化
は
建
築

資
料
の
調
達
を
悶
難
に
し
、

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
な
ど
の
諮
設
備
を
は
じ
め
と
し

た
研
究
設
備
の
整
備
に
影
響
を
あ
た
え
た
。
こ
の
傾
向
は
そ
の
後
い
ち
だ
ん
と
思

化
し
、
研
究
条
件
を
著
し
く
劣
悪
な
も
の
と
し
て
い
く
。

産
研
の
設
立
に
あ
た
っ
て
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
が
担
当
者
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
無
線
通
信
部
門
教
授
と
な
る
附
部
は
東
北
大
以

米
八
木
秀
次
の
影
響
を
う
け
、
超
高
周
波
用
電
子
管
に
闘
し
て
多
く
の
業
績
を
あ

げ
て
い
た
。
東
北
大
電
気
工
学
科
に
お
け
る
八
木
等
の
活
動
は
昭
和
十
年
に
東
北

大
関
属
通
信
研
究
所
を
生
み
だ
す
が
、
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
た
。
高
分
子

有
機
化
合
物
関
係
の
村
矯
俊
介
は
、

理
学
部
真
島
研
究
室
か
ら
移
り
、
高
分
子
合

成
を
手
が
け
て
い
く
が
、
東
北
大
お
よ
び
理
研
に
お
け
る
知
見
が
役
立
っ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
産
研
の
設
立
で
設
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
二
部
門
が
、

理
学
と
工
学
の

中
間
領
域
を
重
説
し
た
浬
念
を
象
徴
的
に
表
わ
す
物
理
学
科
の
八
木
研
究
室
と
化

学
科
の
真
島
研
究
室
の
出
身
者
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
産
研
が
理

学
部
創
設
の
さ
い
の
産
業
協
同
に
隠
す
る
構
想
を
現
実
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
も
っ
と
も
端
的
に
示
し
て
い
る
。

金
属
材
料
(
化
学
的
)
部
門
に
は
東
北
大
金
研
教
授
で
阪
大
工
学
部
教
授
を
兼

任
し
合
金
の
基
礎
的
研
究
で
業
績
を
あ
げ
て
い
た
高
橋
清
が
就
任
し
た
。
高
橋
は

こ
れ
よ
り
前
の
昭
和
十
年
四
月
か
ら
、
業
界
の
要
望
に
応
じ
て
阪
大
工
学
部
教
授

お
よ
び
大
阪
府
立
工
業
奨
励
館
の
技
師
と
し
て
大
阪
の
金
属
工
業
界
を
指
導
し
て

お
り
、

'
γ
A

d

d

-

-

二
月
に
は
金
印
刷
工
学
研
究
室
の
官
舗
が
公
布
さ
れ
、
経
費
は
収
入

金
支
弁
で
あ
っ
た
も
の
の
、
公
認
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
阪
大
設
立
に
あ

た
り
本
多
が
希
望
し
た
こ
と
の
一
端
が
こ
こ
に
実
現
し
た
と
も
い
え
よ
う
が
、
開

時
に
ま
た
金
研
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
先

発
の
帝
大
附
陸
研
究
所
、

と
く
に
金
研
の
も
つ
豊
富
な
知
見
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、

産
研
は
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

阪
大
と
産
研
協
会
の
協
力
に
よ
っ
て
、
研
究
所
用
地
の
文
部
省
へ
の
移
管
お
よ

び
第
一
号
館
、
工
場
な
ど
の
第
一
期
工
事
は
昭
和
十
四
年
一
二
月
末
に
は
一
段
落
を

遂
げ
た
。
研
究
組
織
に
関
す
る
案
も
こ
の
時
期
に
は
総
定
を
み
た
と
忠
わ
れ
、
官

判
例
の
制
定
・
公
布
に
向
け
て
の
作
業
が
は
じ
ま
っ
た

Q

ま
た
、
昭
和
十
四
年
度
産

研
の
予
算
案
も
議
会
に
お
い
て
協
賛
を
得
た
。

と
こ
ろ
が
、
官
制
が
公
布
さ
れ
な
い
と
政
府
予
算
が
執
行
で
き
な
い
の
で
、
昭

和
十
四
年
五
月
九
日
に
波
研
協
会
理
事
会
は
研
究
開
始
を
急
ぐ
た
め
に
半
年
間
の

山
川
究
に
特
別
研
究
費
一
…
一
万
円
の
繰
上
げ
支
出
を
決
め
た
。

つ
づ
く
八
月

日
の
理

事
会
は
、
昭
和
十
四
年
度
政
府
予
算
に
は
十
分
な
設
備
費
が

さ
れ
て
い
な
い

し
、
物
価
高
騰
の
う
え
入
手
が
不
可
能
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
必
要
設
備
を
購
入
す

る
費
用
、
お
よ
び
次
年
度
開
設
と
な
っ
た
燃
料
化
学
部
門
の
た
め
に
特
別
設
備
費

の
支
出
を
も
認
め
た
。
政
府
の
予
算
制
度
が
も
っ
硬
直
性
を
補
う
こ
と
が
協
会
設

立
の
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
創
設
費
の
支
出
を
含
め
て
、
産
研
協
会

に
は
当
初
の
予
想
を
越
え
て
過
大
な
役
割
が
求
め
ら
れ
、
協
会
は
そ
れ
に
応
じ
る

こ
と
で
、
産
研
の
創
立
と
研
究
活
動
を
軌
道
に
の
せ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
閉
年
十
月
七
日
、
文
部
大
臣
河
原
凶
稼
古
は
産
業
科
学
研
究
所
官
制
の

制
定
と
そ
れ
に
関
連
す
る
事
項
を
閣
議
に
詰
議
し
た
。
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
文

は
、
産
研
を
設
置
す
る
必
要
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

産
業
科
学
研
究
所
設
置
ノ
浬
由

大阪干官邸大学の形成53 
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一
、
産
業
科
学
一
一
関
ス
ル
研
究
ノ
必
要
ナ
ル
理
由

国
力
ノ
充
実
酪
寓
ノ
増
進
ハ

ラ
館
内
産
業
ノ
発
達
一
一
負
ブ
モ
ノ
ナ
リ
ト
一
一
お
ブ

ベ
ク
、
市
シ
テ
各
種
産
業
ノ
発
達
ハ
之
ガ
基
礎
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
自
然
科
学
ノ
進
歩

一
侠
ツ
コ
ト
極
メ
テ
大
ナ
ル
ハ
回
ヨ
リ
論
ヲ
要
セ
ザ
ル
所
ナ
リ
。

欧
米
諸
国
ニ
於
ケ
ル

ヌ
ル
ニ
、
其
等
諮
問
ノ
今
日
ア
ル
所

ノ
助
ヲ

以

一
一
シ
テ
ふ
ん
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
撒
モ
、
之
ガ
基
礎
タ
ル
ベ
キ
自
然
科
学

研
究
ノ
重
要
性
ヲ
深
ク
認
識
シ
、

ソ
ノ
研
究
機
関
ノ
整
備
活
用
ニ
ヨ
リ
銭
レ
タ

ル
研
究
者
ノ
養
成

ナ
ル
研
究
ノ
奨
励
ト
ニ
多
大
ナ
ル
犠
性
ヲ
敢
テ
シ
タ

ル
成
果
一
一
外
ナ
ラ
ズ
。

線
ツ
テ
我
ガ
国
ノ
現
状
ヲ
顔
ル
一
一
、
腕
近
一
一
於
ケ
ル
各
種
産
業
並
一
一
自
然
科
学

ノ
進
歩
発
達
ハ
世
界
ノ

一
値
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雌
モ
、
遺
憾
乍
ラ
尚
未
ダ

模
倣
文
明
輸
入
文
化
ノ
域
ニ
初
給
ス
ル
モ
ノ
ト
断
ゼ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、コ
レ
我
ガ

国
既
往
ノ
国
情
ハ
欧
米
先
進
間
ノ
科
学
的
文
明
ヲ
吸
収
消
化
ス
ル
ニ
専
念
シ
、

米
、
タ
我
ガ
独
￡
討
ノ
立
場
一
一
一
於
テ
文
化
ヲ
建
設
ス
ベ
キ
余
裕
ナ
カ
リ
シ
ニ
基
悶
ス

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
実
ニ
巳
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
ノ
シ
ト
言
フ
ベ
シ
。
然
ル
ニ
現
下

ノ
国
際
情
勢
ハ
徒
ニ
模
倣
輸
入
ニ
依
存
ス
ル
ヲ
容
サ
ザ
ル
ニ
受
リ
、
而
モ
新
東

型
建
設
ノ
大
使
命
遂
行
ノ

一
著
キ
タ
ル
今
日
ニ
ア
リ
テ
ハ
宜
シ
ク
独
自
ノ
根

本
的
研
究
ヲ
基
縫
ト
シ
テ
我
ガ
悶
独
特
ノ
文
化
ノ
開
拓
創
造
一
一
巡
遊
セ
ザ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
之
ガ
方
策
ト
シ
テ
最
モ
緊
急
ヲ
婆
ス
ル
ハ
科
学
的
研
究
ノ
振

興
ニ
存
ス
ベ
ク
、
就
中
研
究
機
関
ヲ
整
備
充
実
シ
、
ソ
ノ
研
究
ノ
成
果
ヲ

ニ
応
用
セ
シ
メ
、
又
箆
秀
ナ
ル
研
究
者
ヲ
学
界
逆
三
段
業
界
一
一
供
給
シ
以
テ
産

業
ノ
興
隆
発
展
ヲ
図
ル
ハ
然
消
ノ

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
大
阪
帝
間
大
学
ニ
産
業
科
学
研
究
所
ヲ
附
舵
ス
ル
理
由

付
科
学
的
研
究
ヲ
振
興
シ
、
ソ
ノ
成
果
ヲ
産
業
化
シ
、
以
テ
産
業
ノ
発
達
、
国
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カ
ノ
増
進
一
一

ス
ベ
キ
ノ
要
ハ
吏
二
一
一
口
フ
ヲ
侠
タ
ザ
ル
所
ナ
ル
ガ
、
貴
重
ナ

ル
発
明
発
見
ガ
其
ノ
応
用
実
施
一
一
査
一
ブ
ズ
、
空
シ
グ
研
究
室
裡
一
一
段
ル
ル
ガ

如
キ
コ
ト
ナ
カ
一
ブ
シ
メ
ン
ニ
ハ
、
科
学
ノ
基
礎
的
研
究
ヲ
奨
励
ス
ル
外
之
ガ

応
用
的
研
究
ヲ
大
イ
ニ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
、
其
ノ
研
究
ノ
成
果
ヲ
実
際
化
シ
得

ル
程
度
一
一
迄
進
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
前
シ
テ
之
ガ
施
設
ト
シ
テ
ハ
応
用
的
研

究
ヲ
主
ト
ス
ル
研
究
機
関
ヲ
設
ヶ
、
之
一
一
中
間
工
業
試
験
工
場
ヲ
附
設
シ
、

研
究
室
ニ
於
ケ
ル
研
究
ヲ
実
際

一
移
シ
得
ル
程
度
ニ
造
研
究
実
験
シ
得

ル
ガ
如
キ
モ
ノ
タ
一
ブ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
最
モ

ナ
リ
ト
ス
。
而
モ
カ
カ
ル
応

用
的
研
究
ト
雄
モ
当
然
学
理
的
、
純
理
的
、
基
礎
的
研
究
ニ
立
脚
シ
之
ヲ
背

景
ト
シ
テ
進
メ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
、
此
徐
研
究
機
関
ヲ
科
学
ノ
基

礎
的
研
究
ヲ
本
旨
ト
ス
ル
大
学
ニ
阿
世
シ
、
各
学
部
ノ

ト
協
力
シ
ソ
ノ

研
究
ト
聯
携
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
機
能
ヲ
議
モ
効
果
的
一
一
発
揮
セ
シ
メ
得

ベ
キ
モ
ノ
ト
初
仙
メ
ラ
ル
。

ω
大
阪
地
方
ハ
釘
本
産
業
ノ
中
心
地
ト
シ
テ
産
業
科
学
ノ
研
究
者
一
一
諸
般
ノ
問

題
ヲ
捉
供
シ
、
其
ノ
研
究
ニ
有
益
ナ
ル

ブ
ル
コ
ト
多
ク
、

ヒ
ン
ト
」
ヲ

又
研
究
ノ
成
果
ガ
実
業
家
、
企
業
家
等
一
一
認
識
セ
ラ
レ
ズ
、

ニ
コ
レ
ガ

利
用
セ
ラ
レ
ザ
ル
時
ハ
其
ノ
成
果
モ
徒
一
ブ
ニ
研
究
室
内
ニ
止
ル
非
運
ニ
賄
ル

ヲ
以
一
ア
、
研
究
者
ト
実
際
家
ト
ノ
連
絡
協
力
ハ
研
究
成
泉
ヲ
利
用
ス
ル
上
ニ

於
テ
円
以
モ
必
要
ニ
シ
テ
、
之
ド
刀
為
ニ
ハ
大
阪
地
方
ノ
如
キ
ヲ
選
ン
デ
研
究
所

ヲ
設
ケ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
加
フ
ル
ニ
当
該
地
方
ハ
実
業
界
方
稲
ヨ
リ
優
秀
ナ

ル
研
究
者
ヲ
招
致
シ
得
ル
ノ
使
プ
リ
、又
民
間
ヨ
ワ
協
力
ヲ
求
メ
官
民
一
致

研
究
ノ
実
績
ヲ
挙
グ
ベ
ク
逝
進
シ
得
ラ
ル
ル
ノ
特
点
ア
リ
。
既
日
一
大
阪
地
方
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ノ
有
力
ナ
ル
産
業
家
相
寄
リ
テ
財
団
法
人
産
業
科
学
研
究
協
会
ヲ
'
組
織
シ
多

額
ノ
寄
附
行
為
ヲ
以
テ
、
将
来
本
研
究
所
ノ
肱
張
並
ニ
研
究
資
金
ノ
補
助
一
一

当
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
宿
レ
リ
。

ヨ
ツ
テ
統
一
一
大
阪
府
堺
市
五
筒
荘
二
ハ
万
三
千

八
十
六
坪
ノ
敷
地
ヲ
求
メ
研
究
室
其
他
六
百
八
十
三
坪
余
ノ
建
物
ヲ
落
成
シ

本
事
業
ニ

ス
ル
ノ
準
備
全
ク
成
レ
リ
。

以
上
ノ
趣
旨
ニ
鑑
ミ
、
大
阪
帝
悶
大
学
一
一
産
業
科
学
研
究
所
ヲ
附
註
シ

関
ス
ル
科
学
及
其
ノ
応
用
ノ
研
究
一
一
当
ラ
シ
メ
、
以
テ
我
ガ

ノ
発
注
ニ

気
献
ス
ル
所
プ
ラ
ン
ト
ス
。

産
業
科
学
研
究
所
ニ
関
ス
ル
説
明
追
加
ノ
件

、
本
研
究
所
ハ
大
阪
帝
国
大
学
年
来
ノ
持
論
ト
大
阪
産
業
界
ノ
要
望
ト
ノ
一
致
、

ノ
相
瓦
協
力
ニ
ヨ
リ
ノ
官
民
合
同
ノ
一
大
研
究
機
関
タ
ル
コ
ト
ヲ
立
間
中
}
ラ
レ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

ト
密
接
ナ
ル
聯
仲
間
/
下
一
一
産
業
ノ
発
達
ヲ
関
ル
ベ

キ
研
'
究
ヲ
安
ト
ス
ベ
キ
施
設
ナ
ワ
ト
ス
。

一
、
本
研
究
所
ニ
於
ケ
ル
研
究
ハ
科
学
ノ
応
用
、
特
日
一
科
学
ノ
産
業
化
一
一
主
限
ヲ

置
グ
、
仮
諸
官
庁
間
設
ノ
研
究
所
、
試
験
所
等
ガ

ノ
他
ニ
於
テ
目
前

緊
急
ノ
要
一
一
応
ズ
ベ
キ
技
術
方
国
ノ
試
験
、
研
究
ヲ
主
ト
ス
ル
ニ
対
シ
、
本
研

究
所
ハ
大
学
附
股
ノ
性
質
上
学
部
ノ
基
礎
的
争
抑
一
ノ
研
究
ト
相
呼
応
提
携
シ
、

産
業
化
ユ
閑
ス
ル
学
術
的
研
究
ニ
従
事
ス
ベ
キ
コ
ト
ハ
勿
論
ナ
リ

c

一
一
一
、
右
趣
旨
ノ
達
成
上
単
ニ
研
究
室
内
ノ
研
究
、
実
験
一
一
止
ラ
ズ
、
中
間
工
業
試

験
造
併
セ
行
ヒ
、

一
於
テ
底
チ
ニ
之
ガ
誌
用
ヲ
可
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
程
度

一
研
究
ヲ
行
フ
コ
ト
ニ
カ
ヲ

モ
ノ
ナ
リ
。

1m 

一
研
究
所
市
内
ニ
於
テ
多
数
ノ
研
究
事
項
ヲ
々
ノ
研
究
者
ニ
分
扮
セ
シ
ム
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
各
事
項
ノ
研
究
相
玄
関
ニ
ハ
街
按
ナ
ル
関
聯
ヲ
有
セ
シ
メ
、
従

ツ
テ
綜
合
研
究
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
な
関
セ
ヮ
。

五
、
研
究
ノ
分
野
ガ
広
汎
ナ
ル
結
果
、
自
然
他
大
学
ノ
研
究
所
等
ノ
研
究
ト
一
見

ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ガ
如
キ
モ
、

ヵ
、
ル
モ
ノ
ハ
何
レ
モ
国
家
的
一
一
緊
要
欠
ク

ベ
カ
ラ
ザ
ル
研
究
一
一
シ
テ
而
モ
研
究
ノ
方
法
、
内
容
一
一
於
テ
ハ
無
用
ナ
ル

ア
ル
コ
ト
ナ
シ
、

郎
学
術
界
ニ
於
テ
ハ
多
数
/
学
会
、
講
一
例
会
、
機
関
誌
其
ノ

他
ノ
施
設
ヲ
通
ジ
相
互

ノ
交
換
ヲ
行
ヒ
、
夫
々
ノ
専
門
学
術
集
団
内

於
テ
ハ
各
自
ノ
研
究
方
法
、
内
総
ハ
知
惑
サ
レ
間
川
ソ
、
之
一
一
基
キ
各
研
究
者
ノ

術
性
、
独
創
力
ヲ
以
テ
研
究
ヲ
発
段
継
続
シ
ユ
ク
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

続
式
は
こ
れ
ま
で
の
帝
大
附
註
研
究
所
設
位
の
理
由
を
踏
襲
し
て
い
た
も
の
の
、

内
外
情
勢
の
緊
迫
を
反
映
し
た
内
腐
を
も
ち
、
「
一
如
来
盟
建
設
」
を
念
頭
に
お
い

て
「
独
自
ノ
根
本
的
研
究
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
我
が
闘
独
特
ノ
文
化
ノ
開
拓
創
造
」
す

る
た
め
の
方
策
と
し
て
の
研
究
機
関
と
し
て
、
産
研
は
位
世
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

つ
い
で
、
産
研
を
阪
大
に
附
位
す
る
理
由
と
し
て
芸
能
研
究
を
担
う
各
学
部
と

協
力
し
て
効
来
を
発
部
で
き
る
と
と
も
に
、
産
業
の
中
心
で
あ
る
大
阪
に
お
い
て

産
学
協
肉
体
制
に
関
し
て
実
績
の
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
後
者
は
波
研

の
最
大
の
論
拠
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
つ
ぎ

の
よ
う
な
説
明
が
く
わ
え
ら
れ
、

し
か
も
詣
議
委
員
会
の
設
置
が
提
示
さ
れ
て
い

fこ

産
業
科
学
研
究
所
尚
議
委
員
会
ニ
鈎
ス
ル
件

文
部
省
直
結
諸
学
校
官
制
第
十
九
条
一
一
依
り
商
議
委
員
会
ヲ
設
ク
ル
学
校
ニ
ツ

キ
テ
見
ル
ニ
、
委
員
ト
シ
テ
多
ク
ハ
文
部
部
内
高
等
官
、
地
方
庁
又
ハ
公
共
団
体

ノ
代
表
者
、
地
方
有
力
者
等
ヲ
以
テ
組
識
シ
、
文
部
大
臣
ノ
諮
問
事
項
又
ハ
学
校

長
ニ
於
テ
必
妥
ト
認
ム
ル
事
項
マ
議
議
ス
ル
機
関
ナ
リ
、
仮
之
等
ノ
諸
校
一
一
於
一
ア
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ヱミ 10 版業科学研究所の組織

一一研究:JI:項S)Þ. 1隊員配促予定…… (x は兼任〉

1uf 究 lJ1j 所長 教J受助教授:]\務rrH' 助手 て五i二E3ラn寸u 投手 {liIl考
一一一一一一一一一一 ー一一ー

A 人 人 人 人 人 人

tf~ 1 ，~[í (物:rm学及~t ノ応用関係〕
9 9 18 
X5 X4 

がL~)4 t没|共!係
3 3 6 
X2 Xl 

市，tJ:~機N-j.mf1fV!ノ改良ニ以l スノL研究

i研24究!交正[.;主皮計他物ノ速度 iJUJ;.E等ニ|対スノ~ ~ 1 
Xl 

安全装i仕ニ関スノL研究

航空グ究8ifÿJ比幾及航空デイ ゼル問剣)([.:=.I刻ス、! 
ノレ iiJf

機体航空民力学sWプロベラノ研究
2 2 4 
Xl Xl 

航常兵昔話航空21機ノ銀政j ニ関スノレ研究

高lL~~1幾 jJ:~胴体~;~~をノ軽構造及其強ITツ研究

光学機+)~関係

粉信砕等I レンズノ試験法ニ IxJ スノレ íìlf '1l:7é ìl!i通 1 
Xl 

7Tf 君事 i笑!係

郁子附;Y[ÍÎjj!:. ニ関ス州究 ) l 
名手Eエンジン消71 決慌て宇ニ Ijl，J スノL研究 Xl 

無線通信関係

都…一一l1!t~ ~ðjt t~r~式決 iだニ i潟スノL研究 1 

夜、街通信逸話ニ|刻スノレ研究 Xl 

特殊電子公'ニ I jl，J スノL研究

機能IxJ係

鉛J妥 ffi5試験71; ニ|立l スノL研究

振動品[1];よじ法ニ IxJ スノL研究 1 
Xl 

|よi燃機l'Uìl@試験法ニ IxJ ス '~liWYt

余属材料 I)(J係

ヨ長以材料ノ物]写!とf:I'I~研究
1 
Xl 

~~~1L;採鋭;学関係

物J1flJ架鋭、ニ i刻スノL研究

採~1L; ニ i共j スノL研究
1 
Xl 

~鉱ニ|兵j スノHìlf5t:

?ft2{mC化学及Jt花、 )[l 関係〉
13 13 26 
X6 X7 

触媒関係

各混究合JN:.r業ニ伎HlスノL絞有数ナノ~lqrt，/l!t1、 1 

i�f Xl 

燃料品l係

新燃料ノ資源Jえ合成ニ i烈スノL研究
l 
Xl 

工業原料IxJ係

へンゾーノ" ，ナフタリン ~:9 ノ ilJ.i立ニ!日:].ス l 
ノqiJf究 Xl 

56 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



i曻f ヲモ 項 所長 教授助教授 ~Ji:'f労宵幼手 fI斗工三~G 投手 。m考

人

向分子有機化合物関係
人 人 人 人 人 人

天然及人造繊維ニ[I~J スノ~ iV l 究

人造ゴムニ IMJ スノL研究
l 
Xl 

〆、造樹脂ニ限j スノL研究

ゑ属材料関係

JlíS~!Ú IVJ[J二ニ以j スノHi) f ':íë

特殊合金分析法ニ|英j スノL研究
1 
Xl 

強力経合金耐蝕合金等ユ|立!スノL研究

耐熱性絶縁材料関係

マイカ及アスベス 1， /人造ニ関スノL研究) l 

特殊絶縁材料ニ関スノL研究 Xl 

il\\lmìlll関係

illlrl'Jirli /合成ニ IlAJ スノL研究 I 

不Z日!jfl， Y[i.質il\'J ì'lhlli ニ関スノL研究 Xl 

特殊硝子関係

光学iiìlj子ノ新材料ニ以i スノL研究 l 

安全硝子ニ限j スノL研究 Xl 

電気化学関係

電磁及者i電池ノ改良ニ|主i スノL研究
l 
Xl 

無機化学関係特殊問題

本邦開鉱産物究(秒鉄，貧鉄鉱〕ノ新利附ìtìニ スノレ研

陶磁法原料ノ精製法 1 

ハロゲンノ利Jfl j:羽進 グ
Xl 

加lTlJ気/採取等 グ

有機化学関係特別、lil/ Jill

感光部ニ IlAJ スノL研究

写1!~材料ユ IMJ スノレ研究

栄長1'fU ニ l主j スノL研究 2 2 4 

医薬爆薬jit瓦j訴等ニ|主!スノL研究 Xl Xl 

染料ニ関スノし研究

食品科学ニ関スノレ研究

物Jlg化学関係特殊問題

tfDJLJむfrlVJljニニ以j スノしiVf究

減)学作用ニ|苅スノL研究
1 
Xl 

爆発及燃焼ニ|見jスノし研究

1透 (1) 8 5 所1後長ハ布Il

メ，-，λ 
(1) 22 22 44 8 
X 11 Xll 
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d
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3 
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ハ
最
近
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開
ク
コ
ト
稀
ナ
ル

5 

5 
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総人n

一
ア
リ
。

金!/.込材料関係

雨、j ;l:'!\1>H色紋材料 1)[日系

ìlf，JrlhrliI対係

'fI1気化学関係

触船主i係

工業原料txJ係

応分 fイJ機化合物IYd 係

特殊i尚子関係

無機化学関係*-\':í珠山]JW

イ'f険化学関係特殊11 l]!W

物内化'学関係特殊11lJ足立
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余!dti;;J料関係

機船長Jj系

航空機関係

光学機械関係

:"(ý~!'ぞ関係

探鉱採旬、関係
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研究開始今三I~
〈郎内数合計〉

IIl'l干II14infl: 
{31 

IIR務115チ['-J~
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ト
」
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
ル
コ
ト
多
シ
。
カ
カ
ル
意
味
一
一
於
テ

58 

委
員
会
ハ
研
究
者
ト
実
際
家
ト
ノ
接
触
ヲ
図
ル
ベ
キ
最

モ
適
切
ナ
ル
機
関
ナ
リ
ト
ス
。

一
一
、
研
究
所
ニ
於
ケ
ル
研
究
ノ
成
果
ヲ
産
業
家
等
一
一
認
識

セ
シ
メ
、

ノ
利
用

シ
、
社
会
国
家
ニ
貢
献
セ

シ
ム
ル
ニ
ハ
、
研
究
者
ト
多
忙
ナ
ル
実
際
家
ト
ノ
述
絡

上
委
員
会
ノ
如
キ
機
関
ヲ
必
要
ナ
リ
ト
ス
。

こ
の
産
学
協
同
の

に
関
し
て
は
、
産
研
官
制
に
お

い
て
と
く
に

カ
条
'
Vご
」
の
い
泊
議
委
員
会
の
設
泣
お
よ
び

問
委
員
の
任
命
に
あ
て
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
例
が
既
存

の
帝
大
附
医
研
究
所
官
制
に
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
こ
の
条
項
は
産
研
が
産
業
界
主
導
型
の
間
開
設
研

究
所
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
真
島
や
八
木
、
そ
の
一
門
を

も
と
に
し
て
産
研
の
研
究
は
組
織
さ
れ
、
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
金
研
や
化
研

然
ル
ニ
産
業
科
学
研
究
所
ニ
設
ケ
ラ
ル
ベ
キ
商
議
委
員
会
ハ
本
研
究
所
ノ
卒
業
遂

裂
の
附
波
研
究
所
と
は
、

が
大
学
内
部
の
研
究
を
も
と
に
遂
次
組
織
の
拡
大
を
は
か
り
成
立
し
た

ま
っ
た
く
対
蹴
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

行
上
有
効
孔
適
切
ナ
ル
施
設
一
一
シ
テ
、
川
村
ニ
左
ノ
諸
点
一
一
於
テ
其
ノ
必
要
ヲa制
感

歳
業
界
の

別
協
会
が
多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
組
織
を
も
っ
機
関
と
し
て

O
の
よ
う
に
一
一
一
六
部
門
、
専
任
の
教
授
・
助
教
授
あ

ト
相
提
携
シ
テ
我
ガ
国
産
業
ノ
発
達
ヲ
図
ラ
ン
ガ
為
一
一

ハ
、
研
究
所
ノ
運
営
ハ
地
元
官
民
特
ニ
坂
神
産
業
界
ノ
有
力
者
ト
密
接
ナ
ル
聯

承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
炎

に
よ
っ
て
盟
腐
な
資
金
の
準
備
を
前
提
と
し
て
立
案
さ
れ
、
産

携
ノ
下
一
一
行
ハ
ル
ル
ヲ
嬰
シ
、
就
中
本
研
究
所
ノ
援
助
詞
体
タ
ル
財
団
法
人
産

で
あ
っ
た
〈
公
一
二
。

わ
せ
て
間
関
名
、
そ
し
て
五
カ
年
縦
続
事
業
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
案

業
科
学
研
究
協
会
ト
ノ
連
絡
上
コ
ノ
種
委
員
会
ノ

ヲ
必
要
ナ
リ
ト
ス
。

関
議
訪
議
さ
れ
た
産
併
の
官
制
制
定
な
ら
び
に
関
連
す
る
事
演
は
、

二
、
本
研
究
所
ノ
目
的
ト
ス
ル

一
須
要
ナ
ル
科
学
ノ
研
究
一
一
関
シ
テ
ハ
、
初

年
十
一
月
二
十
九
日
に
裁
可
を
得
て

究
者
ハ
実
際
家
ヨ
リ
諸
般
ノ
問
題
ノ
提
供
ヲ
受
ヶ
、
研
究
上
有
読
ナ
ル
「
ヒ
ン

JI日
和 i

1m 

十
日
に
そ
の
官
制
(
勅
令
一
一
一O
八
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は
す
)
は
公
布
さ
れ
た
。
官
悩
第
二
条
は
燦
研
を
「
自
然
ニ
閲
ス
ル
特
殊
事
明
日
一
シ

ア

一
須
嬰
ナ
ル
モ
ノ
ノ
基
礎
的
学
理
及
ソ
ノ
応
用
ノ
研
究
ヲ
掌
ル
」
も
の
と

し
て
い
た
こ
と
で
、
先
行
し
た
帝
大
閥
抗
研
究
所
と
共
通
し
た
内
谷
を
も
っ
て
い

た
。
帝
国
議
会
に
お
け
る
設
な
予
算
案
が
協
賛
さ
れ
て
か
ら
約
一
年
八
カ
月
後
に

産
併
は
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

3 

.
1
1日
し
ト
ト
ポ
川
内

工
%
引
ノ
L
v
rぺ
川

産
研
は
設
立
の
と
き
か
ら
当
初
計
闘
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、
庄
縮
さ
せ
ら
れ
て

発
足
し
た
。

し
か
し
、
初
年
度
の
昭
和
十
四
年
度
は
閣
議
誌
議
の

の
設
白
部

内
の
…
部
変
克
が
あ
っ
て
、
無
線
通
信
・
高
分
子
有
機
化
学
・
金
属
材
料
(
化
学

的
〉
と
な
っ
た
も
の
の
、
予
定
通
り
の
部
門
数
の
一
一
…
部
門
が
開
設
さ
れ
た
。
翌
十

五
年
度
は
遅
れ
て
十
六

J=l 

一
一
日
に
金
属
材
料
(
物
環
的
)
・
燃
料
・

一
部
門
が
増
設
さ
れ
(
劾
令
第
八
O
Z
Z

、
昭
和
十
六
年
度
に
関
し
て
は

同

ノ、

年

月

日
に
耐
熱
性
絶
縁
材
料
・
機
部
・
州
側
滑
油
の
三
部
門
が

哨
設
さ
れ
た
(
勅
令
第
一
二
O
六
号
)
。
閣
議
前
議
案
の
初
年
度
一
二
部
門
、
二
年

度
五
部
門
、
一
一
一
年
度
一
一
部
門
を
設
泣
し
て
い
く
業
と
比
べ
る
と
き
、
戦
争
の

w
w

特
で
計
一
間
と
現
実
のJ和
維
は
年
度
な
追
っ
て
著
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
期
に
な
る
と
事
態
は
い
ち
だ
ん
と
恕
化
し
、
部
門
の
増
設
は
中
断

さ
れ
た
。
つ
ま
り
昭
新
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
計
耐
を
改
め
、
光
学
機
械
・

原
料
・
有
機
化
学
関
係
特
殊
問
題
(
医
薬
爆
薬
滋
瓦
斯
、
食
品
化
学
)
の
部
門
の

設
位
を
希
望
し
、
第
七
七
議
会
で
は
こ
の
件
に
関
す
る
予
算
案
は
協
賛
を
得
た
も

の
の
、
明
良
抑
制
措
位
に
よ
り
官
舗
の
改
正
が
行
わ
れ
ず
、翌
十
八
年
度
に
な
る

と
こ
の
予
算
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

戦
局
の
い
っ
そ
う
の
緊
迫
に
よ
り
軍
事
技
術
の
振
興
が
は
か
ら
れ
、
昭
和
十
八

年
度
の
緊
急
白
途
と
し
て
第
二
予
備
金
支
出
に
よ
っ
て
極
超
短
波
関
係
の
ニ
部
門

が
増
設
さ
れ
た

G

同
時
に
音
響
関
係
一
部
門
が
昭
和
十
九
年
一
月
に
発
足
す
る
音

刑
判
川
科
学
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
再
編
は
昭
和
十
九
年
一
月
六
日
に
実
施
さ

れ
〈
勅
令
第
八
号
、
第
九
号
〉
、
産
研
は

。
部
門
と
な
り
、
こ
の
体
制
で
終
戦

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

産
研
は
官
制
上
は
講
ぃ
険
制
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
述
別
に
お
い
て
は
研
究
室
制

疫
を
採
用
し
て
い
た
。

の
研
究
員
は
原
則
と
し
て
阪
大
教
授
あ
る
い
は
助

教
授
を
充
て
て
い
た
。
終
戦
時
の
保
子
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
以
盛
期
と
も
い

え
る
昭
和
十
八
年
六
月
現
在
で
は
一
一
一
一
研
究
虫
、そ
れ
に
日
本
合
成
繊
続
協
会
大

阪
研
究
室
を
持
す
る
規
模
で
、
兼
任
明
究
員
を
合
め
て
所
属
人
民
は
二
二
八
名
と

い
う
州
内
科
で
あ
っ
た
。
研
究
項
引
は
広
範
協
で
研
究
員
の
所
鼠
は

6
 

っ
て
い
た
ハ
去
二

に
わ
た

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
政
研
は
産
研
協
会
の
援
助
を
得
る
こ
と
で
当
時
の
践
し

い
財
政
事
情
の
も
と
、
政
府
の
施
策
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
研
究
体
制
を
拡
充

で
き
た
。
昭
和
十
閤
年
八
月
四
日
付
で
産
研
準
備
委
員
長
の
真
島
利
行
は
産
研
協

会
に
対
し
て
、
先
に
述
べ
た
昭
和
十
四
年
度
設
備
費
不
足
補
充
六
・
五
万
円
と
と

も
に
、
初
年
度
設
位
が
見
送
ら
れ
た
燃
料
部
門
を
附
和
十
五
年
度
に
増
設
す
る
こ

と
を
予
定
し
、
そ
の
た
め
燃
料
化
学
研
究
特
別
設
備
校
二
O
万
円
の
支
出
を
姿
詰

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
燃
料
に
関
し
て
は
実
験
室
に
お
け
る
基
礎
研
究
に
く

わ
え
、
中
間
工
業
規
模
の
研
究
が
必
要
で
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ

l

法
の
研
究
者
堤
繁
を

陶
工
省
燃
料
研
究
所
よ
り
招
聴
し
、
液
体
燃
料
に
闘
す
る
一
述
の
研
究
を
実
施
し

大líR'ìÍí'I li!大学の )1到来59 
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E在業利学研究所の研究室の概況
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:1:要研究項目

i長j也知[ì皮に限lする研究

}1if ;ì~:波に関する研究

;!il r'í'i皮の生物的研究

必高周波に関する研究他

1f JJi19Bi辰吉詩及その応用

合金の書1\1膨燦に関する研究{也

金属分析の研究他

燦融合金の物J:!J!的研究{也

合金の腐蝕と防止法の研究他

クロム liilJIX.法の li]f究的

7'{ 

向

加
山
間
多
訟

特殊訴訟失の研究他

結晶1'1 材料の研究{也

金Ji]\}JI1工J1!!論の研究

金総理21ftの研究他

合成繊維の基礎的化合物の研究他

研究員研究家名

!尚j

幻自

'主l

j本〈詑〉

浅

~): 

1[1 

村

た
い
と
し
て
い
た
。
こ
の
依
頼
に
応
じ
て
特
別
設
備
伎
が
支
出
さ
れ
、
伺
十
四
年

六
月
阪
大
理
学
部
講
師
を
嘱
託
さ
れ
て
い
た
堤
は
同
年
十
月
兼
任
助
教
授
、

五
年
五
月
に
産
研
教
授
と
し
て
、
燃
料
部
門
の
官
制
公
布
の
前
に
着
任
し
た
。
ま

た
日
本
石
油
か
ら
は
吉
村
悌
治
を
研
究
嘱
託
と
し
て
拐
い
た
。
間
間
体
燃
料
に
関
し

て
は
工
学
部
の
存
坂
要
一
一
一
郎
が
兼
任
で
研
究
を
開
始
し
た
。

こ
の
昭
和
十
五
年
度
に
は
金
属
材
料
ハ
物
理
的
)
部
門
が
工
学
部
か
ら
凶
山
議

次
の
転
出
を
み
て
発
足
す
る
が
、

さ
ら
に
製
造
冶
金
部
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は

8 紡糸工程の Xâ~J~的研究他fL- 久

12 

9 

今
、u
r
h
v

仰i
r
'
a

ム
岡
、

d

1

1

 

合成繊維の~j~礎的研究

fJl;来有機化合物の研究他

生化学の研究他

新燃料の資源;及その合成の研究

計11日出こ1*1する研究
jili]f本燃料に限lする研究

7J(jl[，'資源の利用の研究他

r
i
l
lく
l
L

ゐ
斗
れ
い
も
、

I
8
8
5
a

臼
が

.1-出f

ft 坂

林 CíITí)

今、
/IT 

1-[1 
ノJ.:

中、I

ih 

ゴJ然ゴムの慕本J't守化学研究他

阪方資源の工業化学的研究

{f(C[物 ÝlflJ]旨の成分並に利mの研究他

食品化学の研究他

，、

δ 

軽金属に関する化学的研究

紡I111化学の実際的応用の研究

11殿町z化学に関する研究

ìl今 1. 氏名の IÎÎjの×川jは兼任を示す。 i~t、H型は九大教授， 'f~-Î武功、問mSI;t阪大名~;f教

J受。

2. j!lf lt~人目 l:t研究 tL ,illHliIí, IiJ f究以託， D)J]入ti\1Jr. ;;I IJ 子補，研究 rìlìDJJ，フ~!~6~

ìilìDJJ , j支郁I治L Ir誌の {ì;H で，応行'1'の人 n も合む。
行:f9�. ~'J)fi業 F ト学研究所 ifJi~iJì， Hパ f1J18{ド。
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久
保
田
鉄
工
所
社
長
久
保
凹
権
問
郎
が
鋳
物
に
関
す
る
研
究
を
希
望
し
た
、
し、

わ

ゆ
る
希
望
付
等
間
金
五

O
万
円
止
を
申
出
た
の
を
う
け
て
の
措
置
で
あ
る
。
支
任
者

研
究
の
た
め
の

と
し
て
九
大
工
学
部
か
ら
鋳
物
の
権
威
谷
村
棋
を
迎
え
、
小
規
模
な
ら
び
に
中
間

の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
十
六
年
度
に
は
上
記
の
製
造
冶
金
室
の
ほ
か
、
耐
熱
性
絶
縁
材
料
に
関
す

る

J部
門
の
た
め
に
舵
酸
塩
化
学
研
究
室
も
産
研
協
会
の
援
助
で
新
築
さ
れ
た
。
肢

酸
塩
化
学
研
究
軍
で
は
耐
酸
耐
ア
ル
カ
リ
強
力
磁
紫
、
い
わ
ゆ
る
斯
様
(
化
学
工
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業
用
材
)
、
各
種
人
造
研
削
砥
石
(
機
械
工
作
工
業
用
材
)
、
特
殊
耐
火
煉
瓦
(
治

金
工
業
用
材
)
、
高
周
波
絶
縁
材
(
有
線
無
線
通
信
工
梁
用
材
)
な
ど
の
製
造
研

究
が
青
武
雄
を
中
心
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。

」
の
昭
和
十
六
年
度
に
は
八
木
秀
次
を
代
表
者
に
し
て

1iJf 
協

に
対
し
て

「
国
防
通
信
研
究
費
」
が
市
中
諒
さ
れ
、十
立
カ
年
間
に
わ
た
り
毎
年
三
万
円
、

五
万
円
が
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
木
は
こ
の
特
別
研
究
費
支
出
申
請
に

あ
た
り
、
共
同
研
究
者
の
闘
部
金
治
郎
・
林
詑
雄
・
雄
山
平
一
一
一
郎
・
植
月
時
の
い

ず
れ
も
が
陸
軍
科
学
研
究
所
嘱
託
あ
る
い
は
海
軍
航
空
技
術
廠
賜
託
と
し
て
軍
事

研
究
に
関
与
し
て
い
る
う
え
、
研
究
貨
の
交
付
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
「
今

日
高
度
国
防
の
姿
望
せ
ら
れ
る
捺
、
産
業
科
学
研
究
所
に
於
て
協
力
に
よ
り
組
織

的
体
制
の
下
に
広
汎
民
深
遠
な
る
研
究
に
遇
進
す
る
こ
と
が
私
共
の
主
務
で
あ
る

と
考
へ
ま
す
い
と
、
そ
の
研
究
の
意
義
を
強
調
し
て
い
た
。

国
防
通
信
研
究
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
研
究
の
箪
事
化
は
い
っ
そ
う
強
ま
り
な
が

ら
、
政
府
支
出
研
究
費
は
圧
縮
さ
れ
、

そ
れ
を
代
瞥
す
る
役
割
が
産
研
協
会
に
は

課
せ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
度
の
三
部
門
増
設
に
関
す
る
官
制

公
布
は
年
度
末
の
十
六

一
月
二
十
四
日
に
な
っ
た
う
え
、
政
府
支
出
金
は
経
常

費
の
み
で
、
増
設
に
と
も
な
う
新
営
授
は
も
と
よ
り
設
備
費
も
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
。
昭
和
十
六
年
度
に
つ
い
て
も
陪
じ
で
、
官
制
公
布
は
年
末
の
十
六
年
十
二
月
、

政
府
支
出
は
経
常
費
の
み
で
あ
り
、
設
備
費
用
は
政
研
協
会
が
支
出
し
、
援
劫
し

R
-
o
 

ふ
れ

昭
和
十
七
年
度
に
は
研
究
部
門
の
哨
設
は
見
送
ら
れ
、
決
ま
っ
て
い
た
予
算
も

削
除
さ
れ
て
し
ま
う
が
、

そ
れ
に
先
だ
っ
て
昭
和
十
七
年
九
月
に
食
脳
科
学
部
門

担
当
者
と
し
て

回
二
郎
と
小
幡
甜
太
郎
は
産
研
所
員
と
し
て
招
聴
さ
れ
、
就
任

し
た
。
二
国
は
教
授
の
席
が
空
く
十
九
年
九
月
ま
で
研
究
員
と
し
て
、
小
綿
は
戦

後
の
二
十

年
二
月
に
北
大
に
転
出
す
る
ま
で
研
究
員
と
し
て
、
産
研
協
会
か
ら

給
与
の
支
給
を
う
け
た
。

以
上
の
よ
う
に
産
研
協
会
は
産
研
に
対
し
て
一
貫
し
て
資
金
援
助
を
あ
た
え
る

が
、
そ
れ
は
当
初
の
計
闘
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
附
和
十
五
年
五
月
の
産
研

協
会
理
事
会
は
「
研
究
所
ニ
対
ス
ル
協
会
ノ
助
成
金
ハ
特
別
研
究
経
段
目
一
対
シ
テ

交
付
ス
ル
ヲ
本
体
ト
シ
、
設
備
技
及
経
常
四
一
一
ツ
イ
テ
ハ
闘
庫
ヨ
リ
支
出
ス
ル
ヲ

建
前
ト
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
後
研
究
所
側
一
一
於
テ
政
府
予
算
一
一
研
究

所
貨
が
十
分
ニ
計
上
サ
レ
ル
様
、
極
力
努
力
ス
ル
コ
ト
」
を
求
め
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
志
向
も
戦
局
の
緊
迫
化
で
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
す
で
に

見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
十
九
年
七
月
の
産
研
協
会
理
事
会
で
は
、

有
機
化
学
研
究
窓
火
災
復
旧
費
一
O
万
円
の
支
出
を
認
め
る
が
、
そ
の
席
で
理
事

長
十
什
間
俊
之
助
は
「
協
会
資
金
一
漸
次
減
少
ヲ
米
シ
ッ
、
ァ
ル
エ
鑑
ミ
、
一
治
資
金
募

集
ニ
ツ
キ
役
員
各
位
ニ
於
カ
レ
テ
モ
御
尽
力
ヲ
乞
ブ
一
旨
の
希
望
を
表
明
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
文
書
を
欠
く
が
、
昭
和
十
八

年
度
ま
で
の
産
研
協
会
の
支
出
総
計
は
約
二
四

O
万
円
に
達
し
て
い
る
(
表
ご
一
一
〉
。

昭
和
十
九
年
度
に
も
従
来
同
様
の
支
出
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
と
、
産
研
協
会
の

支
出
総
額
は
一
一
一
O
O
万
円
近
く
に
な
る
と
思
わ
れ
、
物
仰
の
高
騰
を
考
慮
す
る
と
、

そ
の
基
金
は
十
分
と
い
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

他
方
、
産
研
は
設
立
当
初
の
産
業
界
の
期
待
に
応
じ
た
研
究
活
動
の
展
開
に
努

め
、
そ
の
得
ら
れ
た
成
果
は
代
表
的
に
は
特
許
出
願
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
た

(
表
一
凶
〉
。
成
果
の
工
業
化
に
つ
い
て
も
、
附
和
十
八
年
十
一
月
八
日
に
堤
研
究

室
の
研
究
結
果
の
実
施
に
つ
い
て
政
研
協
会
と
日
本
抑
発
油
と
の
あ
い
だ
で
契
約 大阪潟I~I大年:の形}求61 
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表13 B主主菜料今史研究所の創設・拡充波研究費支IU (lIB 5fIJ1 3~ 18年度〉

13年度 14{1三 IJf 15ij:三)支 16年度 17'<[0皮 18年IJ[

政府支出 250, 000p:j 205， 480円 105 ， 268内 176, 844[JJ 222, 73WJ 279， 510円 1 ， 239， 8341弓

土地購入費 250, 000 。 。 。 。 。 250, 000 

建物新'ìi~~~ 。 50, 000 。 。 。 。 50, 000 

設{l1I! !{~ 。 100, 000 。 。 。 。 100, 000 

líJf ラi't; !{~ 。 55, 480 105, 268 176, 844 222, 732 279, 510 839, 834 

路傍協会支出 428, 845 459, 573 372, 000 566, 000 310, 000 276, 000 2, 412, 418 

建物新'ìiS;g当 240, 000 。 。 。 。 。 240, 000 

設{Jifì g~ 33, 000 150, 000 。 。 。 。 183, 000 

土地購入費 155, 845 151, 573 。 。 。 。 307, 418 

建築資 。 。 85, 000 65, 000 110, 000 30, 000 290, 000 

設備費 。 65, 000 170, 000 270, 000 。 。 305, 000 

W!i5JIJ研究費 。 90, 000 110, 000 110, 000 110, 000 150, 000 570, 000 

金l長材料研究投 。 。 。 。 。 6, 000 6, 000 

~i首長養成~l] 。 3, 000 7, 000 10, 000 10, 000 10, 000 40, 000 

会館設備校 。 。 。 30, 000 。 。 30, 000 

製造冶金研究費 。 。 。 51, 000 30, 000 50, 000 151 , 000 

I'EIIVî電気通信研究~l] 。 。 。 30, 000 30, 000 30, 000 90, 000 

呉羽紡績~t予約 93, 600 。 。 100, 000 。 。 193, 6000 
一一一一…

メ仁〉1 772, 445 665, 053 477, 268 842, 844 532, 732 555, 510 3, 845, 852 

防庁[. ~í1{iNfに以]する'tttH。

表14 皮主義科学研究所所長I1:l tWi~I ，'i(;!1 (1I{1平1117 1['.jJID

名 称 氏 名

鉄鋼にアノレミニウムを被君主:せしむる方法 高橋 �1'j Uß'frl13{j三 No.136173

倣プミドよりニトリノレの製造法 行j 、江j 1沢玲 俊氏 炎介 H白'fIH7Sr No.151032 

合成樹脂製造法 付 jZ3 俊介 IIß手II1 Mlニ限 No.4812 

アノレコオキシプヂボニトリノL及 /5- カルボオキシアジピン
自主製造法 村 liß 俊介 1111平rl1Mr:1綴 No.8119

二t'i~~主滋ヂアミン泡の m合法 村総俊介 11百平1116今 m~'l NO.9848 

越'f'j'ìbたの発生装 Il~t 大]i，!É 野~U 11，白羽11MドV，ü'f No. 5545 

}l:N高周波 1 ，， 1 路 !判 r'fl~ 金治郎; 11~1fn1MF-阪 No. 126362 

特殊波jlJJ辰動発~f:.及びよ目前i\~~- 十本 訟 kíf 11白羽 117{下野f No.3706 

4- クローノレー1 ヂLチ ノv プミノベンタンの製法 十i 1', J官í /((1 昭和17年~~j No.11146 

特殊混合体製造法 向指5 、11'; |昭和 17年限 No.11229

ガス状オレフィン系炭化水家主どi[(合せしむるガi1; J;!t 繁 H自和17年@l No.17398 

活性 1':1 二ガl:lこ依りガス状オレアィン系炭化水素をÆ合せし
むる法 ~ 繁 昭和17~r~;lièj No.7411 

社i汚Î. I! p[，'事Hこ Ijl\ずる 'tt1éH。
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が
結
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
特
許
僚
に
開
削
し
て
の
取
得
や
突
絡
な
ど
の
詳
し
い
資

料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

産
研
の

は
波
大
設
立
運
動
の
完
結
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
位
慌
づ
け
ら
れ

ょ
う
。

つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
科
学
研
究
を
基
礎
に
し
た
新
し
い
産

業
の
展
開
で
産
業
構
造
が
変
化
し
て
い
く
情
況
の
も
と
で
、
大
阪
産
業
界
の
地
機

沈
下
を
察
知
し
、

そ
の
再
生
・
更
新
政
策
の
一
つ
と
し
て
帝
大
設
誼
が
希
望
さ
れ
、

運
動
は
産
業
界
の
た
め
の
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
理
学
部
設
配
を
ま
ず
突
現
し
、

つ
づ
い
て
研
究
機
関
と
し
て
産
研
を
設
立
す
る
こ
と
で
、そ
の
制
度
的
な
完
結
を

み
ぜ
た
と
い
え
る
。
政
研
は
、
阪
大
が
大
阪
医
大
の
首
脳
者
を
帖
に
し
た
運
動
で

設
立
さ
れ
た
の
と
は
対
蹴
的
に
、
大
阪
産
業
界
の
主
導
の
も
と
に
資
金
調
達
や
計

同
の
立
案
が
進
め
ら
れ
、
実
現
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
，
援

業
界
の
期
待
に
応
じ
て
機
能
す
る
実
態
あ
る
も
の
に
整
備
し
て
い
く
過
程
で
は
、

第
二
次
大
戦
の
た
め
に
当
初
の
立
凶
が
迷
成
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
多
く
の
諜

題
が
残
さ
れ
た
と
は
い
え
、
産
研
の
設
立
と
本
梁
民
間
は
産
学
協
同
体
制
の
一
つ

の
典
型
を
つ
く
り
だ
す
、
最
初
の
体
系
的
で
貴
重
な
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

甑
大
の
創
設
は
大
阪
産
業
界
か
ら
だ
さ
れ
た
強
い
希
望
を
背
景
に
し
て
実
現
し

た
こ
と
で
、
既
存
の
帝
大
が
政
府
主
導
で
設
閉
山
さ
れ
た
の
と
は
、そ
の
設
立
趣
旨

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
設
立
さ
れ
た
名
大
も
、
こ
の
阪
大
設
立
の
延

一
長
上
に
お
い
て
実
現
し
た
こ
と
で
、説
大
設
立
が
一
つ
の
画
期
を
つ
く
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
阪
大
創
設
に
お
け
る
小
心
課
題
は
理
学
部
の

で
あ
っ
て
、
産
業
界
が
要
請
す
る
基
礎
的
理
化
学
の
研
究
に
応
じ
た
こ
と
で
代
表

的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た

へ
の
転
換
を
い
ち

先
取
り
し
て
具
体
化
し
た
試
み
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
設
立
運
動
の
発
端
と
展
開
の
過
程
を
検
討
す
る
と
、
第
一
次
大

戦
を
契
機
に
し
て
生
れ
た
基
礎
科
学
を
震
祝
し
た
研
究
体
制
の
構
築
や
教
育
機
関

の
弘
充
、
さ
ら
に
は
産
学
協
同
体
制
の
進
肢
と
い
っ
た
流
れ
の
う
え
に
、
こ
れ
ら

を
統
合
し
た
と
こ
ろ
に
阪
大
の
設
立
は
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、

後
発
帝
大
・
学
部
の

に
さ
い
し
て
採
ら
れ
た
地
元
什
治
体
の
誘
致
建
議
案
の

可
決
や
そ
の
創
設
費
の
地
元
負
担
と
い
う
、
明
治
則
以
来
の
伝
統
的
な
手
法
が
遊

守
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
阪
大
は
き
わ
め
て
伝
統
的
・
保
守
的
な
枠
組
み

円
ノ
、
ム
ミ
む
、
好
し
、

d
f

治

v

て
4
1
L

の
俗
大
と
し
て
餅
設
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

産
業
の
発
肢
を
基
礎
的
科
学
研
究
の
振
興
に
求
め
た
大
阪
成
業
界
は
、
つ
ダ
」
に

は
阪
大
附
置
産
業
科
学
研
究
所
の
設
践
を
要
請
し
、
こ
れ
ま
た
先
例
に
倣
う
こ
と

で
実
現
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
、
金
研
や
化
研
と
は
災
な
り
、
産
業
界
が
一
致
し
て

こ
の
産
研
創
立
の
た
め
に
運
動
し
、
そ
の
創
設
問
や
研
究
出
成
・
奨
励
政
を
準
備

し
、
供
給
す
る
一
方
、
研
究
成
果
の
工
業
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
財
団
法
人
産

業
科
学
研
究
協
会
を
設
配
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
理
学
部
な
ど
の
各

学
部
は
基
礎
的
な
学
理
研
究
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
人
材
の
養
成
お
よ
び

0

ア
ー
ル

機
関
と
し
て
位
院
づ
け
ら
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
附
託
研
究
機
関
は
こ
れ
ら
学
部
と

の
連
指
の
も
と
に
基
礎
的
学
理
と
そ
の
応
用
の
研
究
を
実
施
す
る
機
関
と
さ
れ
た
。

し
か
も
こ
の
問
問
研
究
機
関
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
大
学
と
産
業
界
は
財
団
法
人
法

研
協
会
を
媒
介
に
し
て
、
産
学
協
同
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
以
上
の
よ
う
に
し
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て
、
新
し
い
型
の
大
学
と
し
て
の
阪
大
は
、
そ
の
創
設
に
は
じ
ま
り
産
研
の
設
置

に
よ
っ
て
、
制
度
的
な
整
備
を
一
段
落
さ
せ
て
い
る
。

設
置
さ
れ
た
産
研
は
、
五
カ
年
継
続
事
業
に
よ
っ
て
当
初
計
闘
の
完
成
を
は
か

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
展
開
を
契
機
会
つ
け
た
内
外
の
情
勢
は
大
平
洋
戦
争

の
勃
発
・
拡
大
と
な
り
、
政
研
の
諸
計
闘
を
大
脂
に
縮
小
・
修
正
さ
せ
た
。
理
学

部
に
お
け
る
基
礎
的
研
究
や
人
材
養
成
に
は
長
期
の
歳
月
が
必
要
と
さ
れ
る
。
問

究
が
成
果
、
を
生
み
だ
し
、
産
業
界
の
期
待
に
応
じ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、い
っ
そ

う
長
い
期
間
を
必
要
と
す
る
。
阪
大
設
立
に
さ
い
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
人
材
養

成
や
研
究
成
果
な
ど
の
諸
事
項
は
、
本
稿
の
対
象
と
し
た
第
二
次
大
戦
終
了
間
閣
に

は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
阪
大
は
文
系
を
含
め
た
総
合
大
学
と
し

て
成
立
を
み
た
と
は
い
え
、
当
初
の
目
標
は
な
お
も
今
日
の
課
題
と
し
て
存
続
し

つ
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

訟
と
文
献

阪
大
の
設
史
を
科
学
技
術
史
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
定
要
論
文
と
し
て
は
、
そ
の
山
川
辺
部

を
も
含
め
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
著
作
の
文
献
鈎
濯
が
十
分

で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

広
道
徹
「
日
本
の
大
学
の
m
学
部
ー
そ
の
科
学
社
会
史
的
側
関
」
、
明
肉
然
、
』
、
一
九
六

五
年
去
月
号
、
九
二
i

一
一
一
頁
。
の
ち
広
屯
徹
『
近
代
科
学
再
考
』
、
朝
日
新
開
校
、

一
九
七
九
年
、
一
七
九i
一
一
一
一
一
五
頁
に
収
録
。

広
滋
…
微
「
文
化
統
制
と
科
学
振
興
」
、
日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
常
技
術
史
大
系
い
、

通
史
問
、
第
一
法
規
、
一
九
六
六
年
、
…
四
五
賞
以
下
。

悶
立
教
育
研
究
所
一
縦
・
刊
吋
日
本
近
代
教
育
一O
O
年
山
丘
、
第
五
巻
、
一
九
じ
聞
作
、

四
四
二
l

凶
間
一
一
一
真
。

山
崎
正
勝
「
大
絞
帝
大
創
設
を
契
機
と
す
る
燃
化
学
振
興
」
、
『
科
学
史
研
究
』
、
豆
、

第
…
九
号
、
一
九
八
O
年
、
一
円
O
l
一
四
七
頁
。

一
阪
大
設
立
迷
動

。
高
梨
光
司
吋
佐
々
タ
愛
彦
先
生
伝
』
、
佐
多
愛
彦
先
生
十
日
時
間
引
力
祝
賀
記
念
七
業
会
、

w
m

和
十
五
年
、
一
ニ
間
一
真
。

わ
山
川
布
、
一
一
一
気
中
ハ

J
J

一
一
六
一
頁
。

の
問
布
、
…
…
一
六
九
i

一
一
一
七
O
真
。

の
防
団
悶
比
政
次
述
、
高
見
健
一
編
語
口
が
半
生b
、
木
村
宇
一
郎
、
火
正
六
年
、
一
入
賞
。

め
尚
右
、
一
九
賞
。

め
考
察
に
あ
た
っ
て
比
絞
の
対
象
と
し
た
の
は
内
地
の
帝
悶
大
ネ
に
限
っ
た
。
各
火
学

の
経
ゅ
ん
は
つ
ぎ
の
刊
行
物
に
依
っ
た
。

吋
東
京
中
常
国
大
学
五
十
年
史
円
上
、
下
、
昭
和
七
年
。

叶
東
京'
M
W
悶
大
学
学
術
大
観
』
、
用
学
部
・
東
京
天
文
台
・
地
炭
研
究
所
、
工
学
郎
・

航
空
研
究
所
、
医
学
部
・
伝
染
病
研
究
所
・
段
学
部
、
昭
和
十
七
年
。

吋
来
店
大
学
百
年
史
』
、
通
史1
、
通
史
2

、
資
料
l

、
昭
和
五
十
九
i

六
十
年
。

守
旧
小
部
帝
悶
大
学
巾
会
、
昭
和
十
八
年
。

『
京
都
大
学
七
十
年
山
丘
、
昭
和
四
十
二
年
。

『
東
北
大
学
五
十
年
史
b
、
ト
ム
、
下
、
昭
和
一
一
一
イ
一
点
年
。

吋
九
州
大
学
五
十
年
史
』
、
通
史
、
学
術
史
上
巻
、
円
子
術
史
子
巻
、
昭
和
間
十
二
年
。

吋
創
袋
五
十
年
記
念
北
海
道
管
国
大
学
沿
革
史
b
、
大
正
十
五
年
。

吋
北
海
道
大
学
創
法
八
十
年
史
』
、
昭
和
四
十
年
。

吋
北
大
百
年
山
丘
、
通
説
、
一
九
八
二
年
、
部
局
史
、
一
九
八O
年
。

商
尾
幾
治
一
総
力
人
阪
帝
国
大
学
創
立
史b、
感
済
問
、
昭
和
十
年
。

句
大
阪
大
学
二
十
五
年
刊
一
位
、
昭
和
三
十
一
年
。

叫
大
阪
大
学
双
十
年
史
』
、
通
史
、
一
九
八
五
年
、
部
局
史
、
一
九
八
三
年
。

渋
沢
一
川
治
『
五
十
年
初
の
聞
阪
』
、
渋
沢
先
生
著
書
出
版
事
業
会
、
昭
和
二
十
八
年
0

2
2
問
屋
大
学
医
学
郎
九
十
年
史
』
、
昭
和
三
十
六
年
。

『
名
古
屋
大
学
期
学v
d山
二
十
五
年
小
史
』
、
昭
和
問
十
二
年
。

り
コ
口
ル
都
e物
関
大
学
創
立
計
耐
ニ
関
ス
ル
説
家
」
、
明
牧
野
伸
顕
関
係
文
引
…u
h
m
立
同
会

図
書
館
歳
。

幻
刃
別
基
去
十
年
記
念
北
海
道
'
常
国
大
学
沿
本
小
命
、
二
ハ
ム
ハ
真
。

わ
帯
同
礼
之
助
編
・
刊
空
向
河
虎
之
幼
君
伝
』
、
昭
和
二
十
八
年
、
九
一
頁
。

m
w「
悶
民
科
学
研
究
所
設
点
趣
立
母
」
、
吋
批
判
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
、
第
四
七
巻
、
問
刊
行

会
、
昭
和
三
十
八
年
、
ム
ハ
頁
に
収
録
、
お
よ
び
「
山
内
化
苧
研
究
所
ノ
事
業
ト
産
業
界
」
、

向
上
、
一
九
六
頁
に
収
録
。

同
恕
化
学
研
究
所
編
・
刊
叶
研
究
二
十
去
年
同
昭
和
十
七
年
、
双
九

i

ム
ハ

叫
叶
九
州
火
学
五
十
年
小
今
、
通
史
、
間
二
五
氏
。
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14)13) 

『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道z品
川
悶
大
学
、
沿
革
史
』
、
一
八
七
頁
。

前
掲
の
各
大
学
史
な
ら
び
に
つ
ぎ
の
刊
行
物
止
を
参
照
。

吋
聖
書
悶
大
学
航
句
研
究
所
事
業
一
岳
、
大
正
十
五
年
、
昭
和
四
年
な
ど
。

『
東
北
帝
国
大
学
問
州
民
鉄
鋼
研
究
所
説
明
概
要
同
、
火
正
十
…
年
、
『
東
北
常
国
大
学

金
属
材
料
研
究
所
要
件
誌
、
昭
和
十
年
、
東
北
大
学
金
印
刷
材
料
研
究
所
創
立
五
十
間
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
縦
-
m

『
金
研
五
十
年
』
、
昭
和
四
十
一
年
な
ど
。

『
京
都
'
M
W
悶
大
学
化
学
研
究
所
要
覧
b、
昭
和
八
年
な
ど
。

川
山
『
佐
多
愛
彦
先
生
伝
』
、
五

O
四
一
氏
。

小
川
向
潟
、
五
一
九
頁
。

山
川
『
通
常
大
阪
府
会
特
別
予
算
委
員
会
速
記
録
』
、
第
…
分
、
大
正
十
問
年
十
二
月
十
問

日
、
二
じ
二
i

一
一
七
三
頁
。

川
町
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
同
第
七
号
、
大
正
十
四
年
十
二
月
十
八
日
、
二
八
八

J
二

九
一
一
一
頁
。

問
弁
ト
)
土
口
次
郎
「
大
阪
綜
合
大
学
論
」
、
主
人
大
阪
』
、
第
…
一
一
巻
、
第
一
一
一
サ
、
昭
和
二
年

三
月
、
凶
九
l

五
O
叉
。

州
開
一
「
市
立
大
学
に
就
て
」
、
日
川
右
誌
、
第
三
巻
、
第
五
号
、
昭
和
二
年
五
月
、
四

i

一
一
…
一
文
。

川
『
通
常
大
阪
府
会
速
記
録
』
、
第
一
一
号
、
昭
和
‘
云
時
十
二
月
十
九
日
、
一
一
一
七
六

l
一
一
一

七
九
頁
o

m
『
通
常
大
絞
附
会
速
記
録
』
、
第
二
一
一
号
、
昭
和
問
年
十
二
月
十
八
日
、
四
八
開
j
凶

八
六
r
m
A
o

め
通
産
省
編
(
鎌
谷
級
品
川
町
一
日
執
策
〉
『
潟
工
政
策
史
同
第
二
一
一
巻
、
工
業
技
術
、
問
刊
行

会
、
昭
和
五
十
四
年
、
一
一
一
五
二
支
。

的
速
度
省
一
糊
(
土
民
花
雄
執
筆
〉
『
商
工
政
策
史
』
、
第
四
巻
、
反
姿
調
究
会
、
昭
和
一
一
一

十
六
年
、
一
一
一
O
七
資
。

均
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
、
通
史
朗
、
一
五
一

i

…
六
四
災
。

山
内
た
と
え
ば
主
人
大
阪
』
、
第
三
巻
、
第
一
一
一
号
の
関
係
記
事
参
照
の
こ
と
。
ま
た
前
掲

の
大
阪
府
会
の
建
議
案
を
も
参
印
刷
…
の
こ
と
。

的
関
段
詑
士
口
…
山
川
吋
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
、
第
九
巻
、
詑
吟
社
、
昭
和
十
四
年
、

七
O
二
l

じ

O
一
一
…
京
、
七
一
O
、
七
二
ハ
真
。

的
「
界
的
伶
問
題
経
過
報
告
」
、
『
大
阪
工
業
倶
楽
部
』
、
第
凹
六
号
、
大
正
十
二
年
三
月
、

二
八
i

一
一
一
O
頁
、
「
工
業
教
育
は
満
足
の
状
態
だ
」
、
向
上
、
第
一O
五
号
、
昭
和
三
年

二
月
、
一
五
J

二
ハ
ヤ
具
、
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ア
・
パ
ニ
ッ
ク
」
、
問
号
、
一
六

1

一
七
頁
、

勝
野
井
生
「
母
校
昇
絡
笑
現
に
捺
し
て
」
、
同
上
、
第
一
O
六
号
、
昭
和
三
年
三
月
、

八
l

一
一
一
文
な
ど
参
照
。

仙
川
『
大
阪
ム
ザ
悶
大
学
創
立
巾
命
、
一
一
…
…
了
二
間
賞
。

川
町
浅
間
品
川
一
一
一
郎
「
大
阪
大
学
股
学
郎
創
立
当
時
の
思
出
」
〈
タ
イ
ブ
印
刷
)
、

年
十
月
。

二
阪
大
設
立
と
迎
学
部

。
鎌
谷
組
山
品
川
「
悶
家
の
技
術
政
策
と
試
験
研
究
機
関
i

同
点
大
阪
工
業
試
験
所
の
設

位
」
、
『
技
術
と
文
明
』
、
第
二
巻
、
第
一
号
、
一
九
八

O
年
九
月
、
六
九
i

七
二
氏
。

め
以
下
に
お
け
る
倒
木
、
此
太
郎
等
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
『
大
阪
市
川
悶
大
学
創
立
史
』
、

一
二
七
八l
…
一
一
九
一
双
、
お
よ
び
問
時
期
の
新
間
記
事
参
照
。
煩
維
さ
を
避
け
る
た
め
に

出
所
を
掲
げ
な
い
。

め
門
大
阪
帝
国
大
学
創
立
山
丘
、
二
関
j

二
五
叉
。
な
お
、
治
初
計
酬
の
こ
れ
ら
の
数
字

は
昭
和
六
年
一
一
…
月
頃
に
配
布
さ
れ
た
「
大
阪
帝
悶
大
尚
子
創
設
ニ
関
ス
ル
資
料
」
、
向
上

書
、
七
七
i

七
九
頁
に
よ
る
と
、
川
以
地
ニ
、0
0
0
ん
が
川
町
、
山
な
附

A
1…
八
五
万
円
と
改

訂
さ
れ
て
い
る
。

最
終
的
に
、
街
路
に
納
入
し
た
の
は
寄
附
金
一
八
五
万
円
、
不
動
産
と
し
て
大
級
医

大
の
用
地
と
建
物
、
側
絡
に
し
て
各
々
問
九
九
・
六
万
円
と
間
六
六
、
六
万
円
、
計
九

六
六
・
一
万
円
で
あ
っ
た
。
吋
大
阪
大
学
五
十
年
史
』
、
通
史
、
一
二OJ
一
一
二
頁
。

の
『
北
大
百
年
史
同
部
局
史
、
問
問
一

J

問
問
一
一
一
f氏
。

\
ノ
ん

H
a
u
u
k
h
\ノ
、
く
刀
口
川
O

μ
、
コd
A

日
υ
i
i

、
コ
J
y
L
2
υ
4

の
『
大
奴

a帝
沼
凶
大
尚
学
予
剖
創
別
ん
丘
斗
小
史

~
G
』h、
一
コ
三
ニ
一
ハ

O〉l
三
二
頁
。

η

日
火
附
平
太
郎
吋
随
筆
』
、
改
造
社
、
昭
和
十
…
伴
、
間
去
二
、
問
問
六
十
氏
。

め
仁
田
市
刀
『
流
れ
の
中
に
i

一
科
学
者
の
日
間
川uh
、
東
京
化
学
問
人
、
一
九
七
三
年
、

二
じ
三
頁
o

mリ
司
東
北
大
学
五
十
年
先
』
、
上
、
九
三
五
l

九
一
一
…
八
叉
。

同
列
島
利
行
「
我
生
注
の
問
一
似
」
、
『
化
学
の
領
域
』
、
第
八
巻
、
昭
和
二
十
九
年
、
の

ち
赤
痢
凶
郊
一
総
・
刊
叫
ト
リ
パ
島
利
行
先
生

i

泣
稿
と
追
憶
l
h
、
昭
和
問
十
五
年
、
一
7
t
m悶

札
口
ミ
こ
文
一
議
。

一
ノ
〕

Y
H
A
i

川
伏
見
康
治
「
溺
池
正
士
先
生
略
服
」
、
菊
池
記
念
事
業
会
一
編
集
委
円
以
会
縦
・
内
吋
菊
池

恋
士
業
絞
と
追
刊
州
立
、
…
九
七
八
年
、
一
O
八
叉
。

な
お
、
長
問
に
よ
る
人
市
引
に
関
し
て
は
板
倉
型
笠
・
木
村
東
作
・
八
木
江
成
『
長
川
川

半
太
郎
伝
』
、
朝
日
新
聞
社
、
m
m和
四
十
八
年
、
五
四
九
J

五
五
八
文
。

山
川
パ
ハ
島
(
利
行
)
潔
学
部
長
「
式
静
」
、
力
〈
阪
帝
悶
大
学
医
学
部
学
友
会
会
報
』
、
昭

和
九
年
八
月
十
況
日
、
十
一
一
一
一
氏
。

m
w「
京
都
帝
由
大
学
創
立
計
画
エ
関
ス
ル
話
出
合
、
明
牧
野
仲
間
似
関
係
文

3
h
o

九
人
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山
内
円
九
州
大
学
五
十
年
史
』
、
学
術
史
下
巻
、
八

j

九
一
瓦
、
通
史
、
間
二
九
五
。

同
渋
沢
一
万
治
「
名
古
段
大
学
創
設
私
記
」
、
円
五
十
年
間
の
間
磁
』
、
六
一
一
一

J

六
閉
廷
。

同
昭
和
一
七
年
六
月
に
地
質
鉱
物
学
科
・
応
用
物
刑
法
学
科
・
生
物
学
科
の
設
佐
古
昭
和

十
八
年
皮
に
中
前
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
昭
和
十
八
年
早
々
に
作
成
し
た
昭
和
十
九

年
度
申
請
案
に
よ
る
と
、
生
物
学
科
〈
双
講
座
〉
、
応
用
物
刷
出
尚
子
科
、
の
ち
に
物
性
学

科
〈
六
議
肢
)
、
地
質
鉱
物
学
科
(
五
講
座
〉
の
設
授
が
予
鉱
山
系
と
と
も
に
作
成
さ
れ

て
い
る
。
「
概
算
要
求
事
項
調
」
、
阪
大
成
。

的
斉
藤
報
恩
会
編
・
刊
『
事
業
年
報
』
、
第
一
一
山
(
大
正
士
了
十
三
年
度
)
、
大
正
十

四
年
、
以
降
の
同
年
川
械
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
『
東
北
大
学
五
十
年
巾
んb、
上
、
二
瓦

九
i

二
六
一
一
…
頁
も
み
よ
。

川
川
『
塩
見
期
化
学
研
究
所
姿
覧
』
、
同
研
究
所
、
大
正
十
五
年
、
昭
和
六
年
、
昭
和
十
七

年
初
訂
の
各
年
次
刊
行
。

助
長
岡
半
太
郎
「
一
一
…
学
部
成
虫
式
刷
出
学
部
務
成
式
式
辞
」
、
町
大
波
情
悶
大
学
医
学
部
学

友
会
会
報
』
、
昭
和
九
年
八
月
十
五
日
、
一
二
氏
。
前
掲
『
随
準
』
に
収
録
、
問
O
七

九
久
。

問
『
財
団
法
人
谷
口
工
業
奨
励
会
要
覧
』
同
会
、
昭
和
二
十
九
年
、
九
頁
。
以
下
の
谷

同
工
業
奨
励
会
に
関
す
る
記
述
は
本
当
に
よ
る
。

判
前
出
注
問
。
ま
た
小
倉
金
之
助
『
数
学
者
の
凶
州
立
、
河
出

3
…
胸
中
巾
民
文
郎
、
昭
和

二
十
六
年
、
と
く
に
同
公
M

一
品
一
t

一
一
六
、
二
ハ
O
l
二
ハ
一
一
一
、
一
八
一
l

一
八
二

頁
を
参
照
の
こ
と
。

初
繊
維
科
学
研
究
所
編
・
刊
吋
治
不
ゅ
ん
』
ハ
ガ
リ
版
〉
、
昭
和
イ
七
年
、
お
よ
び
「
財
問

法
人
繊
維
科
学
研
究
所
設
立
趨
怠
没
」
(
手
合
き
W
H
Y
-い
ず
れ
も
財
防
法
人
高
分
子
科

学
研
究
所
歳
。

川
山
『
日
本
学
術
振
興
会
年
初
相

b
、
第
二
号
、
昭
和
十
年
、
問
頁
、
第
一
二
号
、
昭
和
十
一
年
、

一
間
頁
、
第
一
O
号
、
昭
和
十
八
年
、
…
一
二
)
二
一
一
一
一
京
、
お
よ
び
「
事
業
卯
抑
止
巴

〈
手
書
き
M
3、
財
団
法
人
災
怒
科
学
研
究
所
版
。

…
一
一
波
薬
科
学
研
究
所

。
浅
田
敏
市
編
主
人
阪
仁
薬
会
一
ム
十
年
山
丘
、
同
会
、
昭
和
一
二
十
九
年
、
-
一
八
六
i
-

…

八
七
真
。

の
「
行
ハ
弘
何
日Jば
」
(
写
)
、
阪
大
成
。

め
庶
民
附
半
太
郎
内
槌
議
い
、
問
。
七
文
。

心
リ
「
産
業
科
学
研
究
所
四
十
年
の
渉
み
」
、
町
大
阪
大
学
史
紀
姿
』
、
第
二
号
、
昭
和
五
十

ノ
」
ロ
「
、

T
L
L
}
I
L
\
J
T

之

，

t
h
叶
一

/
J
ノ
、
{
J
j
f
L
V
よ

れ
り
明
東
北
大
学
双
十
年
史
』
、
下
、
:
ご
九
K
l

一
開
閉
じ
京
、
お
よ
び
叫
金
研
五
十

何
十
円
…l
r
一
間
一
氏
。

の
叫
ん
ぷ
都
帝
国
大
学
化
学
研
究
所
要
覧
』
、
昭
和
十
八
年
、
と
く
に
問
書
、
七
六
1

八
一

京
、
お
よ
び
『
京
都
帝
国
大
学
巾
会
、
…
一
一
一
一
一
一

J

一
二
五
七
十
氏
。

η

以
下
は
財
悶
別
法
人
注
業
科
学
研
究
協
会
に
関
す
る
資
料
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
の
関
係

資
料
や
協
会
刊
行
の
独
立
資
料
は
注
記
す
る
。

め
今
村
荒
附
刀
「
故
人
と
大
阪
大
学
」
、
古
川
俊
之
助
氏
追
懐
録
制
糊
件
数
委
員
会
編
・
判
明
十
日

問
俊
之
助
氏
追
懐
録
』
、
昭
和
二
十
九
年
一O
入
資
。

め
紹
和
十
二
年
八
月
に
は
研
究
機
関
投
段
促
進
有
志
協
議
会
と
般
定
さ
れ
る
間
体
が
、

マ
以
業
科
学
資
料
』
〈
タ
イ
プ
印
刷
〉
を
刊
行
し
は
じ
め
、
そ
こ
で
研
究
機
関
設
問
に
関

す
る
調
究
結
果
の
報
告
や
そ
の
必
要
性
の
、
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

「4段
業
科
学
研
究
の
必
姿
」
、
吋
産
業
科
学
資
料
』
、
第
…
号
、
昭
和
十
二
年
八
月
。

「
大
阪
に
於
て
波
栄
科
学
研
究
所
創
設
の
必
姿
」
、
同
右
誌
、
第
二
日
刀
、
昭
和
十
二
年

八
月
。

「
産
業
科
時
ナ
研
究
所
を
大
阪
F品
川
悶
大
学
に
附
泣
せ
ん
と
す
る
即
出
」
、
同
省
誌
、
第
三

分
、
昭
和
十
二
年
八
月
。

「
時
間
川
と
注
薬
科
学
研
究
の
必
姿
」
、
同
右
誌
、
第
内
号
、
昭
和
十
二
年
八
月
。

「
全
悶
工
業
試
験
研
究
隊
関
一
覧
表
」
、
日
川
右
誌
、
第
五
号
、
昭
和
十
二
年
八
月
。

「
米
独
仏
に
於
け
る
代
表
的
成
業
科
学
研
究
機
関
」
、
同
お
花
、
第
六
号
、
昭
和
十
島
一

年
八
月
。

「
同
局
と
代
用
品
工
業
新
興
の
急
務
」
、
同
お
誌
、
第
七
号
、
明
和
十
二
年
十
一
月
。

以
降
の
サ
の
刊
行
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
に
引
用
し
た
も
の
は
第
二

号
の
米
尽
の
文
言
で
あ
る
。

山
川
円
大
波
工
業
会
五
十
年
史
』
、
一
二

O
五
頁
。

川
町
第
七
三
情
院
議
会
衆
議
院
警
災
会
議
録

h
、
第
一
一
一
一
川
、
昭
和
十
三
年
三
月
二
十
二

日
、
一
一
一
頁
。

叫
「
財
矧
法
人
産
業
利
川
子
研
究
協
会
定
款
(
保
川
知
行
為
)
」
ハ
タ
イ
ブ
印
脳
)
。

同
木
村
三
郎
編
訂
州
防
法
人
注
業
科
学
研
究
協
会
引
業
方
針
附
設
ヌ
趨
立
引
沿
い
、
同

会
、
昭
和
十
三
年
。

山
内
産
研
協
会
「
抜
金
募
集
一
安
雨
明
ハ
案
と
。

明
示
一
文
類
楽b、
第
六
三
一
郎
、
昭
和
十
円
年
、
巻
‘
六
、
行
峨
円
二
一
一
、
行
制
二
…
一
、

文
郎
省
中
ハ
上
、
問
立
八
ムzX
3附
州
政
。

同
大
阪
帝
悶
大
尚
子
産
業
科
学
研
究
所
編
・
刊
司
法
業
科
学
研
究
所
姿
覧
』
、
昭
和
十
八

〆
r
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(
か
ま
た
に

ち
か
よ
し

東
洋
大
学
)
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